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序章 前年度（平成２４年度）に開発したカリキュラムの概要 
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（２）教員のキャリアパス 
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（３）カリキュラムの構成 
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２．科目一覧（平成２４年度時点の原案） 

※平成２５年度版の改訂シラバスは、本報告書の第６章に記載。 

 科目名 

＜履修時間＞ 

・＜キャリアパス＞ 

・研修の概要と目標 

① 教員のキャリア

デザインワーク

ショップ 

＜24時間＞ 

＜キャリアパス：教育プロフェッショナル志向、マネジメント志向＞ 

専修学校教員として、教科指導やクラス運営等を経験する中で、更に教育

指導力を高め、学科として行う職業教育全般の企画運営や学校運営全体のマ

ネジメントを行う方向に進むか、あるいは教育専門職としての進路を目指す

か等の教員自らのキャリアパスについて、自立的な将来設計を行い、計画に

基づくアクションプランニングを行う。また、本科目修了後に受講する他の

中堅教員研修科目をどう選択していくかを行動目標に盛り込むようにする。 

② 新任指導力（組織

コーチング、メン

タリング） 

＜8 時間＞ 

＜キャリアパス：教育プロフェッショナル志向、マネジメント志向＞ 

新任指導能力「新任教職員の指導・育成力を高める」ことを目標とする。

新任教職員に求められる能力を自分が実践でき、そのことを前提として、新

任教職員の人材育成に関して適切な指導助言ができる。 

具体的には、「管理力／職務執行者としての実践力」「新任指導育成のため

の目標管理力／新任の能力を引き出すための組織コーチング力、メンタリン

グ力」「管理監督者として必要なマネジメント力」等の能力について力をつ

けることができる。 

③ 学校経営マネジ

メント（外部環境

理解を含む） 

＜12時間＞ 

＜キャリアパス：マネジメント志向＞ 

専修学校は、そのほとんどが設置主体は学校法人であり、主たる収入は、

学生生徒等納付金収入によるところが多い。また我が国の経済の長期低迷動

向を受けて実学志向、また資格志向により、専門職業人育成の社会的要請は

高く、また、大学等の学校種間・学校間競争は今なお増加しつつある。その

中で各種統計データを待つまでもなく、2018年度以降更なる 18 歳人口が減

少するという厳しい環境がある。この状況下で、中堅教員がいかに学校経営

に参画するのかが、今大きく問われている。更にコンプライアンスや内部統

制組織の充実の要請、自己点検評価の実質化、学校関係者評価・第三者評価

等、学内学外の経営にかかる諸問題について対応力を高め、中堅教員として

ふさわしい経営感覚と問題解決能力を身に付け実践能力を高めることの重

要性が叫ばれて久しい。本科目の受講により、学校経営の概観を把握でき、

優れた「経営感覚」を身につけた中堅教員の養成を目指す。 

④ 体系的カリキュ

ラム・シラバス作

成（インストラク

ショナル・デザイ

ン） 

＜8 時間＞ 

＜キャリアパス：教育プロフェッショナル志向＞ 

より学生に分かりやすく効率的に学べるカリキュラム・シラバスを作成す

る手法としてインストラクショナル・デザイン（ID）がある。この ID とは

何かを学び、これを用いてカリキュラム・シラバスを設計・開発できるよう

になるのが本科目の目標である。 



-  7 -  
 

⑤ 教育・指導力向上

（ファシリテー

ションスキル） 

＜8 時間＞ 

＜キャリアパス：教育プロフェッショナル志向＞ 

ファシリテーションは、「容易にする」「円滑にする」「スムーズに運ばせ

る」という原意が示すとおり、問題解決や合意形成を促進する技術としてア

メリカから紹介された。主に体験学習やワークショップなどのグループ活動

に適用する手法であり、話し合いを促進する、メンバーの相乗効果を発揮す

る、自律性を育むなどの効果が期待できる。その応用範囲は多岐に亘るが、

教育現場の適用事例も数多く報告されている。 

本研修は、教育現場への適用を想定し、ファーストステップとして概論と

しての意義づけ、セカンドステップとして実践スキルの習得を目指す。 

「①ファシリテーションによる授業の活性化について、ファシリテーショ

ンを導入する理由、その方法・効果を説明できること」「②ファシリテータ

ーに必要な知識・スキル・マインドを説明できること」「③上記①②の講義、

実践で得た知識・スキルを活用して、授業の中で取り入れ効果を測ること」

を目標として実施する。 

⑥ クラス・学科運

営、創設力 

＜4 時間＞ 

＜キャリアパス：教育プロフェッショナル志向、マネジメント志向＞ 

これまでの教科担当、クラス指導の経験を振り返り、自分の強みと弱みを

再確認し、今後学校の中核として業務を遂行できる人材になることを目標と

する。 

そのために学生に対する「全体指導」「個別指導」の手法を棚卸しして、

学生への効果的な動機付けの手法や、所属する学科の運営方法を学ぶ。 

 更に、新学科創設のための基本的な手順、手法を身に付ける。 

⑦ リスクマネジメ

ント（クレーム対

応） 

＜4 時間＞ 

＜キャリアパス：マネジメント志向＞ 

中堅教員として、リスクマネジメントに関わることは、学校経営の根本的

な問題のみならず、日々の運営の中で諸問題に適切に対応し、解決を図る上

で強く要請されている。また、クレーム対応には、原理・原則があり、それ

を踏まえて行動すれば難しいものではない（その中でも最も重要なのは「顧

客（学生・ステークホルダー）の心情を理解してふるまう」ことである）。 

本科目の受講者は、クレームの基本概念を理解し、過去の代表的な事例か

らクレーム対応の手順や留意点を知る事で、専修学校におけるクレームの諸

問題に対する対応力を高め、中堅教員としてふさわしい問題解決能力及び判

断力を身に付けることを目標とする。 

また、組織によるクレーム対応についても学ぶことにより、自組織のＣＳ

（顧客満足度）改善計画や企画策定など、リスクマネジメントについての理

解を深めることも目標とする。 
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３．受講資格と修了要件（平成２４年度時点の原案） 

（１）受講資格について（案） 
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（２）修了要件について（案） 
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╩ ╙ ⌐ ╣≡⁸ ─◐ꜗꜞ▪Ɽ☻─ⱨ꜠כⱶ╩ ∆╢⁹ 

Ợ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉╩ ⇔ ⌂ ╩ ≈ 

ќ꜠ⱬꜟ  

Ợ ⌐ ⇔≡™ↄ☻♃fi☻╩ ⌐ ↑⁸ ⌐ ╩ ∆╢ 

ќ꜠ⱬꜟ  

Ợ ⌐ ╩ ╘√╡ ╘√╡⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ─

╩ ∆╢ ќ꜠ⱬꜟ  

ủ ₈ ₉ ₈ ⱳ▬fi♩₉≤∆╢⁹₈ ⱳ▬fi♩ ⁹

≢│ ₉╩ ∆╢↓≤⌐╟∫≡⁸₈꜠ⱬꜟ ₉≤⇔≡ ⁹ ⱳ▬

fi♩≢₈꜠ⱬꜟ ₉⁸ ⱳ▬fi♩≢₈꜠ⱬꜟ ₉⁸ ⱳ▬fi♩≢₈꜠ⱬꜟ ₉⁸

ⱳ▬fi♩≢₈꜠ⱬꜟ ₉≤⇔≡ ∆╢⁹ 

ủ ⁸ ─ ⌐ ∂≡⁸ √⌐ ⌐ ╘╠╣╢ ה ⅜ ∂√

⌐│⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩ ⇔≡⁸ √⌂ ╙ ∆╢⁹ 

ủ ♩fi◘ꜟ♃fi◖ה▪ꜞꜗ◐─ ─ ⌐≈™≡│⁸₈

─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ ꜠ⱬꜟ ─ ≤ ≤ ╘╢↓≤

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 
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（３）外部団体主催研修等の例示 

ᵑ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ⌐ ─ ™ ─  
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₈▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi⌐╟╢ ≤ ☿Ⱶ♫₉כ 

   ủ►♅♄ ☿fi♃ 

    ₈▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi⌐╟╢ ⱶꜝꜙ◐ꜞ◌ה ₉ 

 ш)₈ ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉ 

   ủ  

    ₈ ⁸ⱪ꜡☺▼◒♩ ⱪ꜡☿☻╩ ⌐ ∆╢√╘─ⱨ□◦ꜞ♥כ

◦ꜛfiה☻◐ꜟ ☿Ⱶ♫₉כ  

   ủ ◖fi◘ꜟ♥▫fi◓ 

    ₈ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi ₉  

 щ ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

   ủ ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

    ₈ ≢ ⇔≡™╢ ╩ ╢₉ ה  

ᵒ ⅜ ∆╢ ─  

ủ₈ ₉ ⁸ ה ה ה ה ה

ה ה ה ה ה ה ה ה ה

ה ה ה ≢  

ủ ₈ ₉ ⁸  

₈ ה ₉ ⁸  

ủ ₈ ₉  

₈ ה ה ה ⌐⅛⅛╦╢ ⌂ ⌐╟╢ ₉ 

₈ ⌐≈™≡─ ₉ 

₈ ₉  

ủ ₈ ☿Ⱶ♫₉כ ⁸  

₈ ♩♇ⱪ☿Ⱶ♫₉כ  

₈ ₉  

₈ ◌►fi☿ꜞfi◓ ₉  

₈ ₉  

₈ ⌐ ∆╢ ₉  

₈ ₉ ⁸  

ủ ─ ─√╘─  

ủ כ♃כⱳ◘ה▪ꜞꜗ◐₈ ₉ ⁸ ⁸  

₈ ₉ ⁸ ⁸  

ủ ₈ ה ₉ ה ⁸  

ủ ₈ ה ה ┘ ₉

ⱶכ꜠◒⁸ ⁸ ♩ꜝⱩꜟ  

ủ כ♃כⱳ◘ה▪ꜞꜗ◐₈ ₉ ⁸ ⁸  

ủ ₈ ₉ ה  

₈ ה ה ₉ ה  
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ủ ₈ ₉ ⁸ ─№╢ ┼─ ≤ ⌐≈

™≡  

ủ ₈  ─ ─√╘─ ₉ ה  

ủ ₈ ₉ ה ⁸

 

ủ ₈ ₉ ה ⁸  

₈ ה ה ₉ ה ⁸  

ủ ₈ ₉ ⁸  

ᵓ ─ ⁸ ⅜ ∆╢

 

ч)  

ш)  

щ) ⱦ☺Ⱡ☻  

ъ)  

ы) ♦◙▬fi  

ь)  

э)  

ю)  

я)  

ѐ) ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi  

ᵔ ◐ꜗꜞ▪ ◘fi◖ה▪ꜞꜗ◐─

ꜟ♃fi♩ ─ ⁸ ⌐╟╡

♩fi◘ꜟ♃fi◖ה▪ꜞꜗ◐╢╣╦  

ч)  

ш) ◌►fi☿ꜝכ  

щ)♥fiⱪ☻♃♇ⱨ◐ꜗꜞ▪◖fi◘ꜟ♥▫fi◓  

ъ) ◐ꜗꜞ▪  

ы) כꜝ☿fi►◌ה♩ⱷfi☺כⱴⱠה▪ꜞꜗ◐  

ь) ◌►fi☿ꜞfi◓☿fi♃כ 

э) ◐ꜗꜞ▪◌►fi☿ꜞfi◓  

ю) ♥◒ⱡⱨ□ 

я)  ☼כ♃כⱳ◘הfi▬◙♦ה▪ꜞꜗ◐

ѐ) ◄♯Ⱨכ○כ  

ᵕ∕─ ⌐⁸ ╩ ╗ ─ ╩ ⌐ ─ ה ─

√╘⌐ ─ ⅜ ∆╢  

ч) http://www.zsenken.gr.jp/  

ш) ◌►fi☿ꜝכ http://www.jeca.gr.jp/  

щ) ⱴⱠ☺ⱷfi♩☻◒כꜟ http://seminar.hj.sanno.ac.jp/  
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第１章 今年度（平成２５年度）実施事業の概要 

 

１．事業の目的等  

⌐ ⇔√ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻⌐ ≠⅝⁸

┘ ─ ╩ ℮↓≤╩ ─ ≤⇔√⁹ 

 ⌐│⁸ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ╩⌂∆ ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬

fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉⌐≈™≡⁸ ─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸

⌂ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⁸∕⇔≡ ╩ ≤⇔√ ╩ ∆╢↓≤

╩ ⇔√⁹ 

╕√⁸∕╣⌐ ↄ ≤⇔≡₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉₈ꜞ

☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ▬fi☻♩

fi▬◙♦הꜟ♫ꜛ◦◒ꜝ ₉─ ╩ ™⁸ ╩◦ꜝⱣ☻─ ⌐ ↕∑╢

≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤≤⇔√⁹ 

 

２．委員名簿 

 ⌐№√∫≡│⁸ ⌐ ⅝ ⅝₈ ◌ꜞ◐

ꜙꜝⱶ ₉╩ ⇔⁸ ┘ ⌐ ∂≡ ↔≤─ ╩

⇔√⁹ │ ─≤⅔╡ ⁸ ⁹ 

ה     ⱪכꜟ◓   

ה      

ה        

ה    

ה      

  

ה    ⱡ   

ה   ♦◙▬fi   

ה   ⱦ☺Ⱡ☻   

 

３．事業の経緯 

 ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻─ ה ה ─√╘⌐ ⇔√ ⁸ ⁸

╕√│ ⁸ ≤─ ∟ ╦∑ ─ ┘ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

 ⌂⅔⁸ ↔≤─ ה ─ │⁸ ⌐ ⁹

╕√⁸ ┘ ≢─ ─ │⁸ ─₈ ─

┘ ₉╩ ⁹ 

ủ   

(1) ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉─  

(2) з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉─  

ủ   
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(1) ─ ┘ ─  

(2) ┘ з─ ⌐≈™≡ 

ủ   

(1) и₈ ₉─  

(2) й₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─  

ủ ∟ ╦∑  

(1) з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉─  

ủ з  

  (1) ₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi ₉

ה ─  

  (2) ▪fi◔כ♩  

ủ ∟ ╦∑  

(1) з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉─  

ủ  

  (1) ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉─  

  (2) ▪fi◔כ♩  

ủ   

(1) ┘ з─  

(2) иהй─  

(3) ─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

(4) ─ ⌐≈™≡ 

ủ   

(1) и₈ ₉─ ⁸ ∟ ╦∑ 

(2) й₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ⁸ ∟ ╦∑ 

ủ иהй  

  (1) ₈ ₉₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─  

  (2) ▪fi◔כ♩  

ủ   

(1) иהй─  

(2) ─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

(3) ┼─ ⌐≈™≡ 

ủ   

(1) ─ ─ ╡╕≤╘ 

(2) ┼─ ⌐≈™≡ 
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４．事業の成果 

 │⁸ ┘ ─ ה ╩ ⌐ ╩ ™⁸ ⌐ ─

╩ ≤⇔√⁹ 

（１）３科目の実証及び１科目の本研修開催 

 

ᵑ₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi ₉ 

  Ҝ ⁸  

ᵒ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

  Ҝ ⁸  

ᵓ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

  Ҝ ⁸  

 

ᵔ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ 

  Ҝ  

 

（２）シラバスの修正 

 

 ᵑ₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi ₉ 

 ᵒ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

 ᵓ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

 ᵔ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ 

  Ҝ ᵑ ᵔ─ ⌐≈™≡⁸ ╕√│ ─ ╩ ╕ⅎ√◦ꜝⱣ☻─

⇔⁸ ╩ ∫√⁹ 

─  

 ᵕ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉ 

 ᵖ₈ ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉ 

 ᵗ₈◒ꜝ☻ה ⁸ ₉ 

  Ҝ ᵕ ᵗ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ↑≡⁸ ⇔⁸ ⌐

ᵗ⌐≈™≡│⁸₈◒ꜝ☻ה ₉≤₈ ₉⌐ ⇔⁸₈ ₉⌐≈™

≡│₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉─ ⌐ ╘╢↓

≤≤⇔√⁹ 

 

（３）講師養成のための方向性の検討及び講師用指導要領の取りまとめ 

ủ ≢│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸∕╙∕╙ ─ ≢Γ

Δ∆╢↓≤⅜ ⌂─⅛≥℮⅛ ╩ ⇔√⁹ 

 

ủ ∕─ ⁸ ⇔≡™╢ ─℮∟⁸₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦

ꜛ♇ⱪ₉⌐ ⇔≡│⁸ ⌐ ╘╠╣╢ ה ⅜⁸ ≤⇔≡↓╣╕≢⌐
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─ ≢ כ♃כⱳ◘ה▪ꜞꜗ◐₈╢№─ ─₉כ♫כ꜠♩ ≤

∆╢√╘⁸ ⌐כ♫כ꜠♩ ⇔≡ √⌐ ╩ ∆╢↓≤ ⌐╟╡₈◐

כ♃כⱳ◘ה▪ꜞꜗ ₉≤₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉─

─ ™╩ ⇔≡╙╠℮↓≤ ⁸ ╩כ♫כ꜠♩ ⌐ ≢⅝╢ ⅜

№╢⁹ ≈⁸ │⁸ ─ ─ ┼ ╗ ─ ⌂

≤⇔≡ ↑≡™╢√╘⁸ ╩ →⁸ ╩ ╛∆ ≢╙⁸

─כ♫כ꜠♩ ⅜ ⌂ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹√∞⇔⁸↓╣│⁸

╩ ⌐╖─כ♫כ꜠♩ ∆╢↓≤╩ ∆╢╙─≢│⌂ↄ⁸ ─ ה

╩ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸ ⅛╠ ↄ ╩ ≡™⅝√™≤ ⅎ

≡™╢⁹ 

 

ủ ⁸₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ ─ ≈─ ⌐

≈™≡│⁸ ≤⇔≡↓╣╕≢─≤↓╤ ─ ╩ⱴכ♥™ ∫√ ≢№

╡⁸ ∫≡ ⌐≈™≡╙⁸₈ ₉≢│⌂ↄ⁸ ⌂ↄ≤╙ ─ │⁸₈

₉╩ ∆ ⅜ ≢│⌂™∞╤℮⅛⁹ 

 

ủ │⁸ ─ ⅜Γ ≢│⌂ↄ Δ≢№╢ ⁸

│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ≈ ─ │╙∟╤╪─↓≤⁸ ⌂

ה ⅜ ╘╠╣⁸⌐╦⅛ ╖─ ╛ ≢│ ⅜ √⌂™≤ ╦╣

╢⅛╠≢№╢⁹ ─꜠ⱬꜟ─ ╩ ⌐╦√╡ ⌐ ∆╢↓≤│

≢│⌂™⅛≤ ⇔√ ≢№╢⁹ 

 

ủ ─⌂⅛⅛╠⁸ ─√╘⌐ ╩ ⇔≡

™ↄ ╩≤╢─≢│⌂ↄ⁸╗⇔╤ ─ ⌐≈™≡ ⌂ ≤ ╩

∆╢ ─ ≤─ ╩ ™≡™ↄ ╩ ╢─⅜ ™∞╤

℮⅛⁹ 

 

ủ ∕─√╘⌐│⁸ ─ ╩ ⇔√ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸

⌐ ∆╢ ⌐⅛⅛╢ ─ ╙ ≤⌂╢⁹ ⌐ ⇔≡ ─ ⌂

╛ ⌐≈™≡ ─ ⁸ ⌂ ╡ ⌂ ≢╙ ⅝ ↑≡╙╠ⅎ╢╟℮

─ │ ℮↑╣≥╙⁸ ⁸ ⌐≈™≡╟╡ ─ ─ ⅜

╠╣╢╟℮ ╘≡™ↄ ⅜№╢⁹∕╣⅜ ⇔™ │⁸ ─ ⅎ ⌐

⇔⁸ ─ ╩ ╘⌐⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⅜⁸╟╡ ↄ─ ╩

∆╢ ≢│⁸ ─ ≈⌐⌂╢≤ ╦╣╢⁹ 

 

ủ ╙∟╤╪⁸ ─ ≢ ╩ ╘╠╣╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ─

≢№╡⁸ ╩ ⌐⁸ ⌐≈™≡ ╩ ∫√ ⅜ ₁⌐

╩ ╘╢√╘─ ╩ ⇔ ה ⌂ ה ─ ה ⁸
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⌐ ╩ ╘╠╣╢꜠ⱬꜟ⌐ ∆╢↓≤╩ ⇔√™⅜⁸∕╣╕≢⌐│

─ ╩ ∆╢╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

ủ ⁸ ─ ⌐⅔™≡⁸ ⌐≈™≡ ⌐

⌂ ╩ ⇔⁸ ≢ ╩ ⌡≡™╢ ⅜ ⌐⅔╠╣╢↓

≤╙ ⌐ ⅎ╠╣╢⁹⇔⅛⇔⁸∕─ ⌐≈™≡↓╣╕≢⌐ ⌂ ╩

∫√↓≤⅜⌂™√╘⁸ ╩ ≢⅝≡™⌂™⁹ ⁸ ─ ⌐ ∆╢

╩ ™⁸ ─ ה ╩⇔≡│≥℮∞╤℮⅛⁹ 

 

ủ ⌂⅔⁸ ─ ⁸ ⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔≡

⌐ ⅎ⁸ ─ ⌂ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ╩ ╕ⅎ≡⁸

╩ ∆╢ ⅜№╢⁹╕√⁸ ─⌂⅛≢⁸ ─₈ ↕╣

╢ ₉╩ ⇔√™⁹ 

 

ủ ─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ─ ≤⇔≡│⁸₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬

fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה

♦◙▬fi ₉₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉─ ⌐≈™≡

─ ╩ ╡╕≤╘╢↓≤≤⇔√ ⌐

⇔≡ ⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ ∂≡⁸ ─

─ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐ ⁸ ╩ ∫≡™ↄ↓≤≤⇔√™⁹ 
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＜平成２５年度策定 中堅教員研修 講師用指導要領（案）①＞ ※一部抜粋縮小 

科目名：「教員のキャリアデザインワークショップ」 

 

【１. 科目名】 

 Ƽ ᴣǵȫɡɨȠɅȴȢɱɭɶȭȵɥɁɕƽ 

【２. 担当講師】 

 ȫɡɨȠɵȳɛɶȽɶ ↔ɆɪɶɈɶ 

【３. キャリアパス】 

 ɕɫɓȥɁȵɥɈɩⱷׄƲɜɋȶɟɱɆⱷ  ׄ

【４. 必修・選択区分】 

 ⱳ  ʹ

【５. 研修形態】 

 Ʋ ƲȮɩɶɕɭɶȭƲɪɛɶɆ̸ ǲȏȒ 

【６. 履修時間】 

  

【７. 研修の概要と目標】 

 ᾐʹἶ ᴣǯǞǭƲ ᾚȋȭɧȷ ᵣ ș ǠȒʴǮƲ ǲ ᾚҘș

ȈƲἶ ǯǞǭ Ǎ Ћ ǵ̔ ᵣȋἶ ᵣЋ̱ǵɜɋȶɟɱɆș Ǎ ׄ

ǲ ȇǒƲ ǋǶ ᾐ ǯǞǭǵ ș Ǡǒ ǵ ᴣ ȐǵȫɡɨȠɏȷǲǫ

ǋǭƲ Ǳᾓ ș ǋƲ ǲḨǬǖȠȭȵɥɱɕɧɱɉɱȮș ǍƳȅǦƲ

ʹ˓♥ǲ֞ ǠȒ̀ǵʴḬ ᴣ ʹ șǰǍ Ǟǭǋǖǒș Ҳ ǲ ȑ

ȇȏǍǲǠȒƳ 

【８. 中堅教員研修における本科目の位置付け、受講後の効果】 

 ǶƲȅǡǶʴḬ ᴣ ʹǯǞǭ ѧǲⱳʹǯǞǭ֞ǘǭǋǦǧǖȉǵǮǉȒƳ

ἶ ș Ǳ˲ ǯǞǭ ǭȒʣǮƲ ᴣ ȐǓʺ̱ ǱȫɡɨȠ ǵǉȒ ˲

ᾐʹἶ ᴣǯǞǭǵ ǉȒϐǔ șǠȒǦȈǲⱳ ǱɕɫȮɧɞǮǉȒƳ 

【９. 本科目の修了条件】 

 ȫɡɨȠ ȵɶɆșὈ ǞƲ ⁫ǵȫɡɨȠɑȶɥɱș ǲ ǮǔǭǋȒƳǜ

ȐǲƲǤǵɑȶɥɱ ǲׄǘǭƲЕ̱ ǱȠȭȵɥɱɕɧɱǓ ǘǭǋȒ șȉǪ

ǭʹ˓ ̏ǯǠȒƳ 

【１０. 配布資料一覧】 

 ŪȽȢɞɄɶɔɩ֗Ǻ֓қ ׀  

ū֓қ ɌɶɆ Ή˲ɟɠȵɶɆ ˲ ǡǫ ↓ Łɩɶȸɨɶ

ɓ Ǯȉ֯Ƴ 

ŬȷɧȢɇ ǵӽѱ ⁹ ǦǧǞƲ ǵ ♥ǲ ⁹Ƴ  

  ŭ ṑѝ ȵɶɆƼ ș֝ȑ⁵ǖ ṑƽ ˗Ѽ ǯǞǭ ̂Ƴ  

  Ů ṑѝ ȵɶɆ Њ  ͈ ˗Ѽ ǯǞǭ ̂Ƴ  

  ůȶɥɔɵȩɶɇ ╛  ˗Ѽ ǯǞǭ ̂Ƴ  

  Űȶɥɔɵȩɶɇ ╛ ɵ  ˗Ѽ ǯǞǭ ̂Ƴ  

  ű Ḹ˧ ̝̝ḹ᷂  ʟ

  Ų ǵ ԄǞǯɧȢɓɧȢɱȿɡɶɆ ˲ ǡǫ  

  ųȦȲȮɧɞ ᵂȵɶɆ  

  ŴȦȲȮɧɞ Ȯɧɓ  

  ŵȦȲȮɧɞ   

  ŶȦȲȮɧɞ ȑ ȑȵɶɆ  

  ŷ ƾȫɡɨȠɵȠɱȩɶ ȹɩɓɵȠȹȷɟɱɆƿ ˲ Нǡǫ  

  ŸȫɡɨȠɵȠɱȩɶ ȑ ȑȵɶɆ  

  Ź►˗ ǯ ὡ ɭɶȭǵ ȑ ȑȵɶɆ 

  ź ǵȫɡɨȠɑȶɥɱ  

  ŻƼ ǋǵ ƽȩɶɇ ȑ Ȇְ  ʰ  

  ż ʹ̝ȠɱȯɶɆ ʹ ǲ ЊƲᶥ֛Ƴ  

【１１. その他の配布物等】 

  Ʀ׀  1˲1Ή 

  Ʀ ȳȢɱɘɱ 1˲1  

  Ʀ ɵ ɵ ẐɜȶɁȭ 1˲3  

  ƦɛȷɆȢɁɆ 8cmɨ  1˲2  ֺ1  

  ƦA3  1˲1  

  ƦɜɩȿɧɗɩȵɶɩᾛȳȢȸ 1˲1  

  Ʀ ₡ȳȢȸ ֺȮɩɶɕ1  

  Ʀ ӭѝȳȢȸ 1˲1  

  ƦɟɱɅȡɱȮɄɶɕ ֺȮɩɶɕ1Ή( ǵ ) 

【１２. 本科目の担当講師として特に大切な留意点】 

(1) Ћ̱ǵ ᵣǲ Ǟǭ  

↔ǵ ʣƲ֞ר ֿṲǓᾍ șǞǱǓȐ Ȉǭǋǖ ǯǱǪǭǋȒǦȈƲǮǔ

ȒǒǕȑ ǞȋǠǋ ᶪ ̸ȑșǠȒȏǍⱲǓǘǱǓȐɓȟȵɨɄɶȵɥɱǠȒƳȅǦƲ

ὓ̜ Ǳǰǵ ȉѫ ǞǱǓȐƲ֞ ǵ ↓ǱǰșǮǔȒǧǘ ǠȒȏ

Ǎȱɝɣɉȯɶȵɥɱș֝Ȓǚǯș ǠȒƳǤǵ Ʋ֞ ǵ ǯǞǭƲ֞ ǠȒ 

  

 

ʣǮǵʥὄȋ ǱǵǒƲ Кὦǲ Ǟǭǵ ↓Ǳǵǒὖ ǲ ǞƲǤǵ

♥ǵ ↔ ᵣǮ ўǲ֚ ǜǢǭǋǖƳ 

(2) ᾚʣǵ ǲǫǋǭ  

֞ Ή˲ǵ ⁫ ͝ ȋ ⁫ǵᾓ ș ǏȒʣǮǵʥὄȋ ș ǠȒǚǯ

ǓѼ ǯǱȒǵǮƼ ϊ ƽǵỡһǮ֞ ș ǠȒǚǯșⱲǓǘȒƳ ᾚ Ǳ

ȈǫǘǶ ǘƲ Ǭǔș♬ȐȓȒȏǍǱɓȡɶɇɎɁȭșǠȒƳ 

(3) Кὦǲǫǋǭ  

↔ǵКὦǲǑǘȒ ǯ ǲǫǋǭƲʴḬ ᴣǵ ḹǯǞǭƼǰǍǞǭǚǵ

↔ș֞ǘǱǋǯǋǘǱǋǵǒƽǯǋǍǤǵⱳ șר ɵ ǮǔȒȏǍǲ ₉ǵ

Ǩ♬ȒǮǔȒǧǘЕ̱ Ǳ˗͈ș˧Ǐǭ ǠȒ 

ֺ ǵ ǲǑǋǭƲȫɡɨȠɅȴȢɱЋ̱ǵǰǵ ǯǞǭ̬ ǬǘǜȓǭǋȒ

ǵǒș ǲǠȒ 

ֺ ǵ КὦǶ̲ǵǦȈǲ ǞǭǋȒǵǒƲȅǦƲǚǵ ὕ ♥ǲǑǋǭƲ

ǰȚǱȠȤɆɕɁɆș ǯǞǭ̸ ǠȒǵǒȲɶɩș ǲ̟ǏƲǤǵȲɶɩș

Ǟǭ̸ ǮǔȒȏǍ ǠȒƳȅǦƲֺ Ǜǯǲ ǿ ȇѼǲⱳǡ֞ ǿ

ᵂǵ șᵂǋǒǘȒ 

КǲǑǋǭƲ ǠȒКὦȋ˗͈Ǳǰ֞ ǵ ș͝ ǠȒǦȈǲƲ֯ Ǳ

ȑȢɱȽɧȭɄȡɔǱȱɝɣɉȯɶȵɥɱș֝ȒȏǍ Ǟǭ ȈȒ 

(4) Ή˲ɭɶȭǲǫǋǭ  

Ή˲ɭɶȭǵ ƲֺȮɩɶɕǮǵ șᶥȑǱǓȐ ǠȒ 

Ǔ ȅǱǋ֞ ǓǋǦḹֻǶƲǰȚǱ Ǯ ȚǮǋȒǵǒƲ̸ ǠȒʣǮǵʥ

ὄ ȉדȈǭ ǠȒȏǍƲȅǡ ș ǖƳВ ȋ ǵ ẎǱǰ ǞǱǓȐƲ

ѝ˗ǿǯ ̂ǘșǠȒƳǤǵʣǮ ўǱȠɇɎȢȷș ͑ǞƲǮǔȒ ᶪКǮ̸

ș ȈȐȓȒȏǍ ǠȒ 

ʣ ǵȠɇɎȢȷǵ ƲǉǖȅǮȉƾ ѝ ƿǮƲקȑǵ֞ ɟɱɎɶǵКὦǲ

ȑᶥǜȓǱǋȏǍ ǠȒ 

(5) Ȯɩɶɕɭɶȭǲǫǋǭ  

șר̱ʺ ǍǚǯȉדȈƲȮɩɶɕКǮɨɶȾɶș Ȉǭὕ ǠȒ ș̟ǏȒƳǮǔ

ȒǧǘƲǖǟ╠ǔȋǟȊȚǘȚǱǰǶ ǘȒ ׄǮȮɩɶɕǲ̑ǢȒ 

Ή˲ɭɶȭǵКὦǱǰșВ ǠȒḹֻƲɨɶȾɶǲȮɩɶɕКǮǵ ǵ ᵣǶ̑

ǢȒƳȅǦƲ ǲǫǋǭȉЋ̱ǵ ǵȆș ₉Ǔ ǋƲȮɩɶɕКǮǵΉƵ

ǵ ǶȮɩɶɕКǮȽȢɞȫɶɏɶǱǰș ȈƲ КǮ ȖȐǢȒȏǍ ᾚ

ǠȒ 

ὑǵ˲ǷǒȑǓ șǞǭǋȒȮɩɶɕǓǉȒḹֻǶƲ ὓ˺ЊǞǭ ǵᾜǱǋ  ֞

Ǔ ͬǮǔȒȏǍϐǔǒǘȒ 

Ȯɩɶɕɭɶȭ♥ǵЋ̱В ǵ Ʋ ͝ ǵǦȈǲ КὦǲԀǞǦȱɟɱɆș

Ǡ 

Ȯɩɶɕɭɶȭ♥ǵЋ̱В ǵ Ʋ Ѩ ǱɜȢɈȷ ǵȱɟɱɆǓ ͬǜȓǦḹ

ֻƲǰǍǞǭǤǍǱǪǦǵǒǱǰ ǞǱǓȐƲǚǵ♥ǵ ↔ș ǲ ᵣǞǭǋǖ

ǦȈǲƲ ўǱɓȡɶɇɎɁȭșѝǒȑȋǠǖ̟ǏȒƳ 
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【１３. 研修テーマ及び研修項目】 

進行時刻 

の目安 

単元ごとのテーマ・項目 所要 

時間 

内容等 教材等 方式 

(1 )  

13:00 

 

 

13:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研修の目的とアイスブレ

イク 

Ɵ ǉǋǜǫƲ ₉  ˺

Ɵ ʹǵǴȐǋǯ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10ѝ 

15ѝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ʀ ǵǉǋǜǫƲ ₉ ⁫  ˺

Ʀ ʹǵǴȐǋ 

ɵᾐʹἶ ᴣǯǞǭƲᾓ ǲƲǋǖǫǒǵȫɡɨȠɏȷǓǉȒǯ ǏȐȓȒƳ 

ɵ͈ǏǷƲ 

(1) ᾚȋȭɧȷ ᵣ ș ǠȒʴǮƲ ǲ ᾚҘș ȈƲἶ ǯǞǭ

Ǎ Ћ ș̔ ᵣǠȒƳ 

(2) ἶ ᵣЋ̱ǵɜɋȶɟɱɆș ǍƳ 

(3) ᴣᾐ ǯǞǭǵ ș ǠƳ Ǳǰ 

ɵ ᴣ Ȑǵ ǲǫǋǭƲ3 ǵ ʹǮǶƲ ǯǯȉǲƲΉ˲ɭɶȭȋȮɩɶɕɭ

ɶȭ ș ǟǭ Ǳᾓ ș ǋƲȫɡɨȠɑȶɥɱǲḨǬǖȠȭȵɥɱɕɧɱ

ɉɱȮș ǍƳ 

ɵἶ ș Ǳ˲ ǯǞǭ ǭȒʣǮƲ ᴣ ȐǓʺ̱ ǱȫɡɨȠ ǵǉȒƼ ˲

ᾐʹἶ ᴣƽǯǞǭƲ ǉȒϐǔ șǠȒǚǯș ǞƲɹ Ḭ ᴣǓƲᾓ ǲȖ

ǦȑƲᾐʹἶ ǲǯǪǭǱǖǭǶǱȐǱǋƼ˲ ƽǯǱȒǚǯǓ Ƴ 

ɵȅǦƲǚǵȫɡɨȠɅȴȢɱɭɶȭȵɥɁɕ(CDWS)ǓʴḬ ᴣ ʹǯǞǭ ѧǲ֞ Ǡ

ȒḨ℅ ǯǞǭ̬ ̂ǘȐȓǭǋȒƳCDWSʹ ˓♥ǲ֞ ǠȒ̀ǵʴḬ ᴣ ʹ

șǰǵȏǍǲ Ǟǭǋǖǒș Ȑǵ Ҳ ǯǞǭ ǏȒƳ 

Ʀ3 ǵ  

ɵȫɡɨȠǯǶ̲ǒ? ȫɡɨȠ ǯǶ̲ǒ? ȫɡɨȠǲǫǋǭǵ ș ȈȒƳ 

ɵ Ȑș֝ȑ⁵ǖ˿˗ ṑǵẀӓǯ ⁫ ș ȈƲǚȓǒȐǵ ѝǲǶ̲Ǔⱳ Ǳǵǒ

ș ǠȒƳ 

ɵ ѝǵ▌Ȇȋ ⱪƲʝ Ǯ▀Ȇȋ ș ǞƲ ǦǠȀǔ☻Ҋ ̑ ἶ ǒȐǵ ♅

ǯ˹♥ǵ Ҳ ș ǲǠȒƳ 

ɵ ѝǵȫɡɨȠɑȶɥɱșὕ ǠȒǦȈǵЕ̱ ǱȠȭȵɥɱɕɧɱș ǭƲὗ ǠȒƳ 

Ʀ ʹǵȮɧȤɱɇɩɶɩș ǠȒƳ 

  ɵ █ȐǡǲƲ ǲƳ 

  ɵǑ˛ǋǲɓȡɶɇɎɁȭșẎўǲƳ 

 

 

 

 

֞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

進行時刻 

の目安 

単元ごとのテーマ・項目 所要 

時間 

内容等 教材等 方式 

 

 

13:25 

 

 

 

14:10 

14:20 

 

 

 

 

14:50 

 

15:10 

 

15:30 

15:40 

 

15:55 

16:10 

 

16:20 

 

 

 

16:30 

 

16:55 

17:10 

 

 

 

Ɵ֞ ⁫  ˺

 

 

 

Ƣ̜  

２．キャリアについての理解

を深める 

ƟƼȫɡɨȠƽǯǋǍ  

 

 

Ɵ ♣ ȫɡɨȠɵ̀♣ ȫ

ɡɨȠ 

ƟẆ ȫɡɨȠɵК ȫɡɨ

Ƞ 

Ƣ̜  

ƟȫɡɨȠ  

 

ƟɕɫɄȡȠɱɵȫɡɨȠ 

ƟɕɧɱɇɵɏɕɱȷȽɱ

ȷɵȹȨɨɶ 

ƟȫɡɨȠɅȴȢɱ

ǲǫǋǭ 

 

 

Ɵ⃰ ș ǟȒǯǔ 

 

Ƣ̜  

３．これからの教職員のあり

方 

 

 

45ѝ 

 

 

 

10ѝ 

 

 

30ѝ 

 

 

20ѝ 

 

20ѝ 

 

10ѝ 

15ѝ 

 

15ѝ 

10ѝ 

 

10ѝ 

 

 

 

25ѝ 

 

15ѝ 

 

 

  ɵȮɩɶɕɭɶȭǮǶʺ̱ ǲƳ 

  ɵΉ˲ Ḹǲ ǠȒКὦǶƲ ʹǵẆǲ ǨїǜǱǋƳ 

ƦȠȢȷɔɪȢȫɱȮ( )͈  

 ɵ ʹὙКș ǲ ǞƲƼѧȈȅǞǭƳƽǯǉǋǜǫș˧ȖǠƳ(5 ѝ) 

 ɵ֞ ˛ǲ׀Ѵ˧ ǠȒƳ(10ѝ) 

 ɵȮɩɶɕКǮ ѝǵ ֒ ᷀ ǲǫǋǭ ⁫ ˺ǠȒƳ(30ѝ) 

̜  

 

 

ƦƼȫɡɨȠƽǵ șװ ǠȒǦȈǲƲƼȫɡɨȠƽǵǫǖ șїǞֻǍƳ 

 ɵֺ Ǔ ǔїǠƳ(5 ѝ) 

 ɵȮɩɶɕǮA3 ǲѝ Ǟǭ ȑƲ ǠȒƳ(25ѝ) 

Ʀ ♣ ȫɡɨȠɵ̀♣ ȫɡɨȠ Ȯɩɶɕѝǘ 

 

Ʀ֞ ǯǵ֙ ׄǵȋȑǯȑșǞǱǓȐƲȫɡɨȠǲǶƲƼẆ ȫɡɨȠƽƼК ȫɡɨȠƽ

ǯǋǍǯȐǏ ǓǉȒǚǯș ̂ǒǢƲ2ǫǵ ǋǲǫǋǭ ǠȒƳ 

̜  

ƦǚȓȅǮǵɭɶȭș ȅǏƲĝȫɡɨȠǲǫǋǭǵ ǵ Ǐ( ǵȫɡɨȠ )ĞǲǫǋǭƲ

ȮɩɶɕКǮ ˧ ǠȒƳ 

ƦƼɕɫɄȡȠɱɵȫɡɨȠƽȋƼɕɧɱɇɵɍɕɱȷȽɱȷɵȹȨɨɶƽǱǰǵ̈ Ǳȫ

ɡɨȠ ș ˺ǞƲƼ ǵȫɡɨȠ ƽǯВ ǠȒ ǓǉȒǒǱǋǒƲǰǍֿǟǒƲǰ

ǵȏǍǲ ǱȒǵǒ όǠȒƳ 

ƦƼȫɡɨȠɅȴȢɱƽǲǫǋǭ֞ ȐǓ ̂ǔș ǭȒȏǍǲ ǠȒƳ 

 ɵȫɡɨȠɅȴȢɱǯǶ̲ǒ? 

 ɵǱǣȫɡɨȠɅȴȢɱșǠȒǵǒ? 

 ɵǰǍǠȓǷȫɡɨȠɅȴȢɱǓǮǔȒǵǒ? 

ƦƼ ǵȫɡɨȠ ƽș ȅǏƲȫɡɨȠǯ⃰ ǵ ͜ǲǫǋǭƲֺ ǏƲȮɩɶɕКǮ

˧ ǠȒƳ 

̜  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SW 

GW 

 

 

 

 

 

 

SW 

GW 

 

 

 

 

 

 

 

SW 

GW 
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＜平成２５年度策定 中堅教員研修 講師用指導要領（案）②＞ ※一部抜粋縮小 

科目名：「体系的カリキュラム・シラバス作成（インストラクショナル・デザイン）」 
 

【１．科目名】 

Ƽ̱ ȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷ̸ ȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɵɅȴȢɱ ƽ 

【２．担当講師】 

ȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɵɅȴȢɱǲ ǞǦ ₉ 

【３．キャリアパス】 

ɕɫɓȥɁȵɥɈɩⱷ  ׄ

【４．必修・選択区分】 

ⱳ  ʹ

【５．研修形態】 

Ʋ Ʋ ֻ ǵɕɪȺɱɄɶȵɥɱ 

【６．履修時間】 

ʹ ǲȖǦȑƲ ὕ  

 Ħὕ ǵ͈  Ʋ 

 ὕ  

  Ħ ˓♥ǒȐ ỒȅǮǵ ǲƲ ʹ ẆǮƲ֞ ֺ Ǔ

ǲ֝ȑ ȇǦȈǵ ș ͪǠȒǚǯǓⱳ Ƴ 

【７．研修の概要と目標】 

ȏȑἶ ǲѝǒȑȋǠǖҧ ǲἶȀȒȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷș̸ ǠȒ ǯǞ

ǭȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɵɅȴȢɱ Ħ̊ʤƼIDƽǯ ǠƳ ǓǉȒƳǚǵ ID ǯǶ̲ǒ

șἶǺƲǚȓș ǋǭȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷș ɵ ǮǔȒȏǍǲǱȒǵǓ

ǵ ǮǉȒƳ 

【８．中堅教員研修における本科目の位置付け、受講後の効果等】 

˹ȅǮΉ˲ǲ͒ǪǭǋǦȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷǵ Ȇ ǭǓIDǵ ș ǋȒǯ

ὕǲἶ ȋ̀ ᴣǲѝǒȑȋǠǋȉǵǲǱȒƳǤǵ ǶǰǚǿׄǒǪǭǋȒǵǒ  

᷂ǲǦǰȑ ǋǦǒșǰǍȋǪǭ Ȓǵǒ Ǔ ǱȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷș

ǮǔȒƳȭȨɨɄȡǵ ǋ ҘǉȒ Ʋἶ ǵ ǿǵ ҞǘǯǞǭƲᾐʹἶ

ᴣǶʹ♬ǠȒǚǯǓ▌ǖ ȅȓȒƳ 

【９．本科目の修了基準】 

˗♥ɄȷɆ ╛20ᵂ ǵ8Ҋ ƲIDǲḨǬǖȩɨȫɣɧɞɵȵɧɎȷǓ̸ Ǯ

ǔȒǚǯƳ 

【１０．配布資料一覧】 

ŪȽȢɞɄɶɔɩ֗Ǻ֓қ ׀  

ū֓қ ɌɶɆ Ή˲ɟɠȵɶɆ ˲ ǡǫ ↓ Łɩɶȸɨɶ

ɓ Ǯȉ֯Ƴ 

ŬȷɧȢɇ ǵӽѱ ⁹  

ŭ˗Ѽ ̂˔ ɄȫȷɆƾ ɜɉɣȠɩ ἶș ǠȒǦȈǲƿ Ͽ

ƲӔẎ  

Ů˗ѼɄȷɆ 

ůƼ ѝ ᶫƽǵ Њ ╛ 

ŰƼ ƽǵ Њ ╛ 

ű˗♥ɄȷɆ 

Ų ʹ̝ȠɱȯɶɆ ʹ ˓ ǲ ЊƲᶥ֛Ƴ  

【１１．その他の配布物等】 

Ʀ׀  1˲1Ή 

【１２．受講者持参品等（希望者のみ）】 

ƦɌɶɆɏȻȱɱ ǵ̸ᶫƲ̸ ș ǔǮǶǱǖƲɏȻȱɱș̓Ǫǭ ǋǦ

ǋ ǵȆ  

【１３．参考図書】 

Ʀ Ͽ ƾ ɜɉɣȠɩƿӔẎ  2011₴ 

Ʀ . .ȪɉȥȂǒƾȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɅȴȢɱǵԍ ƿӔẎ  2007₴ 

ƦῬὌ ƾȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɅȴȢɱ ₉ǵǦȈǵɩɶɩɔɁȭƿ ї  

2004₴ 

  
 

ǀ ʹɄɶɜ֗Ǻ ʹ ǁ 

進行時刻 

の目安 

単元ごとのテーマ・項目 所要 

時間 

内容等 教材等 方式 

(1 )  

10:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研修の目的 

Ɵ ǉǋǜǫƲ ₉  ˺

Ɵ ʹǵǴȐǋǯ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ɵ˗ѼɄȷɆ 

 

 

Ɵ֞ ⁫  ˺

 

 

 

10ѝ 

15ѝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5ѝ 

 

 

15ѝ 

 

 

 

Ʀ ǉǋǜǫƲ ₉ ⁫  ˺

Ʀ ʹǵǴȐǋ 

  ɵἶ ǲǯǪǭȏȑѝǒȑȋǠǖƲʩǫҧ ǲἶȀȒȩɨȫɣɧɞ֗ǺȵɧɎȷș̸

ǠȒǦȈǵ ǯǞǭƲƼȢɱȷɆɧȭȵɥɈɩɵɅȴȢɱ ̊ʤƲƼ ƽǯ Ǡ ƽ

ǯǋǍ ǓǉȒƳ 

ɵ♫ Ʋ ► ᴣΉƵ˲ǲ͒ǪǭǋǦȩɨȫɣɧɞ֗ǺȵɧɎȷǵ Ȇ ǭǓƲ ǵ

ș ǋȒǚǯǲȏȑƲ ὕǲἶ ȋ̀ǵ ᴣǲѝǒȑȋǠǋȉǵǲǱȒƳ 

ɵĝǤǵ ǶǰǚǿׄǒǪǭǋȒǵǒ?ĞȅǦĝ ˗ ᷂ǲ ȑ ǘǦǒ?Ğ Ǔ

Ǳȩɨȫɣɧɞ֗ǺȵɧɎȷș ǠȒǚǯǓї ȒȏǍǲǱȒƳ 

ɵ ʹǮǶƲǚǵ ǯǶ̲ǒșἶǺƲ ș ǋǭȩɨȫɣɧɞ֗ǺȵɧɎȷș ɵ

ǮǔȒȏǍǲǱȒǚǯș ǯǠȒƳ 

  ɵЕ̱ ǲǶƲ 

    (1) ǵ ѝ ș ǋǭƲἶ ǲ ǞǦѝ Ǔ ǏȒƳ 

    (2) Ȑǵ ► ǲǫǋǭ ǵ ѝ ș ǋǭƲɫɶɇɜɁɕƲ

Ǔ̸ ǮǔȒƳ 

    (3) ȩɨȫɣɧɞƲȵɧɎȷǲǑǘȒἶ Ʋἶ ǵֺ ș ș ǋǭ

ǮǔȒƳ 

   ǚǯșǚǵ ʹǵ ǯǠȒƳ 

Ʀ2 ǵ˔ὑ 

  ɵ1 Ƕ7 ǵ 10:00 18:00Ʋ ̜Ȇ1 ș ǖ Ʋ2 Ƕ4 ǵὕ

10:00 15:00Ʋ ̜Ȇ1 ș ǖ ǵ 2 Ʋ11 ǵ ʹƳ 

  ɵ1 ǵ ǵǱǒǮȉƼ ƽ(ѝ ᶫɵ )ș ǍƳ2 ǵὕ Ǯ

ǵ ș ǍǓƲ ȅǮǵ ǲֺ Ǔ ǞǦȑƲʹ ǞǦȑǠȒⱳ ǓǉȒƳ

ʹ ẆǮ֞ Ǔ ǲ֝ȑ ȇ Ǔ ȈȐȓȒƳ 

Ʀ ǵ ǲȉ̬ ̂ǘȐȓǭǋȒƼ˗ѼɄȷɆƽ 20ᵂ ↓ǵ ᵂ șὕ ǠȒƳ 

  ɵ˗Ѽ ǵКὦǒȐї ǠȒƳ 

  ɵ Ƕ ǧ̟ǏǱǋƳᵂ ɵ șᶥ֛ǞƲ˗ҵᾯǓ ǞƲ ɵͪ Ƴ 

ƦȮɩɶɕКǮ ⁫ ˺ǠȒƳ 

  ɵ ⁫ ˺ǵǱǒǮƲֺ ǵƼ֞ ǵ ƽǲǫǋǭʝ ȓȒƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GW 
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＜平成２５年度策定 中堅教員研修 講師用指導要領（案）③＞ ※一部抜粋縮小 

科目名：「リスクマネジメント（クレーム対応）」 

【１. 科目名】 

 ƼɨȷȭɜɋȶɟɱɆ ȭɪɶɞᾍꜘ ƽ 

【２. 担当講師】 

 ɨȷȭɜɋȶɟɱɆǲ ǞǦ ₉ 

【３. キャリアパス】 

 ɜɋȶɟɱɆⱷׄ 

【４. 必修・選択区分】 

  ⱳʹ 

【５. 研修形態】 

 Ʋ  

【６. 履修時間】 

 ὑ 

【７. 研修の概要と目標】 

 ʴḬ ᴣǯǞǭƲɨȷȭɜɋȶɟɱɆǲ ȖȒǚǯǶƲἶ ᵣǵ Ǳᵂ

ǵȆǱȐǡƲ Ƶǵ ᵣǵʴǮ ᵂ ǲ ўǲᾍꜘǞƲ șᶫȒʣǮ▌ǖ  

ǜȓǭǋȒƳȅǦƲȭɪɶɞᾍꜘǲǶƲԍ ɵԍѸǓǉȑƲǤȓș ȅǏǭ

ҲǠȓǷ ǞǋȉǵǮǶǱǋ ǤǵʴǮȉ ȉ ǱǵǶƼ ὖ ἶ ɵȷɄɶ

ȭəɩȾɶ ǵⱲ ș ǞǭǼȒȅǍƽǚǯǮǉȒ Ƴ 

 ǵ֞ ǶƲȭɪɶɞǵḨ ꜠ș ǞƲ ֒ǵ̈ Ǳ˗͈ǒȐȭ

ɪɶɞᾍꜘǵ ȋ ș Ȓ˗ǮƲᾐʹἶ ǲǑǘȒȭɪɶɞǵ ᵂ ǲᾍ

ꜘҘș ȈƲʴḬ ᴣǯǞǭǼǜȖǞǋᵂ Ҙș ǲ̂ǘȐȓȒǚǯș

ǯǠȒƳ 

 ȅǦƲ ǲȏȒȭɪɶɞᾍꜘǲǫǋǭȉἶǽǚǯǲȏȑƲ ǵ

ὖ ↓ ᵎ ȋ̔ ὑǱǰƲɨȷȭɜɋȶɟɱɆǲǫǋǭǵ ș Ȉ

Ȓǚǯȉ ǯǠȒƳ 

 

 

【８. 中堅教員研修における本科目の位置付け、受講後の効果】 

 ǵἶ ș ǟƲᾐʹἶ ǲǑǘȒʴḬ ᴣǯǞǭ ᵂ ᾍꜘ ҘƲǱȐ

Ǻǲᵂ Ҙș ȈȒǚǯș ǯǠȒƳȅǦƲ ᴣǿǵ ᾚҘƲɨɶ

ȾɶȵɁɕׄʣșᶫȒʣǮȉ ǱȉǵǲǱȒǯ ǏȐȓȒƳ 

【９. 本科目の修了条件】 

 ὑ 

【１０. 配布資料一覧】 

Ū ȽȢɞɄɶɔɩ֗Ǻ֓қ ׀  

ū ȷɧȢɇ ǵӽѱ ⁹  

Ŭ ɫɶɩɕɪȢɱȮ Њ ɫɶɩɕɪȢɱȮǵ ǲ ⁹Ƴ  

ŭ ʹ̝ȠɱȯɶɆ ʹ ˓♥ǲ ЊƲᶥ֛Ƴ  

【１１. その他の配布物等】 

  Ʀ׀  1˲ 1Ή 

【１２. 参考図書】 

 Ʀ֦ ἧƾȺɫǒȐ Ǐǭ ȭɪɶɞᾍꜘƿǒȚǔї  2012₴ 

 Ʀᾛ ἧƾǚȓǮﬞǖǱǋ! Џҵᴣǵȭɪɶɞᾍꜘ ƿἶ  2012₴ 

 ƦṊ ֻἧȂǒƾ ˲Ǔ ǏȒ  ♅ɵ ɵȭɪɶɞ ᶩǪ 

Ǧḹ ǵ ƿ ї  2012₴ 

 Ʀὄ ʝƾȭɪɶɞᾍꜘǵ ǯⱲ♬ Ǒὖ ǯǵỈӲ ǶⱳǡǉȒƿ ȱל

ɝɣɉȯɶȵɥɱȸ 2012₴ 

  

 

【１３. 研修テーマ及び研修項目】 

進行時間の 

目安 

単元ごとのテーマ・項目 所要 

時間 

内容等 教材等 方式 

12:30 

12:40 

12:45 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:40 

 

 

ẽ №™↕≈⁸  

ẽ ─⌡╠™≤  

１．危機管理及びリスクマネジメ

ントのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．クレーム対応の知識・技術の

原則 

 

10  

5  

55  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40  

 

 

ủ ─№™↕≈⁸  

ủ ⁹ ─ ≢ ⇔≡ ⅝√™↓≤─ ⁹ 

ủ ─  

ה  ≤ ─ ⁸ ה ─ ─ ⌐≈™≡

⇔⁸ ─ ≤│ ⅛╩ ⌐ⱥ▪ꜞfi◓⁸ ⇔⁸∕╣

∙╣─ ⅜ ⌂╢↓≤⌐ ⅝╩ √∑╢⁹ 

ủ ₁⌂ꜞ☻◒⅜ ╩ ╡ ╗ 

ה  ⁸ ─ ⅛╠ꜞ☻◒⌐ ╩ ↑╢ ╩ ∆ 

╢⁹ 

ủ ≤ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ™ 

ה  ≢ ╩ ↑╢⌐│⁸ ─ ─ ⅎ┌⁸₈ ╩⅔

┘ ⇔╕⇔╞℮⅛ ₉ ╩∆╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ∆╢⁹ 

ủ ─  

─♩ⱴⱠ☺ⱷfi◒☻ꜞה  ≢─ ╣╩◗ꜟⱨ─Ᵽfi◌כ⌐ ⅝

ⅎ≡ ∆╢⁹ 

ủ꜡☻ ≤│  

ה  ─ ─ ╩∆╢⁹ 

ủ꜡☻╩ ⌐ ∆╢√╘⌐│ ╩∆╣┌╟™─⅛  

ה  ≢─ ⌐╟∫≡ ⅜ כꜞכ♩☻╩≥↓╢⌂⌐⇔ ≡≡

∆╢⁹ 

ủꜞ☻◒─ ╡ ≤│ 

ה  ⁸ ⁸ ⁸ ∕╣∙╣─ꜞ☻◒─ ™ ⇔─ ╩ ↄ⁹ 

ủ ∫√ │ ⁸ ─꜠ⱬꜟ╩ ↕∑╢ 

ה  ─ⱶכ꜠◒⅜ ⅛╣ ≢№╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

ủ∕╙∕╙◒꜠כⱶ≤│ ╩ ∆╣┌╟™─⅛  
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５．今後の検討課題及び計画 

─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⌂ ≤⇔≡⁸ ─

┘ ⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸↓╣╠─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─

⌂ ≤⇔≡ ─≤⅔╡ ∆╢ ≢№╢⁹ 

（１）平成２６年度中に検討または再精査が必要な課題 

ủ ⌐ ↑√ ╕√│  

ủ ╩ ╕ⅎ√ ◦ꜝⱣ☻─ ╡╕≤╘ 

ủ ─ ─  

Ҝ◦ꜝⱣ☻╕√│ ⌐ ─  

₈ה    ↕╣╢ ₉ 

₈ה    ⌐⅔↑╢ ─ ↑₉ 

₈ה    ─ ₉ 

♩☻◐♥₈ה    ₉ 

₈ה    ₉  

ủ ┘ ─ ⌐ ↑√ ⌂ ה ─  

ủ ┘ ┘ ─  

ủ ─ ─  

ủ ⌐ ↑√  

ủ ─ ─  

ủ ─ ─ ╛ ה ─ ⌐ ∆╢  

 

（２）平成２７年度以降の継続課題 

ủ ─ ≤ ◖fiⱧ♥fi◦כ≤─ ─  

ủ ה♩☻◐♥─ ─ ה  

ủ ─ ─  

ủ ─ ⌂ ─√╘─  

ủ ─ ꜠ⱬꜟ─ ─ ─  

ủ ┘ ≤ ≤─ ─  

 

（３）平成２６年度の計画案 

ᵑ  ⱴכ♥

₈ ─ ⌐ ↑√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ┘ ₉ 

 

ᵒ ┘ ─  

  

₈ה ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉  

₈ה ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉  

ה☻ꜝ◒₈ה ₉  
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₈ה ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉  

Ҝ ─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⁹ 

 

ᵓ ─  

ủ  

ה <1> 

ה <2> 

ה <3> 

 

─ ╡╕≤╘ 

ủ ᵑ ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉─  

  ᵒ ₈ ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉─  

  ᵓ ה☻ꜝ◒₈ ⁸ ₉─  

  ᵔ ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉─  

 

ᵔ ꜟכꜙ☺◔☻  

ủ  

ủ ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉─ ╩

≢ Ν  

ủ ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉ ┘₈ ה

ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉─ ╩ ╕

√│ ─ ≢ Ν  

ủ ה☻ꜝ◒₈ ₉─ ╩ ≢ Ν  

ủ ה ה  

β ─ ╕√│ ─ ≢⁸ ≤─ ∟ ╦∑

╩ ℮⁹ 
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第２章 平成２５年度実証講習会Ⅰ「体系的カリキュラム・シラバス作成」 

 

１．開催概要 

ה  ╩ ∫√ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─℮∟⁸₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝ

ⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉│⁸ ⌐≤∫≡╟╡ ⅛╡╛∆ↄ ≈ ⌐ ═╢◌ꜞ◐ꜙ

ꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢√╘─ ה הꜟ♫ꜛ◦◒ꜝ♩☻ⱴ≤⇔√₈▬fiכ♥╩

♦◙▬fi（※注 4、以下『ID』と略す。）₉⌐ ∆╢ ≢№╢⁹ │∕─ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ─ ╩ ™⁸ ⌂ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻─ ╡╕≤╘

┼ ↕∑╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ 

（１）実施科目及び実施時間 

₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ID  

 ╟╡◒○ꜞ♥▫─ ™⁸ №╢ ╩ ∆ ─√╘⌐ ₉ 

  

（２）日時 

 

         

⁹ ╖ ╩ ↄ⁹  

（３）会場 

 

（４）受講者 

⅛╠ ≢ ↕╣√  

β ─℮∟ ─╖  

 

β ─ ≤⇔≡│⁸ ╡⁹ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⌐

∆╢ ≢─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩⅔ ╡∑↨╢╩ ⌂⅛∫√⁹ 

ה  

ה  

ה ⁸ ≢─  

ה  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸  

（５）講師 

    ►♅♄ ☿fi♃ ꜝכ♬fi◓♁ꜞꜙכ◦ꜛfi  

◓fi♬כꜝ  ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛfi   

（６）視察委員 

     ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 
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（７）主な研修テーマ及び内容 

ה ⱴכ♥ה     

(1 )  

10:00 

 

 

10:40 

 

 

 

 

 

11 00 

 

 

 

 

 

 

13:30 

 

 

 

 

18:45 

 

 

 

(2 )  

9:00 

 

 

13:00 

 

15:30 

 

 

ₒ ₓ 

ủ  

ủ ♥☻♩ 

 

ủID≤│ 

 

ủ ╡╩▬ⱷכ☺∆

╢ 

 

 

ủ ─ ╩ ╠

⅛⌐∆╢ 

ủID≤  

 

ủ ─ ╩ ╘╢ 

 

 

ủ ─ ╡  

 

ủ ─ ה  

 

 

ủ ♥☻♩ ─

╖─ ⅜  

 

 

ₒ ₓ 

ủ ─ ⁸  

ủ ─  

 

ủ ─ ⅝  

 

ủ♦▫☻◌♇◦ꜛfiה

 

ủ ♥☻♩ 

 

 

 

 

ẽID ─ ה ╡ ∟⁸

 

ẽ ╡─ ⱶ♥☻◦ה

⌂ ה ─ ─

 

 

ẽ ─ ≤ ─

≈─ⱳ▬fi♩─  

ẽ ה ♩☻♥ה

─ ─  

ẽ ─ ≤ ⁸

─ ⇔ ─  

 

ẽ●♬◄─ ⁸♅ꜗfi

◒⁸ ─  

ẽ ─  ─≢ⱪכꜟ◓⁸

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ הⱴ♇ⱪ♪כ꜡√⇔

─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi⁸

⅛╠─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒ 
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２．受講者アンケート結果（一部抜粋） 

（上段：１日のみの受講者、中段：２日間受講者、下段：合計） 

（１）プログラム全体の評価 

ᵑ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

4  1    

6  11    

10  12    

ᵒ ꜠ⱬꜟ 

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

3  2    

5  10  1   

8  12  1   

ᵓ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

5     

8  8  1   

13  8  1   

ᵔ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

2  3    

4  9  4   

6  12  4   

ᵕ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

 4  1   

4  11  2   

4  15  3   

ᵖ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

 3  2   

3  10  4   

3  13  6   
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ᵗ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

3  1  1   

7  9  1   

10  10  2   

β∕─ ⁸ ꜠ⱬꜟה ה ה ⌐ ∆╢  

ủ1 ⅜ ⌐ ⇔ ⅛∫√≢∆⁹(2 │ ≢ ≢⅝∏ ≢⇔√⁹)  

ủ9 ⁸3 ⅜ ™⅛≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ ≤ ╦∏⁸╙∫≤ⱬ♥ꜝfi─ ⌐╙ ™ ∞≤ ™╕⇔√⁹ ∞≤⁸╟

╡Ɫכ♪ꜟ⅜ ⅜╡╕∆⁹ 

ủ ⌂◒☿⅜≈ↄ ╟╡╙⁸ ─ ≢╙ ™⅛╙ ╣╕∑╪⁹ 

ủ ⌐≥─╟℮⌂ ╩⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™─⅛╩ ∫≡⅔⅝√⅛∫√⁹∕℮∆╣

┌⁸ ─( )─ ⅜╙℮ ⇔≢⅝√≤ ℮⁹ 

ủ │∟╞℮≥™™≢∆⁹ 

ủ ─ 8 ⅜ ↄ⁸ ⌂⅛∫√⁹ 

ủ6 ⅜ ≤⇔≡│ ⇔╛∆™⁹ 

ủ2 ⅜ ⅜ꜟכꜙ☺◔☻╢⌂⌐╖─ ⌐╦⅛∫≡™╣┌⁸1 ─ ≢ ⅛

∫√⁹ ╟╡─ ⌂─≢⁸ ⅜⅛⅛╢ ⁹ ╩ ∫≡∆╖╕∑╪⁹ 

ủ │₈ ₉( )⌐ ∆╢↓≤╩╛∫≡ ⅝√™⁹ 

 

（２）単元ごとの評価 

֘ ֙ 

ᵑID ─ ⅎ ⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

4  1    

5  12    

9  13    

ᵒ₈ ╡─ PDS( ה ─ )₉⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛   

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

5     

5  12    

10  12    

 ᵓ₈ ─ :3 ≈─ⱳ▬fi♩₉⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

4  1    

8  9    

12  10    
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ᵔ₈ID≤ ( ≤ ⁸ ─ ⁸♥☻♩≤∕─ )₉⌐

≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

4  1    

7  9  1   

11  10  1   

ᵕ₈ ─ :3 ≈─ ₉⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

4  1    

7  7  3   

11  8  3   

ᵖ₈ ─ ╡ (●♬◄─ 9 ⁸♅ꜗfi◒⁸ )₉⌐≈™≡⁸

≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

3  2    

6  10  1   

9  12  1   

֘ ֙ 

ᵗ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ⌂╡⌐ ─™ↄ ⱴ♇ⱪ₉♪כ꜡₈) ┘₈

₉)╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

1  10  4  2  

ᵘ ⌐≈™≡⁸ ⌂╡⌐ ─™ↄ ⅜≢⅝╕⇔√⅛   

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

2  5  8   

ᵙ ─ ⌐ ∆╢ ⅛╠─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

8  9    

ᵚ ╩ⱪ♦▫☻◌♇◦ꜛfiכꜟ◓─ ∂≡⁸ ⌂ ≠⅝⅜ ╠╣╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

6  10    

 

（３）研修参加の動機 

ᵑ ╠─  ᵒ ⅛╠─ ╕√│  ᵓ∕─  

1  22   

    (ᵑ≤ᵒ ╩ 1 )  
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（４）この研修で収穫になったこと 

ủ ⌐◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢ ≢⁸ ⌂℮╠≠↑⅜ √⁹ 

ủ ─ ≡ ⁸ ┼─⅔≤⇔ ⁸ID─ ⅎ ⅜╟ↄ ≢⅝╕⇔√⁹

№╕╡ ∆╢↓≤─⌂™ ─ ─ ≤ ≢⅝√↓≤╙╟⅛∫

√≢∆⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔™ ≢⁸ ⁸ ⌐ √─⅜ ⅛∫√⁹ 

ủ ╩ ⅎ╢ ≢⁸™╤™╤ ≢⅝╕⇔√⁹ √╟℮⌂ ╩⇔≡™√ ╙№∫

√─≢⁸∕─ ⌂≥╙ ≠↑╕⇔√⁹ 

ủ ⇔≡™╢ ≤─ ↕╩ ∂√⁹ 

ủ™⅛⌐ ⅜╦⅛╡╛∆™ ╩∆╢√╘⌐│⁸≥─╟℮⌐∆╢≤╟™─⅛⅜

≢⅝√⁹ 

ủID ─ ⁹ 

ủ ╩≥─╟℮⌂ ⌐⇔√™─⅛⅜ ⁹ 

ủ ⅜ ╦∏⌐ ╩ ╩ꜟכ♠╢⅝≢⅜≥↓╢╘ ⌐ ╣╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 

ủ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ ─◦ꜝⱣ☻⌐™⅛∑╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ 

ủ◦ꜝⱣ☻─ ─ ⅜ ⅛∫√⁹ 

ủ ⌂ ╩≤╡ ╣╢ ≢ ╙ ⇔ↄ⁸╟╡ ─№╢╙─⌐⌂╢≤ ∂╕

⇔√⁹ 

ủ꜡כ♪ⱴ♇ⱪ╩ ∆╢ ⌐╟╡ ≢⅝╢↓≤⅜ ≢⅝√⁹ 

ủ ⅎ╢ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ┬ ⅜ ╢ ─ ↕╩ ═╕⇔√⁹ 

ủ ─ ⁹ 

ủ ─ ה ╩ ℮ ≢─ ⌂ ╩ ╢ ⅜ √ ⁹ 

ủID ⅜ ≤  ⁹≥↓℮™≥╢№⅜☻כ◔™⇔

ủ ⌂ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 

ủ ─ ⅜ ⁹ 

ủ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻⌐ ⇔≡─ ⅎ ╩ ╘╢ ™ ≤⌂∫√⁹ID│ ⅜

⇔≡™╢ ⌐╙ ≢№╢≤ ℮√╘⁸ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻

⌐ ⇔≡™⅝√™⁹ 

 

（５）「気になった」、「分かりづらい」、「改善して欲しい」こと等 

ủ ─ ─ ⅜ IT ⌐ ∫≡™╢↓≤⅜ ⇔ ⌐⌂╡╕⇔√⁹( ─

⅜...) ╙℮ ⇔ (√≤ⅎ┌ ─ ⌂≥⅛╠ ╩ ℮≤ ≢╙ ⇔≡™

╢)⌂╙─⅜╟⅛∫√⁹ 

ủ ⌐ ⇔⁸ ≢ ⇔√ ≢⁸╕√ ╘≡ ⇔≡╖√™≢∆⁹ 

ủ │ ∕℮≢∆⁹ 

ủ ⅜ ⅛╡≠╠™─⅛ ⇔⅝╣≡⌂™─⅛⁹ 

ủPC⁸Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⁹ 

ủPC ⱶכ♅─≡∫ ⅎ│ ⅜ ⁹  ⱶ≢⇔≡╒⇔™⁹כ♅∂



-  29 -  
 

ủ ≢ⱪכꜟ◓⁸│≢ 1≈─╙─╩ ∫≡ ⇔≡╙╟⅛∫√─≢│  

ủ ⌐ ─ ( ╙)╩ ↑√╠℮╣⇔™⁹ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐

≢⅝╢⁹ ─ ≤⇔≡ ⌐ ™√™⁹ 

ủ1 ⅜╙℮ ⇔ ™ ⅜ ™⁹ 

ủ ⌐ ∫≡⁸ ⅛╠ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ↑≡╖√™⁹ ≢ ⇔≡╙♄ⱷ≢⁸

↓∕₈ ─ ≢ ℮↓≤⅜≢⅝╢₉╩ ⌐⇔⌂™≤™↑⌂™≤ ∂╕∆⁹ 

ủ ─(◒כⱪ꞉כꜟ◓) ⅜ ⇔ ™≤ ∂√⁹ ╩ 3 ⌐⇔≡⁸╙℮

⇔∂∫ↄ╡ ╡ ╘╢ ⌐∆╣┌⁸ ⌐ │ ╕∫√─≢│⌂™⅛≤ ℮⁹ 

 

（６）受講コースごとの感想 

֘ ─╖─ ֙ 

 YES NO 

ᵑ ∞↑ ∆╣┌⁸ ╡╢ ∞≤ ∫√⁹ 3  1  

ᵒ ∞↑ ⇔≡╙⁸ ⌐ ∫≡ ⌐ ≢⅝∕℮∞⁹ 5   

ᵓ ∞↑ ⇔√∞↑≢│⁸ ≢─ ╕≢│≢⅝∕℮⌐⌂™⁹  4  

ᵔ │ ─╖ ⇔√⅜⁸ ╙−└ ⇔√™≤ ∫√⁹ 4  1  

֘ ה ─ ֙ 

 YES NO 

ᵑ ∞↑ ∆╣┌⁸ ╡╢ ∞≤ ∫√⁹ 7  9  

ᵒ ∞↑ ⇔≡╙⁸ ⌐ ∫≡ ⌐ ≢⅝∕℮∞⁹ 5  11  

ᵓ ∞↑ ⇔√∞↑≢│⁸ ≢─ ╕≢│≢⅝∕℮⌐⌂™⁹ 11  6  

ᵔ ⇔√⅜⁸ ╩ ↑≡↓∕⁸ ─ ⅜ ╕╢╙─

∞≤ ∫√⁹ 

14  3  

ᵕ ╩ ↑╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ⌐ ∫≡⅛╠ ⇔ ↄ⌂╢≤

∫√⁹ 

13  3  

 

（７）今後受講を希望する研修テーマ 

ⱴכ♥   1  2  3  4  5  6  7  

 ─  2  2  4  4  2  1   

 ╩

╗  

2  1  1  2  4  6   

 ⁸   6   3  2  3   

ה   9  3  1  2    1  

ה☻  ⁸  6  5  4  1  1    

   2  4  1  4  2   

 ∕─  1       3  

─  
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３．講師・委員所感 

（１） 担当講師：日暮薫氏所感 

＜受講者について＞ 

ủ ─ ≤™℮↓≤≢ ╕∫√ ─ √∟≢⇔√⁹ ⌐ ⌐≈™≡

─№╢ ⅜ ⅛∫√ ≢∆⁹ ⌐♥◐☻♩ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ╩

≤™√⇔╕⇔√⁹ ♥☻♩ ─ │ ≢ ⅜

≤⁸╒≤╪≥─ ⅜ ╪≢⅝√╟℮≢∆⁹∕─√╘⁸ ∕─╙─╙☻ⱶכ☼⌐

╘╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ◓ꜟכⱪ꞉כ◒⌐⅔™≡╙ ≢─ ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⌂≥ ⌐ ∫≡

⅝╕⇔√⁹ ─ ─♦▫☻◌♇◦ꜛfi≤™℮↓≤≢ ה

─ ╙ ╘⁸ ID ⌐ ─⌂™ ╩⇔≡™≡╙ ⌐ ╣≡™⌂↑╣

┌ ⌐ ╘╢↓≤⌂ↄ ⇔╕⇔√⁹ 

ủ ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ⌐ ─ ⌂≥╩ ╢↓≤⌐╟∫≡

╕∫√ ⅜ ⅛∫√≤ ∂╕∆⁹ ─ ≢№╛┤╛∞∫√╙─⅜ ─

≢ ↕╣╢⁸≤™℮ ≢∆⁹ ⅜ ⌐ ╢⁸≤™∫√ │№╕╡ ╠

╣╕∑╪≢⇔√⅜⁸∕╣∙╣─ ⅜ ↄ ⇔╟℮⁸ID╩ ─╙─⌐⇔╟℮⁸

≤™℮ ∟⅜ ⅎ╕⇔√⁹ 

＜カリキュラムについて＞ 

ủ ≢ ╩ ≤ ⁸ ╩ ─ ≤™℮◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ│ ⌐

⇔√≤ ∂╕⇔√⁹ ⌐ ⌐ ⇔≡ ⅎ┌ ─ ⅜ ⌐ ⅜ ⅝

⅛∫√≤ ∂╕∆⁹▪fi◔כ♩⌐│⅔ ₈ │ ⌂ↄ≡╙ ⅛∫√₉≤™℮

⅜№╡╕⇔√⁹ID╩ ☻כ◖√™ ⌐⅔™≡╙ⱨ꜠כⱶ╩ ⇔⁸ ⇔™≤

∂↕∑⌂™╟℮⌂╢═ↄ ╡⅛⅛╡╛∆ↄ ⇔╕⇔√⁹╕∏│ ╩⇔≡╖╢↓

≤⌐╟╡⁸ ⅜ ╗≤ ⅎ╕⇔√⁹ 

ủ ─ ≢│ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ─ ╩ ∫≡ ™╕⇔√⁹ ⅜

™√ ╩∕─ ≢ ⅜ ⌐ ≡ ∆╢⌂≥⁸⌂╢═ↄ ⌂ⱨ▫כ♪

Ᵽ♇◒⌐⌂╢╟℮ ⅜↑╕⇔√⁹ 

＜テキストについて＞ 

ủ ─ ≢№╢ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ≤ ─○ꜞ☺♫ꜟ♥◐☻

♩╩ ⇔≡™╕∆⁹ │↓─ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ─ ╩ ⇔⁸ⱥfi♩

⌂≥╩ ⅎ√ ≢☻ꜝ▬♪ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╕∆⁹ 

＜時間配分について＞ 

ủ │ ⌐ ╣≡™√≤ ∂╕∆⁹♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ╘√ ⌐ ∆╢

⅛╠─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╙ ╘⌐≤╡⁸ ─ ⌐╙ ─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩

™╕⇔√⁹ ─ ⌐≈⌂⅜╢⁸≤ ≢⅝╕⇔√⁹ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⌐ ⇔≡

│ ─ ╩ ╡⁸ ─╖┼─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒≢│⌂ↄ ┼─ ≤

⇔╕⇔√⁹▪fi◔כ♩╩ ≡╙ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⅜ ⌂™≤™℮ │ ⌐№╡╕∑

╪≢⇔√⁹ ─ │⁸ │ ⌂╘⌐⇔⁸ ≢ ⇔≡╙╠℮ ≢ ∫
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≡™╕∆⁹ ↕╣≡™╢ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ╩ ≢ ╗↓≤╙ ⇔╕⇔

√⁹ 

＜今後の対策＞ 

ủ ⌂ ≤⇔≡│⁸ ♥☻♩─ ⅜ ⁸ ⅜ ≤

⌐ ⇔≡│ ID─ │ ≢⅝╢꜠ⱬꜟ⌐ ⇔≡™╢⁸≤ ⇔≡™╕∆⁹ 

ủ ⌐ ID ╩ הⱴ♇ⱪ♪כ꜡≡∫ ⅜ ≢⅝╢⅛⁸≤™℮ ⌐ ⇔≡⁸

─ ╩ √ ╡≢│⁸ ⌂≥╙℮ ⇔ ⅜ ∞≤ ∂√ │

╒≥≢⇔√⁹↓─ ─ ╙ ─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ↑╙℮

⇔≡╖╢↓≤⅜≢⅝╣┌ ∆╢꜠ⱬꜟ≢∆⁹ ⌐ ≢ ╠─ ╩ I D

⌐ ≤⇔ ╪≢╖╢⁸≤™℮↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╢≤ ∂╕∆⁹ 

ủ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ⌐ ⇔≡│⁸ID─▬fi♩꜡♄◒◦ꜛfi ⌐ ⇔≡⁸ ─

≤ ═√ ⅛╡╛∆™╙─⅜ ≤ ∂╕⇔√⁹ ⌂≥╩ ⇔⁸ ⌂ ID

≤ ⌐≥─╟℮⌐ ⇔√⅛⁸╩ ⅛╡╛∆ↄ ≢⅝╣┌ ⌐

⅜ ∆≤ ⅎ≡™╕∆⁹ 

ủ ≈ ┼─ ─ⱳ▬fi♩≤⇔≡⁸ ─ꜟכ◗─∟√ ╩ ∆╢↓≤⁸⅜

№╡╕∆⁹ID─ ≢─ ⌂ ≤⇔≡₈ ─ ₉⅜№╡╕∆⅜⁸ ─◗

ꜟכ ⅜₈ ₉₈ ─ ₉≤™℮╙─⅜ ↄ⁸↓╣╩ ⇔≡╙

≤ ╦╠∏⁸ID ─ ╖⅜ ⅛∑⌂™ ₈╩ꜟכ◗⁹√⇔╕╡№⌐ ₉

≢│⌂ↄ⁸₈ ─ ₉╩▬ⱷכ☺∆╢↓≤≢∕─ ה ≢─ ⅜╟╡

⌂ ⌐ ≤⇔ ╘╢ ⅜ ╠╣╕⇔√⁹ ≢│ ≢│⌂ↄ⁸╟╡

⌂ ─ ╩▬ⱷכ☺∆╢╟℮ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⇔⁸ID─ ╖╩ ⅛⇔√

⅜ ⅎ╢╟℮ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

（２）視察委員：岡村慎一委員長・古賀副委員長・平野委員・田口委員・岩村委員 

所感 

＜岡村委員長＞ 

ủ◓ꜟכⱪ ↑⌐ ⇔≡⁸ │ ─ ╩ ⇔⁸ │ ∆╢═

╩ⱪכꜟ◓⁹⅝ ⌐ ∆╢↓≤≢ ⅜ ⅜╢⁹ 

ủ │ ⌐⇔⁸ ⅝ ╘╢ ⌐∆═⅝⁹ ꞉כ◦◒כ♩╩ ⇔⁸ ⅜

╡▬ⱷכ☺╩№╢ ≢⅝╢≤ ™⁹ 

ủ ─ ⌐≈™≡⁸ ∏≈─ ╩ ⁸ ⅛╠ ╕≢ ↄ

╩≤∫√⅜⁸ ≤ ╩ ⇔≡⁸ ⅛ ⅜≢⅝⌂™∞╤℮⅛⁹ 

ủ ─ ╡ ╡╩⇔√ ≢⁸▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi ⌐ ∫≡⅛╠ ID ╩≥℮

⇔√™⅛ ─ ╕≢ ╡ ╘╢≤ ∆╢∞╤℮⁹ 

ủ ⌐ ⇔≡™╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≢№╢≤ ∂√⁹ ⅜ ╩ ℮ ≢⁸

─ ⌐ ⇔√╡⁸╕√│ ⌐∞↑ ⇔√╡∆╢ ⁸ ⌐ ™ ↑╢↓

≤⌐╟╡⁸ ⇔╛∆ↄ⌂╢∞╤℮⁹ 

ủ ⌐ ↑⁸ ╩ ℮ ⅜№╢⁹╕√⁸ ♥◐☻♩ ─ ╩ ℮
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⅜№╢⁹ 

＜古賀副委員長＞ 

ủ │⁸ ⌂ ⌐ ⅎ≡⁸ ─♥◐☻♩ ╛ ⌐╟╢

⌐ ≡╢ ⅜ ╘╠╣╢⅜⁸∕╣╠╩ ╘≡₈ ₉─ ╩

⇔≡╙ ™─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ ─ ╩ ↑╢√╘⌐⁸ ─ ╩ ╘⁸ ─ ╩

╘╢═⅝⁹ 

ủ ⌐╟╢ ╩ ⅛↑≡ ∫√ ─№╡ ╩ ∆ ⅜№╢⁹ 

ủ ≤⇔≡ ∆╢ │ ─ⱨ◊כⱴ♇♩╩ ∆═⅝⁹ 

ủ │ ─ ≤ ⌐╟╢○ꜞ☺♫ꜟ♥◐☻♩╩ ╖ ╦∑≡ ⇔√⅜⁸

│ ID ─ ─ ╙ ⌂⅜╠ ↑─ √⌂♥◐☻♩⅜ ≢⅝╢≤

™⁹ 

＜平野委員＞ 

ủ ∆╢ ⱪכꜟ◓⌐≥↔ ≥™∆╛⇔╙◒כⱪ꞉כꜟ◓╡╟⁸≥╢∆╩↑

ⅎ╢⁹ ⅎ┌ ─ ╩ ╡№→╢≤⁸ ⇔╛∆™ IT ≤∕℮≢⌂™

╩ ↑╢↓≤⌐╟╡⁸∕╣∙╣─ ─ ⅜ ⌐⌂╡⁸ ╙

⁸ ∆╢≤ ╦╣╢⁹ 

ủ │♥◐☻♩⌐ ⅛╣≡™╢ ╩∕─╕╕ ⅎ╢∞↑≢│ ≢⁸ ⅜ⱳ▬

fi♩⌂─⅛╩ ╠─ ≢ ∆═⅝⁹∕╣⌐╟╡ ─ ⅜╟╡ ╣╢⁹ 

＜田口委員＞ 

ủID─◄♇☿fi☻│ ≢⅝╢⅜⁸ ⌐ ⇔╛∆™ ≤∕℮≢⌂™╙─

⅜№╢─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ◓ꜟכⱪ│№╠⅛∂╘ ╘≡⅔ↄ═⅝⁹ ─ ≤⇔≡╙ ∂ ⅜ ™⁹ 

ủ ⁸ ∆╢ ─ ⅜ ↕╣╢≤⁸ │ ╡╛∆ↄ⌂╢─≢│⌂™

⅛⁹ 

＜岩村委員＞ 

ủI D│ ╩ ⌐⇔≡◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ╢ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐

│ ⌂ ⅎ ≢№╢≤ ∂√⁹ 

ủ◓ꜟכⱪ ↑│ ∂ ─ ⅜ ⌐ ≢⅝√ ⅜⁸ ⌂ ⅜

╢∞╤℮⁹ 

 

４．正式研修に向けた改善・検討事項等 

（１）研修時間数について 

ᵑ ⌐ ⇔√  Ҝ  

  βID ─ ╩ ╪∞ ⌐₈ ⌂ ≤ ─ ₉ ┘₈ ⌐ ∆╢ⱨ

≢╕Ᵽ♇◒≤♦▫☻◌♇◦ꜛfi₉♪כ▫ ╗ ≤⇔≡ ⇔√⅜⁸

─ ─ ⌐ ⇔≡ ╘≡ ⇔√≤↓╤⁸↓╣╠ ≡╩

─⌂⅛≢ ⇔╟℮≤∆╢≤⁸ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠∏⁸
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≤⇔≡⁸ID─ ╛ ⌐≈™≡ ⌐ ↕╣⌂™ ╣⅜№╢≤ ⁹ 

  β∕─√╘⁸ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─≤⅔╡⁸

≤⇔≡ ⌐ ↑≡ ⇔⁸ ╩ ╕ⅎ≡⁸

─ ⌂ ┘ ╩ ∆╢↓≤≤⇔√⁹ 

ᵒ ⌐ ≤⇔≡ ⇔√  Ҝ  

ה     ╖ ╩ ↄ  

ה          ⁿ     

ᵓ ⌐ ⌂ ID ≤⇔≡ ⇔√™  Ҝ  

ה     ╖ ╩ ↄ  

ה         ⁿ     

  β ≤⇔≡₈ ה ₉╩ ⇔√ ⁸ ╕≢─ ⌐⁸

⅜ ⇔⁸ ∆╢√╘─ ╩ ↑╢ ⅜№╢√╘⁸ │₈

⌐╦√╢₉↓≤≤∆╢⁹ 

  β ▪fi◔כ♩ ≢│⁸ ↕╣√ ─℮∟ ⅜₈ ╩

↑≡↓∕⁸ ─ ⅜ ╕╢≤ ℮₉№╢™│₈ ╩ ↑╢↓≤⌐╟

∫≡⁸ ⌐ ∫≡⅛╠ ID ╩ ⇔ ↄ⌂╢≤ ℮₉≤ ⁹╕√⁸

─╖ ↕╣√ ─℮∟ ⅜₈ │ ─╖ ⇔√⅜⁸ ╙−└

⇔√™≤ ∫√₉≤ ⁹ 

 

（２）今後の正式な ID 研修実施に向けた主な改善検討策案 

ủ ─ ₈ ₉⌂≥≢⁸ ⅜ ⌐▬ⱷכ☺ ╢╟℮⌂

ⱨ◊כⱴ♇♩ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ⇔≢╙⁸ ─ ╩ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩

ↄ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ≢ ⅜ ⌐ ╡ ╗ ה⇔

√╘─ ╩ ⇔√™⁹ 

₃ ◒כⱪ꞉כꜟ◓│ ─ ꜟכ◒☻ ⌐ ⅜№∫√⁹ ⌐ⱪכꜟ◓╘

⅛╣√ ─◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸≤⌂╢∆⌐ ╡ ⌐≈™≡ ╩ ╢⁹ 

ủΓ ─√╘─ΔID ≢№╢↓≤─ ╩ ⌐∆╢√╘⌐⁸ID

─ ╩ ∆╢⌂⅛≢⁸⌂╢═ↄ ↄ─ ⌐ ∆╢ ╩

ה ∆╢⁹ ∕─√╘⌐⁸ ─ ─ ₁╟╡⁸

≢♃כ♦╩ ↑╢╟℮ ╖⁹  

ủ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≢│ ≡─ ⅜ ∏≈

⌐ ⇔⁸ ─ ≢ ╩ ∫√⅜ ⁸ ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒─ ╙ ╘

≡⁸ ╕≢⁸ ⁸ │⁸ ⅎ┌⁸ ─◓ꜟ

⌐ⱪכ ⅛╣⁸ ⌐╟╢ ⱪכꜟ◓│ ≢ ℮↓≤≤⇔⁸ ─ ≢─ │⁸

─ⱪכꜟ◓ ⁸ ⅜ ℮↓≤≤⇔≡│≥℮⅛⁹ 

₃ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ╩ ⇔⁸ ID─ ╙ ╦∫√

⌐≡⁸○ꜞ☺♫ꜟ♥◐☻♩ ꞉כ◒Ⱪ♇◒ ╩ ∆╢⁹ 
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第３章 平成２５年度実証講習会Ⅱ「新任指導力」 

 

１．開催概要 

ה  ╩ ∫√ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─℮∟⁸₈

fi◓（※注♅כ◖ 5）⁸ⱷfi♃ꜞfi◓（※注 6）₉│⁸ ─ ⌐ ∆╢

ה ╩ ╘╢↓≤╩ ≤⇔√ ≢№╢⁹↓─ ⌐≈™≡⁸ⱪ

꜡◓ꜝⱶ─ ─ ╩ ™⁸ ⌂ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻─ ╡╕

≤╘┼ ↕∑╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ 

（１）実施科目及び実施時間 

₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉  

（２）日時 

 

          

（３）会場 

○ꜞfiⱧ♇◒ ☿fi♃כ  

（４）受講者 

⅛╠ ≢ ↕╣√  

℮∟₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉≤ ⌐  

ה  

ה  

ה ⁸ ≢─  

ה  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

 

（５）講師 

 ♩ⱨ◖fi◘ꜟ♃fiכ♅⁸     

   

（６）視察委員 

     ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

     ⁸ ⁸  
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（７）主な研修テーマ及び内容 

ה ⱴכ♥ה     

(1  

13:05 

 

13:25 

 

13:48 

 

 

14:35 

 

 

15:55 

 

 

 

 

 

 

16:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:40 

 

 

 

 

 

 

ủ  

 

ủ ─  

 

ủ ה  

 

 

ủ ⌐≤∫≡

─ ≤│ ⅛ 

 

ủ ≤⇔≡─ⱴ

Ⱡ☺ⱷfi♩ 

 

 

 

 

 

ủꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤

│ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ ☻◐ꜟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ₈ ─ ≤ ─

₉ 

ẽ◓ꜟכⱪ ≢Ɑ▪╩ ╖

▪ⱪ⌐Ɑכꜟ◓⁸⇔ ─

╩∆╢ 

ẽ₈ ─╘√╢⌂⌐♄כꜞ─ ₉ 

 

ẽ₈ ─ ╩ ╢₉ 

ẽ₈ ⌐ ∆╢ ⌂

╩ ╢₉ 

ẽ₈ ≤ ╩

⇔ ∆╢₉ 

ẽ₈ ⇔ ⇔ ∆╢₉ 

ẽ₈ ─ ₉ 

ẽ₈ ה ה ה ╩ ∆₉ 

ẽ◓ꜟכⱪ β ⌐╟╡

 

ẽ₈♅כⱶ꞉₉│≥◒כ 

ẽ₈ ╩ כ♄כꜞ⌐╘√∆

│ ⌐ ⇔≡₉ 

ẽ₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤│₉ 

ẽ₈ⱴⱠ☺▪ꜟכꜞה♪♇ꜞ◓ה♄

◦♇ⱪ─ ₉ 

ẽ₈ꜞהכ♄כⱴ♇♅ ₉ 

ẽ₈ ⱪ♇◦כ♄כꜞ ₉ 

ẽ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩כ♄כꜞה◦♇ⱪ

≤│ ⅛₉ 

ẽ₈ ⌐╟∫≡ ╘╠╣╢ ─

™₉ 

ẽ₈♥▫כ♅fi◓ה◌►fi☿ꜞfi

 fi◓₉♅כ◖ה◓

ẽ₈◖כ♅fi◓≤ⱷfi♃ꜞfi◓₉ 

ẽ₈ⱷfi♃כ≤ⱷfi♥▫₉כ 

 

 

 

 

 

 

 

 

כ◌

♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⱪכꜟ◓  

 

 

ⱪכꜟ◓  
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ה ⱴכ♥ה     

 

 

17:00 

 

 

 

 

17:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:35 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2 )  

9:00 

9:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ ─  

 

 

 

 

ủꜞכ♄כ≤⇔≡─

ⅎ 

 

 

 

 

 

 

 

ủ ╘≡─ ⌐

⅛∑╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ  

ủ ╩ ⅎ⁸ ╩

∆╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ₈ ⌐⅔↑╢ ─ ₉ 

ẽ₈☻◐ꜟ≤◖fiⱧ♥fi☻₉ 

ẽ₈ ⅎ─⌂™ ─ⱴⱠ☺ⱷfi

♩₉ 

ẽ₈№╢ ─ ₉ 

ẽ₈ ≤ ─ ™₉ 

ẽ₈ ⅜ ╦∫√₉ 

ẽ₈ - ─ ™ ₉ 

ẽ₈ ─≡⇔≥כ♄כꜞה ⅎ₉ 

ẽ₈◖כ♅fi◓⌐╖╢ ╩ ≡╢

ₐ ₉e 

ẽ₈ - ╩ ╢─⌐

→≤⌂╢╙─₉ 

ẽ₈ - ─ ─

™ ₉ 

ẽ₈☻ⱳכ◖ה♠כ♅⌐╖╢ ₉ 

ẽ₈ ╩ ⅎ╢₉ 

ẽ₈ ─ ≤ ₉ 

ẽ₈ ₉ 

ẽ₈  ₉♩כ◦

ẽ₈ ─ ≤ ₉ 

ẽ₈ ⁸ ╡─⅔┌↕╪

╩ ≡™╢≤₉ 

ẽ₈ ─ ⅎ ₉ 

ẽ  

 

 

ẽ₈◓ꜟכⱪ  ⅛╠

┬₉ 

ẽ₈ ⸗♦ꜟ₉ 

ẽ₈a ╠ ⅎ ╠ ∆╢ₑ╩

∆╢₉ 

ẽ₈ ╩ ─ ₉ 

ẽ₈ ─√╘─Ⱡ♇♩꞉

◒כ ₉ 

ẽ₈Ⱶכ♥▫fi◓≤ ≢ ∆

╢₉ 
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ה ⱴכ♥ה     

10:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:20 

11:30 

ủ◖כ♅fi◓ה▪ⱪ꜡

 ♅כ

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ  

 

ẽ₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉ꜟ▬♃☻ה 

ẽ₈◖כ♅fi◓ ∕─ │ ₉ 

ẽ₈◖כ♅fi◓─ ₉ 

ẽ₈◖כ♅fi◓─◖▪₉ꜟ◐☻ה 

ẽ₈◖כ♅fi◓─  ₉כꜞכ♩☻

ẽ₈◖כ♅fi◓─ ₉ 

ẽ₈ ─√╘─

⸗♦ꜟ₉ 

ẽ₈ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒─√╘─

⸗♦ꜟ₉ 

ẽ◖כ♅fi◓  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⱪכꜟ◓  

 

（８）平成２４年度時点のシラバス原案との相違点 

   ч ≢ ↕╣⌂⅛∫√ β   ⌐≡  

     ш ≢ ⇔√⅜ ⅜ ⌂╢ β ↑  ⌐≡  

   щ ₈ ₉ ╩ ⌐ ⇔√ β     ⌐≡  

         ủ ⱴᵖ₈כ♥ ─ ( ≤⇔≡─ⱴⱠ☺ⱷfi♩)₉הᵗ₈

ה ₉─ ╩ ⌐ ↑≡ ╩ ⌐ ╘√⁹∕─

≢ᵒ₈◖כ♅fi◓≤│₉⌐ ╗ ─fi◓≤│₉♅כ◖⁹₈√∫≥╩

⌐ ╪∞─⅜⁸ ⇔≡⅛╠≤⌂∫√⁹ 

     ủ ◓fi♅כ◖ᵕ₈ה₉♅כ꜡fi◓─▪ⱪ♅כ◖ⱴᵓ₈כ♥ ₉╩

≢ ╡ ™⁸ ≡╠╣√ │ ⌐ √⌂⅛∫√⁹ 

  ⱴכ♥

ᵑ ⌐ ╘╠╣≡™╢╙

─╩ ∆╢ 

Ẽ  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓≥

ה ╩ ⅎ≡ ⅎ≡╖╢ 

₈ה ₉₈ ₉≤─≈⅝№™  

 │≥◓ⱷfi♃ꜞfiה

⅜◓fi♅כ◖ה ⌂↓≤⁸ ≢⌂™↓≤ 

ᵒ◖כ♅fi◓≤│ כ◖ה♅fi◓⅜ ∆╙─ 

ה ⅎ╢₈♥▫כ♅fi◓₉≤◘ⱳכ◖₈╢∆♩כ♅fi◓₉

─ ™ 

─≥◓fi♅כ▫♥(1) ™ 

(2) ה ╩₈ ה ≤─ ₉⌐ ⅎ

╢ 

ⱨה ♩כⱫꜟⱪ₉≢│⌂ↄ₈◘ⱳה ♅כ▫♥₈(3)

 ₉כ꜡◊
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  ⱴכ♥

ᵓ◖כ♅fi◓─▪ⱪ꜡ה ♅כ ה ─ ⅎ ⁸  

ה ⸗♦ꜟ 

(1) ─  

(2)  

(3) ─  

(4) ─  

(5) ─ ⁸ ─  

ᵔ ה ─ⱳ▬fi♩ ה ─ ⌐ ⌐ ∆╢ ⅎ  

─₉≥↓╢╘╒₈ה  

₉≥↓╢╘╒₈ה  

₈ה ╢₉≤™℮↓≤─  

ה ╡ ─₈ ₉─  

₈ה ╢↓≤₉  

─≥↓ↄ₉⅝₈ה ≈─⅝ↄ⁸₈ ↄ₉₈ ↄ₉₈

ↄ₉─  

ᵕ◖כ♅fi◓   

ᵖ ─ ( ≤⇔

≡─ⱴⱠ☺ⱷfi♩) 

ה ≤│ ⅛ ⇔™ ─ ╘ ≤  

ה ─╛╡⅜™≤  

ה ⌐⅔↑╢ ─ⱳ▬fi♩ ⌐ ≠™≡ ⅎ

╢ 

ה ─╛╡ ─  

ᵗ ה ה  ─ ≈↑  

ה ─ ╩ ⅎ╢ ₈ ╘₉≤₈ כ◗)╡╦

ꜟ)₉⌐≈™≡ 

ה ≢⅝╢ ≠ↄ╡ 

ה ─√╘─  

ה ₈  ₉♩כ◦

 

２．受講者アンケート結果（一部抜粋） 

（１）プログラム全体の評価 

ᵑ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵒ ꜠ⱬꜟ 

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 
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ᵓ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵔ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵕ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵖ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵗ ↕╣√ ─╖  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

β∕─ ⁸ ꜠ⱬꜟה ה ה ⌐ ∆╢  

ủ ≤⇔√ⱴⱠ☺ⱷfi♩כ♄כꜞה◦♇ⱪ ⱴ≢№╢₈כ♥⁸≢╡⅛┌

◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉⌐≈™≡─ ⌂ ⅜ ╦╣⌂⅛∫√⁹

│⁸↓─ ╩ⱴכ♥ ∂≡⁸ ╩ ꜟכ◗─⧵⁸⅛─╢™≡⇔≥ꜟכ◗⌂

⅛╠ ╛ ╩≥─╟℮⌐ ∆╢─⅛≤™℮ ⅜⁸ ⌐⅔™≡ ↕

╣≡™⌂™↓≤≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 

ủ ─ ─ ─ ⅝⅜ ↄ⁸ ⅜ ⅎ⌂⅛∫√⁹◓ꜟכⱪ꞉כ◒⅜ ≤ ╦

╣≡™√⌐╙ ╦╠∏⁸ ⅜ ⁸╡⅔≡╣↕♩♇◌⅜◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸≢ ⌐∆

╢↓≤⅜≢⅝⌂⅛∫√√╘⁸ ⅜ ╡⌐ↄ™⁹ 

ủ ꜠ⱬꜟ╩ ⇔⁸ ═╢╟℮⌂꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ╡ ╣╢≤⁸ ┘⅜ ↄ

∂╢≤ ⅎ╕∆⁹ 

ủ╙℮ ⇔ ⅜ ™ ⅜ ™⁹ ─fiꜛ◦♇◌☻▫♦╛◒כⱪ꞉כꜟ◓≢

⅜№∫√ ⅜ ™⁹ 

ủ ה ─ ⅜ ™─≢│⌂™⅛≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⌐ ה │≥℮⅛⁹ 

ủ ה ⁸ ≢№╣┌ ⅛╡╕∆⁹ 

ủ ⌐│ │ ─ ≤⌂∫≡™√⅜⁸╙∫≤ ─ ꜠

ⱬꜟ─ ∞∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⅜ ≢ ⅛∫√─⅛  

ủ ⌐⌂∫√⅜⁸ ─ ≢ ⅛∑╢⅛ ⁹ ╟╡╙ ה ⌐

⅛⇔√™⁹ 

ủ ─ ⁸ ⅜ ⅛∫√⁹ 
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ủ ─ ─Ⱳꜞꜙכⱶ╩ ⅎ╢≤⁸ ∞∫√≤ ⅎ╢⁹ 

ủ ≤⇔≡│≤≡╙ ⅛∫√─≢∆⅜⁸ ⅜ ⇔ ⅛∫√ ⅜⇔╕∆⁹

≢∆⅜⁸ ─ ≢│ ─ ⅜ ≢ ⅜ⱬ♥ꜝfi∞∫√╡⇔╕∆⁹∕℮™

─☻כ◔√∫ ╙ ™≡╖√⅛∫√≢∆⁹ 

 

（２）単元ごとの評価 

֘ ֙ 

ᵑ ⌐≤∫≡─ ≤│ ⌂─⅛⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵒ₈ ≤⇔≡─ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ה ─ ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕

⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵓ₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ≤│ ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵔ₈♥▫כ♅fi◓₉₈◌►fi☿ꜞfi◓₉₈◖כ♅fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉ ─ ─

⁸╕√⁸∕╣∙╣─ ™╩ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵕ₈♥▫כ♅fi◓₉₈◌►fi☿ꜞfi◓₉₈◖כ♅fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉ ─∕╣∙

╣─ ⌂−⁸≥℮™℮ ⌐ ⌂─⅛ ⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵖ₈ ⌐ ∂√ⱴⱠ☺ⱷfi♩☻♃▬ꜟ─ ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵗ₈ꜞכ♄כ≤⇔≡─ ⅎ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵘ₈ ╘≡─ ⌐ ⅛∑╢ ≡™≈⌐fi◓₉♅כ▫♥ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 
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֘ ֙ 

ᵙ₈ ╩ ⅎ⁸ ╩ ∆╢ ≡™≈⌐fi◓Ҝⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖ ≢⅝

╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵚ₈◖כ♅fi◓─▪ⱪ꜡₉♅כ⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

₈v◖כ♅fi◓₉╩ ⇔≡╖≡⁸ ⌂╡⌐ ─™ↄ╟℮⌐ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

   

ᵜ ⌐ ∫≡⅛╠⁸ ─ fi◓₉♅כ◖₈≡⇔≥ ╩ ⌐ ≢⅝∕℮

≢∆⅛  

⌐≢⅝∕℮ №╢ ≢⅝∕℮ №╕╡≢⅝∕℮⌐⌂™ ↄ≢⅝∕℮⌐⌂™ 

    

ᵝ╕√⁸₈◖כ♅fi◓₉ ─ ╩ ⌐╙ ≢⅝∕℮≢∆⅛  

⌐≢⅝∕℮ №╢ ≢⅝∕℮ №╕╡≢⅝∕℮⌐⌂™ ↄ≢⅝∕℮⌐⌂™ 

    

     

 

（３）研修参加の動機 

ᵑ ╠─  ᵒ ⅛╠─ ╕√│  ᵓ∕─  

   

    (ᵑ≤ᵒ ╩ )  

 

（４）この研修で収穫になったこと 

ủ◖כ♅fi◓הⱷfi♃ꜞfi◓─ ╩ ┬↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ ⅛╠─ ⌐ ⅎ╢≤™℮ ⅜ ≢⅝√⁹ 

ủ♅כⱶꜞכ♄≤⇔≡╛∫≡⅝√ ה │ ™≢│⌂⅛∫√≤ ⇔╕⇔√⁹ 

ủ ≤⇔√ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩◓ⱷfi♃ꜞfiה◓fi♅כ◖⁸│≢╠⅛ ⌐ ╢

↓≤⅜≢⅝⌂™≤™℮↓≤╩ ⇔√⁹ 

ủ╕∏⁸ ╩∆╢↓≤─ ↕≤ ╩ ≡⁸ ╩ ⌐ ↑╢↓≤⁹≈╕

╡⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≤│ ≈⅜ כ◖fi◓╛ⱷfi♃ꜞfi◓⁸♅כ◖⁸╡№≢

♅fi◓ ─ ╩⁸ ↄ ╛ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢≤™℮↓

≤≢∆⁹ 

ủ ─ ⌐≈™≡ ⌐∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ↄ─ ≤ ⇔≡⁸ ⅜
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≢⅝⁸ ┌∑≡ ™√⁹ │ ₁⌂↓≤⌐ ⇔≡™⅝√™≤ ℮⁹ 

ủ ─ ╘ ╛ ⅎ ╩ ≢⅝√⁹ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ─ ≢ ≢⅝∕℮⌂╙

─╩ ⇔√⁹ 

ủ ⌐ ⇔≡ ∆╢ ⅎ≤ ⌐ ∆╢ ⇔ │ ⌐│ ∂∞≤™℮↓≤

⅜ ≢⅝√⁹ │ ⌐ ─╟℮⌐│ ⇔ↄ≢⅝╕∑╪⅜⁹ 

ủ ⅛╠ ∆╢↓≤⌂ↄ≢⅝≡™╢↓≤⅛≢⅝≡™⌂™↓≤⅛⅜ ↕╣⁸

⌐ ⇔≡™╢ ⅜ ⅛∫√⁹╕√⁸≢⅝≡™√↓≤╩ ⌐ ↄ∆╢ ─▪▬

♦▫▪╙ ≡⅝√╡⁸ ⇔⌂⅜╠ ⇔╟℮≤ ℮╟℮⌐⌂∫√⁹ 

ủ ╛ ⌐ ⇔≡≥─╟℮⌂ ⇔ ⅜ ⌂─⅛ ≢⅝╕⇔√⁹ ⌐│

≢│⌂ↄ │™╢─≢ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

ủꜞכ♄כ─ ⅎ⁹ ⁹♩כ◦ ⁹ 

ủ ─ ─ ⅝╛ ─ ⌐ ⌐⌂╡⁸ⱦ☺ꜛfi╩ ⌐∆╢↓≤⅜ ≢

№╢≤ ═√⁹ √∆═⅝ ה ╩ ⌐⇔⁸ ─ ╖╛ ╖─ ⅛╠

─ ╩ ≡╢↓≤─ ╩ ═√⁹₈ ╠ ⅎ⁸ ╠ ∆╢₉ ≤

╩ ∞↑≢ ℮─≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ∆╢ ─ⱳ▬fi♩╛ ╩ ═√⁹ 

ủ ⌐ ⇔≡ ⅛∑╢≤ ™╕∆⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 

ủ◖כ♅fi◓⅜ ⌐ ≢⅝╢≤ ≢⅝√↓≤⁹ ─ ◓fi♅כ◖₈⅜

₉╩ ⅎ≡™√─≢⁹ 

ủ ─ ↕⁹ ╩╟ↄ ∆╢⁹≥℮ ™≡™™↑┌ ™⅛⁹ 

ủ ≤ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹₈ ₉₈ ╩ ∂≡

╩ →╢₉↓─ ≈⅜ ⌐ ↄ⁸ ╘╠╣╢╙─∞≤ ∂≡™╢⁹ 

ủ ⅜⇔√ ⅜ ™⇔⁸ ∆╢ ⅜ⱶ♄∞≤ ∫≡™╕⇔√⁹ ⅜⁸ ─

╣╙ ╘≡⁸ ⅝⌂ ╣─ ⌐™╢─≢⁸ ┼≈⌂→╢↓≤│ ∞≤ ™╕⇔

√⁹╕√⁸ │ ⌂─≢⁸ ─ ⅜⌂™≤ ∫≡™╕⇔√⁹⇔

⅛⇔⁸ ─√╘⌐╙ ≢ⱶכ♅ה ↄ√╘⌐│ │ ⌂™≤ ™╕⇔

√⁹ 

ủ ─ │≤≡╙ ⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

ủ ≤⇔≡─ ╩ ⌂╡⌐ ≢⅝√⁹ 

ủ ─꜠ⱬꜟ⅜↓─ ꜠ⱬꜟ⌐ ⇔≡™⌂™√╘⁸ ≢⅝≡™⌂™↓≤⅜ ↄ⁸

╩╝∫ↄ╡ ⇔≡⅛╠ ╩ ╘≡™⅝√™≢∆⁹ 

ủ ⁸ ⅛╠ ↕╣≡™╢ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ≢⅝√⁹ ─ ⌐

≈™≡─ ⅜≢⅝√⁹ 

ủ ╛ ─ ⌐ ℮⁸☻♃▬ꜟ─ ⁹∕╣⌐ fi♅כ▫♥ה◓fi♅כ◖⁸™

─◓ⱷfi♃ꜞfiה◓ ⁹≤≡╙ ⌐⌂╡╕⇔√⇔⁸ ⅎ↕∑╠╣╕⇔√⁹

╩ ⅎ≡ ⅝⁸ ⅜ ⅎ⁸ ⅛⇔≡™ↄ⁹∕─↓≤ fi◓≢№╡⁸♅כ▫♥⅜

fi◓≢№╡⁸♅כ◖ ≢⇔√⁹ 

ủ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⅜ ∫≡™⌂⅛∫√⁹ ≤ ─

╩ ⅎ╢ ⅜№╢⁹ 
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ủ ☻♃♇ⱨ╛ ≤─ ⌂ ╦╡ ⁹ ⅜ ≢≥─╟℮⌐ ∆╢─⅛ ↄ

⅛∫√⁹ 

（５）「気になった」、「分かりづらい」、「改善して欲しい」こと等 

ủ ⅜ ↄ⁸◓ꜟכⱪ꞉כ◒⅜ ™╟℮⌐ ™╕⇔√⁹╙℮ ⇔ ⅜╒⇔⅛∫√⁹ 

ủ ╩ ⌐ ↑╣┌⁸ ⇔⁸╙℮ ⇔ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝√─≢│⌂™⅛

≤ ⅎ╢⁹ ⅜ ╡∞ↄ↕╪≢⁸ ⅜ ↑ ⌐⌂∫≡⇔╕∫√↓≤⅜ ≢№

∫√⁹ ™ ─ ⅛╠─ ≢№∫√⅜⁸ ╢⌂≥ⱶⱴⱠ☺ⱷfi♩₉כ♅₈│

─│ ⇔ ⌐ ∂√⁹ 

ủ╙℮ ⇔ ⅜ ╢≤ ⌐≈⌂⅜∫√⅛≤ ™╕∆⁹ 

ủ꜡כⱪ꜠╩ ℮ ╕≢ ⅝√⅛∫√≢∆⁹ 

ủ │≤≡╙ ≢⅝√⅜⁸╙∫≤ ⌂☿♇◦ꜛfi╛꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓╩⇔√

⅛∫√⁹ 

ủ ⌂ ⅜ ⌂≥ ≢─ ╩ ↄ⅔ ⇔⇔≡ ™√─≢∆⅜⁸

╛ ─ ⱪ꜡☿☻ќ ∟ ↄ↓≤≤⁸ ≢─ ╩ ≡╢≤™℮ ─

─◓fi◓╛ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ≤№╕╡ ⅜⌂⅛∫√↓≤⅜ ≢⇔√⁹ 

ủ☻ꜝ▬♪ ⅜ ⅛∆⅞≡ ⅎ⌐ↄ™╙─⅜№╡╕⇔√⁹ ─ ⅜

⅛∫√╟℮⌐ ◓fi♅כ▫♥─≡⇔≥כ♄כꜞ≥∫╙⁹∆╕∂ ─

╛ ─ ⅜№╢≤ ⅛∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⌐ ╦∑√ ⌐ ≠↑≡╒⇔™≢∆⁹ 

ủ ─ ⅜ →╠╣≡™╢ ⅜ ≤ ™⁸▬ⱷ⁹∆≢√∫⅛╠≠⇔☺כ

ⱷ⁸כ◌כ ⁸ ⁸ ⌂≥ ⌐ ⅝ ⅎ≡╒⇔⅛∫√≢∆⁹

╕√⁸ ⅜≢⅝≡™⌂™≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ ↄ⁸ ╡⌐ ⇔™⁹ 

ủⱪ꜡☺▼◒♃כ ─ ⁸ ⅜ ↄ≡ⱷ⸗⅜≤╡≠╠⅛∫√⁹ 

ủ⅔ ─ ≤ ≤⌂╢ ⁸╕√ ⌐⌂™ ─⅔ ⅜╛╛ ⅛╡≠╠⅛

∫√≢∆⁹ 

ủ ⅜ ∆⅞≢│  

ủ ∆╢ fi◓⁸♅כ▫♥│ ╩ ⅎ╢ fi◓⌂≥⁸♅כ▫♥│ ⅛╡╛∆ↄ╕

≤╕∫√ ⅜№╢≤ ™≤ ™╕⇔√⁹ ⇔⅛⇔⁸ ≢ ╩ ≡╢ ≢⌂ↄ⁸

⌐╟∫≡ ╦╢─≢⁸╕≤╘╢↓≤│≢⅝⌂™≤╙ ™╕⇔√⁹  

ủ ⇔ ⅜ ⅛╡≠╠⅛∫√≢∆⁹ ≢∆⁹ 

ủ ⁸№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 

ủ ⌐ ─ ╣⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╩−└ ⅎ╕∆⁹ ⅜⅔∫⇔╚∫√ ─

⅝╩⅛ⅎ≡ ↄ↓≤│ ⅛╠⇔╕∆⁹ №╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 

ủ ─ ≢∆⅜⁸ ⅜ ⅝ ╣⌂⅛∫√≤↓╤⅜ ≢⇔√⁹ 
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（６）今後受講を希望する研修テーマ 

ⱴכ♥   1  2  3  4  5  6  7  

 ─  2  4  5  1  5    

 ╩

╗  

3  2  2  3  3  4   

 ID  1  2   4  4  6   

ה   4  5  2  3   3   

ה  ⁸  4  4  4  3  1  1   

  3   4  3  4  3   

 ∕─        5  

9  

 

３．講師・委員所感 

（１）担当講師：高木達也氏所感 

ủ ™√ │ ─ ≢⇔√⁹ 

ₐ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₑ 

₈ ─ ה ╩ ╘╢₉↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹

⌐ ╘╠╣╢ ╩ ⅜ ≢⅝⁸∕─↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ─

⌐ ⇔≡ ⌂ ╩ ⌐⇔╕∆⁹ 

⌐│⁸ 

ה    ≤⇔≡─  

ה    ─√╘─ ─ ╩ ⅝ ∆√╘─ ♅כ◖

fi◓ ⁸ⱷfi♃ꜞfi◓  

ה    ≤⇔≡ ⌂ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

⌂≥─ ⌐≈™≡ ⌐ ↑╢↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹ 

ủ ™╕⇔≡⁸ ↄ╕≢ ─ ₁⅜↔ ─♩ⱶⱴⱠ☺ⱷfiכ♅─ ≢⁸╙∫≤

╙ ⅝⌂ ≤⌂╢₈ ₉╩≥℮∆╢─⅛≤™℮ ≢ ╩

╘╕⇔√⁹ 

ủ∕─√╘⌐│⁸ ∏ ⅜₈ ₉⅜ ─ ≢№╢↓≤╩

∆╢↓≤⁸∕─ ⅜ ≢№╢↓≤⁹ ⅜ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≡⇔≥ⱶכ♅

╩ ⇔∕╣╩ ⇔≡™ↄ⁸ ה ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹∕⇔

╩ⱶכ♅≡ ⅛∆√╘⌐│ ⌐ ⌐ ╩ ⅎ╢ꜞכ♄כ◦♇ⱪ⅜ ≢⁸

⌐│ ─ ה ⌐ ≥◓fi♅כ◖fi☿ꜞfi◓⁸►◌ה◓fi♅כ▫♥≡∂

∫√ ╩ ℮↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹∕╣╠│ ⌐ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ≤⇔≡─

─≡⇔≥כ♄כꜞ⁸ ⅎ╙ ⇔≡™ↄ ⅜№╢≤ ™╕∆⁹ 

ủ⇔⅛⇔⁸ ─ ─ ⌐│ ≤⇔≡ ─₈ⱷfi♃ꜞfi◓⁸◖כ♅fi◓

─ ה ₉╩ ┘√™≤ ℮ ╙⅔╠╣√╟℮≢⁸∕─ √∟⌐≤∫≡│

⌂ ⌐⌂∫≡⇔╕™╕⇔√⁹ 
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ủ ╩ ה ⌂≥ ⅜ ⇔≡™╢╟℮⌂ ─ ╩ ∫√─≢∆⅜⁸

≢─ ╩ ╘╠╣√╟℮≢∆⁹ ─ ⅜ ⅛╡ ™⅛╙⇔

╣╕∑╪⅜⁸ ─ ─ ⌐ ╩ ™≡ ↑√╠ ⅛∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⅜ ≤ ─ ╩ ⅜◓fi♅כ◖⌐↓⧵⁹√⇔╕⇔ ╘╠

╣╢ ⅜№╢⅛≤ ™╕∆⁹⇔⅛⇔ ↔ ⅝√™─│⁸ │ ⇔≡

fi◓∞↑≢│⌂™↓≤≢∆⁹♅כ◖ ⌐ⱷfi♃ꜞfi◓│↔ ─ⱴⱠ☺ⱷfi♩☻♃

▬ꜟ╩™⅛⌐ ⅎ≡™ↄ⅛─ ≢╙№╢─≢∆⁹ 

ủ ⱶכ♅⌐ ⌐ ⅜⅛⅛∫√↓≤⁸ ─≤⅔╡ ╩ ⇔√⅛∫√

≢ ⅜ ↄ⁸♥▫כ♅fi◓⌐╙◖כ♅fi◓⌐╙ ⌂ ╩ ╣⌂⅛∫

√↓≤│ ≢∆⁹ 

 

（２）視察委員：岡村慎一委員長・古賀副委員長・吉沢委員・平野委員・道幸委員・

安田委員・田口委員 所感 

＜岡村委員長＞ 

ủ ─ ≢ ╡ →╠╣√ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ⅎ ⱪ♇◦כ♄כꜞ╛ │⁸

⅜ ─ ≤∆╢ ≢│⌂⅛∫√⅜⁸ ─ ⁸₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╛₈ꜞכ

⌐ⱪ₉♇◦כ♄ ∆╢ ⅝╛ ╩ ∆ ⅜™√↓≤⅜ ⅛∫√⁹

─ ⌐₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╛₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉⅜╕∞ ⇔≡™⌂™↓≤

─ ╣≤ ⅎ╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ ─ √⌂ ≤⇔≡ ⅎ╢═⅝⅛≥

℮⅛ ⅜ ⁹ 

ủ ╩ ∆╢ ≢│⁸₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉₈◖כ♅fi◓₉₈ⱷfi♃

ꜞfi◓₉ ╩│∂╘≤⇔≡⁸ ₁⌂ ╦╡ ⅜№╢↓≤╩ ⇔⁸ ╛ ⌐ ∂

≡ ™ ↑╠╣╢╟℮⌐⇔√™⁹ 

ủ ⅜ ─ ◐☻fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉⌐≈™≡│⁸♅כ◖₈√™≡⇔≥

ꜟ ⌐ ⇔√ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ ⇔√™⁹ 

ủ₈◖כ♅fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉─ ╩ ⌐ ╖ ╘╢ ╩ ∆╢

⅜№╢⁹ 

ủ ה ≢│⌂ↄ⁸ ─ ⱪ꜡☿☻╩ ⇔√ ⌐∆╢

⅜№╢⁹ ─ │⁸ ╛ ─ ≤∆╢ ╙№╡ ╢⁹ 

＜古賀副委員長＞ 

ủ▪fi◔כ♩ ─₈ ─ ₉─ ⅜⁸₈ ⅛╠─ ╕√│ ₉⅜

≢⁸ ⅛╠ ™√ ≤ ─ ⅜

⇔≡™╢ ⌐ ╩ ∫√─≢│⌂™⅛⁹ ⅜ ⇔≡™╢↓≤╩⁸╟╡ ↄ─

⅜ ⁸ ה ⇔⁸ ─ ⌐ ⅝ ⅎ≡ ↑ ╘≡╙╠ⅎ√╠

⅛∫√≤ ℮⁹ 

ủ▪fi◔כ♩ ≢₈≤≡╙ ₉╟╡╙₈ ₉≤ ⇔≡™╢ ─ ⅜ ™↓

≤╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

ủ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉│ ⌂ ⅎ ≢№╡⁸₈ ₉─
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⌐ ╘╢═⅝⅛⁸ │ √⌂ ≤⇔≡ ≡∆╢═⅝⅛ ⅜ ⁹

≢ ╡ ╘√ ─₈ ₉⅜⁸ ⌐ ≤↕╣≡™╢

≤⇔≡ ⅜⌂™⅛≥℮⅛ ⌐ ∟ ╢ ⅜№╢⁹ 

ủ₈ ₉─ ⌐ ╩ ╡ ╣╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ≢  ⁹⅝═∆☻◌כ◊fi◓₉⌐ⱨ♅כ◖₈│⌐╘√╢∆

ủ ─ ↕╛ ⌐ ∂√ ─ ⇔─◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸ ™ ⅜

⁹ 

＜吉沢委員＞ 

ủ ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡ ⌂ ≢№∫√≤ ℮⁹ 

ủ╙℮ ⇔ ꜠ⱬꜟ≢─ ┼─ ─ ╛ ⅜№╢≤ ─ ⅜

⅜∫√≤ ∂╢⁹ 

＜平野委員＞ 

ủ ─ ≢ │ ⌂ ─┼ⱴכ♥─↓↑∞╣⧵⁹╢™≡∫⌂≥

⅜ ⅝⅛∫√─≢│⌂™⅛⁹ 

₃ ─ ≢│ ─ ⇔™ ╙ √⅜⁸╗⇔╤ ╙ ⌂ ≤⇔≡

↑≤╘⁸ ─ ─ ╩ ╢⅝∫⅛↑≤⌂╣┌≤ ⅎ√™⁹ 

ủ₈ ₉⌐│⁸ ⅛╠ ⱬ♥ꜝfi╕≢ ╕╣≡™╢⁹ ╙ ╙ ™

╩ ≤∆╢ ≢⁸ ℮≤╩ꜟכ◗─ ⇔⁸≥℮ ∆╢⅛╩

∆ ⅜№╢⁹ 

₃ ⌐≤∫≡─₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉╩⁸ ⅜ ≤⇔

≡≥─꜠ⱬꜟ≢ ↑≤╘⁸ ─ ╩≥℮ ꜟכ◗⁸⅛∆√ ╙ ╘ ╘≡

╡ →≡╝ↄ ⅜№╢⁹ 

ủ ⌐│⁸ ╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ╩ ↓↕∑⌂™≤™↑⌂™⁹ 

＜道幸委員＞ 

ủ ─ ─ ⅜⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╩ ≤⇔√ ⌐ ≡╠╣⁸◖

╩◓fi♅כ ╡ ∫√─│ ─ │◓fi♅כ◖⁹√∫∞ ∞↑≢│ ⌐

⅛⌂™⁹ ⅜ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢√╘⌐│ ⅜ ⁹ 

ủ ≢ ╡ │ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ₈√╣╠→ ♃fi◓₉₈ⱷfi♅כ◖⁸₈⅜╢№≢

ꜞfi◓₉─ ⌐ ⅝╩ ↄ═⅝⁹ 

ủ₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉│⁸ ─≥─ ╩ ┬ ⌐╙

≤⌂╢ ⌂ ⅎ ꜗ◐ⱪ₉≤₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╩₈♇◦כ♄כꜞ⁹₈╢№≢

ꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉≤ ⁸ ⌐∆╢─│≥℮⅛⁹ 

＜安田委員＞ 

ủ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉─ │ ┬↓≤⅜ fi◓₉♅כ◖⁸₈⅜√∫⅛

₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™√ ⅜♅♇Ⱶ☻ⱴ─≥☼כ♬─

↓∫√─≢│⌂™⅛⁹ ≤⇔≡⁸ ≤─ ∟ ╦∑─ ⅜ ⇔≡™√

⅜ ≢№╢⁹ ╩ ⅎ≡™⅝√™⁹╕√⁸ ⌐ ⅜ ⁹ 

ủ ─ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ╙ ⁹ ⌂ ⌐╙ │№╢
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⅜⁸ √⌂ ⅜ ⇔≡™√⁹ ╩ ™⁸ ⌐ ⅝╩ √∑╢↓≤⅜

⁹ 

＜田口委員＞ 

ủ ⅜ⱴכ♥℮ ∆⅞√─≢│⌂™⅛⁹ ⌐ ─ ≤ ⌐ ╦╣√

≤─ ╩fi◓₉♅כ◖₈≡⇔≥ ╡ ℮ ╩ ╘≡ ⅜ ↄ⌂∫≡

⇔╕∫√⁹ ≤ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ╘≡ ⌐≈™≡ ∟ ╦∑╩ ⌐∆

═⅝≢№∫√⁹ 

ủ ⌐│⁸ ⌂☻◐ꜟ╩ ⌐ ↑√⅛∫√ ≤⁸ ⌐╦√╢

╩ √⅛∫√ ─ ≈─ ⅜№╡⁸ ⌂☻◐ꜟ╩ ⌐ ↑√⅛∫√ ⌐│

╡⌂⅛∫√─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ ⅜ ™─│ ⌐⌂╢⅜⁸ ╩ ╘ ╗∞↑≢│ ⌐₈ ⅜≢⅝╢╟

℮⌐⌂∫√─⅛₉⅜ ⅎ⌂™⁹₈ ⅛╢₉≤₈≢⅝╢₉│ ⌂╡⁸₈≢⅝╢₉╟℮⌐

⅜◒כⱪ꞉כꜟ◓│⌐╢⌂ ⁹ 

 

４．正式研修に向けた改善・検討事項等 

（１）内容面について 

ủ ─ ─fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖⁸₈∏╠╕≤≥⌐ ⌐ ╩ ™

√ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤∆╢╟℮ ┘ ─ ⅜ ⁹ 

ủ ⁸♦▫☻◌♇◦ꜛfi⁸꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓ ⌐╟╢ ה ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ

⅜ ⁹ 

ủ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╛₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉─ ⅎ ⌐≈™≡⁸ ─⌂⅛≢

≥─╟℮⌐ ╡ ╗⅛⁹ 

（２）運営面について 

ủ○Ⱪ◙כⱣכⱵ♇◦ꜛfi─  

ủ ⌐ ∂√ ⌂ ┘  
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第４章 平成２５年度実証講習会Ⅲ「リスクマネジメント」 

 

１．開催概要 

ה  ╩ ∫√ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─℮∟⁸₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi

♩ ⱶכ꜠◒ ─ⱶכ꜠◒⁸│₉ ╩ ⇔⁸ ⱶכ꜠◒╢↑⅔⌐

─ ┼─ ╩ ╘⁸ ≤⇔≡┤↕╦⇔™ ┘ ╩

⌐ ↑╢↓≤╩ ≤⇔√ ≢№╢⁹↓─ ⌐≈™≡⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

─ ╩ ™⁸ ⌂ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻─ ╡╕≤╘┼ ↕

∑╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√⁹ 

（１）実施科目及び実施時間 

₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉  

（２）日時 

 

（３）会場 

○ꜞfiⱧ♇◒ ☿fi♃כ  

（４）受講者 

⅛╠ ≢ ↕╣√  

℮∟₈ ₉≤ ⌐  

ה  

ה  

ה ⁸ ≢─  

ה  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

 

（５）講師 

    ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

   

（６）視察委員 

     ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

     ⁸  
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（７）主な研修テーマ及び内容 

ה ⱴכ♥ה     

12:30 

12:40 

 

12:45 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

13:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:20 

 

 

 

 

 

 

 

ủ  

ủ ─⌡╠™≤

 

┘ꜞ

☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩

─ⱳ▬fi♩ 

 

 

 

 

 

 

 

ⱶכ꜠◒ ─

ה ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╩

⌐∆╢√╘─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ₈ ─ ₉ 

ẽ₈ ₁⌂ꜞ☻◒⅜ ╩ ╡

╗₉ 

ẽ₈ ≤ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩

─ ™₉ 

ẽ₈ ─ ₉ 

ẽ₈꜡☻ ≤│ ₉ 

ẽ₈꜡☻╩ ⌐ ∆╢√╘⌐│

╩∆╣┌╟™─⅛ ₉ 

ẽ₈ꜞ☻◒─ ╡ ≤│₉ 

ẽ₈ ∫√ │ ה

─꜠ⱬꜟ╩ ↕∑╢₉ 

ẽ₈∕╙∕╙◒꜠כⱶ≤│ ╩

∆╣┌╟™─⅛ ₉ 

ẽ₈ ⅜ⱶכ꜠◒⌂ ∆╢╕

≢─ ⌂ⱷ◌♬☼ⱶ₉ 

ẽ₈◒꜠כⱶ ─ ☻♃fi☻₉ 

ẽ₈ ₉ 

ẽ₈ ⱶכ꜠◒⌂ ─ⱳ▬fi

♩₉ 

ẽ₈◒꜠כⱶ│♅ꜗfi☻₉ 

ẽ₈◒꜠כⱶ ─ ⌂ⱳ▬fi

♩₉ 

ẽ₈ ⅎ≡⅔⅝√™ ₉ 

ẽ₈ ⇔√ ⅜╟™ ₉ 

ẽ₈ ╩ ≈√╘─

₉ 

ẽ₈ ─ ה ─◒☿╩

∆╢₉ 

ẽ₈ꜝⱳכꜟ─ ₉ 

ẽ₈ⱷꜝⱦ▪fi─ ₉ 

ẽ₈ ─ ₉ 
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ה ⱴכ♥ה     

14:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:20 

16:30 

ⱶכ꜠◒ ꜡

 ◓ⱪ꜠▬fiꜟכ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ủ  

 

ẽ ⌐ ⱶכ꜠◒⇔ ⅛╠⁸

╡ ℮ ╩ ╘⁸3 כꜟ◓

ⱪ≢─꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓⁸ ⅛

╠─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒ 

 ₒ ╡ ⱶכ꜠◒√∫ ₓ 

ⱶכ꜠◒─╠⅛   

 a. ⌐╟╢ ─ ⌐

∆╢╙─ 

 b. ⌐ ⇔√

™⌐ ∆╢╙─ 

 c. ─ ⌐ ∆╢╙

─ 

 d. ⁸ ⌐ ∆╢╙─ 

 ∕─  

 e. ⌐ⱶכ꜠◒─╠⅛

∆╢╙─ 

 f. ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⅛╠─◒

⌐ⱶכ꜠ ∆╢╙─ 

 

 

 

 

（８）平成２４年度時点のシラバス原案との相違点 

   ч ≢ ↕╣⌂⅛∫√ (β   ⌐≡ )  

   ш ≢ ⇔√⅜ ⅜ ⌂╢ β ↑  ⌐≡  

     ủ ⱴᵑ₈כ♥ ╘╠╣╢ₐ ₑ≤│₉⅜⁸

ⱶכ꜠◒₈─ ≢⅛⌂─ⱪ꜠▬fi◓₉ꜟכ꜡ ↕╣⁸

ה ⌐⁸ ─ ⅝╩ ∆ ╩≤∫√⁹ 

     ủ ⱴᵕ₈כ♥ ─ ⌂ │≥ⱶכ꜠◒╢╖╠⅛ ⁸

⁸ ⁸ ₉─ ₈ ─ⱶכ꜠◒─

⁸ ₉⅜⁸ ─₈ ─ ₉≤₈ ₁⌂ꜞ☻

◒⅜ ╩ ╡ ╗₉≤⇔≡ ↕╣√⁹ 

  ⱴכ♥

ᵑ ╘╠╣╢₈ ( )

₉≤│ 

Ẽ◓ꜟכⱪ꞉כ◒⌐╟╢ 

(1) ⅜ ╠√∫∞כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ( )

⌐╕∏ ╩⇔≡╒⇔™⅛  

(2) ( )⅜ ⌐כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ⇔≡⇔

≡╒⇔ↄ⌂™↓≤│ ⅛ 
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  ⱴכ♥

ᵒꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─

 

(1)ꜞ☻◒─ ≤∕─ ╩ ╢ 

(2)ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─  

ᵓ ⱱ◒כ♥☻ה

─כ♄ꜟ ╩ ⅎ

╢ 

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ─כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ≤│ ⅛  

(2) ─ⱳ▬fi♩ 

ᵔ◘כⱦ☻─☻♃כ♩ꜝ▬

fi≤│ 

Ẽ ⌐╟╢ 

(1)₈ ₉ ─   

(2) ™₈ ₉╩ ∆╢  

ᵕ ─ ⌂ ⅛╠

│≥ⱶכ꜠◒╢╖ ⁸

⁸ ⁸

 

(1) ─ⱶכ꜠◒─ ⁸  

─ⱶכ꜠◒(2)  

ⱶכ꜠◒(3) ⅜ ⌐≢⅝⌂™ ה ↄ≢⅝√

 

ᵖ◒꜠כⱶ ─  Ẽ ⌐≈™≡ 

(1)₈ ╩ ⇔≡™╢₉≤™℮ ╩ ∟ ∆╢ 

(2) ⌂ ≢⅔ ┘⇔⁸ ─ ╩ ⇔≡ ╩

╟ↄ ↄ 

ה  ─כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ╩ ⌐◐ꜗ♇♅∆╢ 

 

(3) ⅜ ⌐⌂∫≡™╢⅛₈ ╩ ₉∆╢ 

ה  ⌐⌂╠⌂™ ╩ ╢  

(4) ה ╩ ∆╢ 

ה  ─ ∟⌐⌂∫≡ ∆  

ה  ─   

ה  ╩ ⇔√ ─ ╖ ≡ 

ᵗ◒꜠כⱶ ≢ ∆═

⅝  

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ⁸ ⌐ ∆╢  

(2) ⌐ ∆╢↓≤⅜   

(3) ⌂≥ ╡╙   

ⱶכ꜠◒(4) ─ⱳ▬fi♩  

(5) ╩ ↕╣√  

ᵘ כ꜠◒⌐⅛™≡⇔≥

ⱶ⌐ ∆╢⅛ 

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ─  

(2)  
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２．受講者アンケート結果（一部抜粋） 

（１）プログラム全体の評価 

ᵑ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵒ ꜠ⱬꜟ 

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵓ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵔ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵕ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵖ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

ᵗ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

    

β∕─ ⁸ ꜠ⱬꜟה ה ה ⌐ ∆╢  

ủ │⅛⌂╡ ∞∫√─≢⁸╙℮ ⇔ ╩ ∫≡╙ ⅛∫√─≢│≤ ∂╕⇔√⁹ 

ủ╙℮ ⇔ ╩⅛↑≡╛╡√⅛∫√⁹ 

ủ ≤⇔≡ ╣┌ ≢№∫√≤ ℮⅜⁸ │ ⇔ ⇔⅛∫√⁹ ≢╙

⇔√⅛∫√⁹ 

ủ ≢│ ™⁹ ╩ ⅜ ™⁹ 

ủ╙℮ ⇔ ™ ≢ ה ╩ ↄ⇔≡ ⅝√⅛∫√⁹ ⁸ ⁹ 

ủ ⅜∑╕⅛∫√⁹ 

ủ ⅜ ↄ⁸ ─ⱪכꜟ◓ ⅜ ⌐ ╡ ⅝ ╣⌂⅛∫√⁹ 

ủ │ ה ⌂≥─ ⌐⇔≡ ↑╢≤ ™≢∆⁹╙⇔ↄ│ ה

─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

ủ │ ה ⅜ ™─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ה ⌐ ⅜ ╗↓≤╙№╡╕⇔√⅜⁸ √⌂ ⅝⅜ №╡╕

⇔√⁹ 
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ủ ─ ≤ ⌂∫≡™√─⅜ ∞∫√⁹ 

ủ ╡ ⅞⅜ ⌂ↄ≡ ™ ≢⇔√╠ ⅛╡╕∆⁹ 

ủ ⅛╠ ∞∫√√╘⁸ ⅜ ↑╛∆⅛∫√≢∆⁹ 

 

（２）単元ごとの評価 

ᵑ ₈ . ┘ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ⱳ▬fi♩₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔

√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵒ ₈ ⱶכ꜠◒. ─ ה ─ ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵓ ₈ . ╩ ⌐∆╢√╘─ ≈─ⱳ▬fi♩ ₉⌐≈™≡ ≢

⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵔ ₈ ⱶכ꜠◒. ⱪ꜠▬fi◓₉≢│⁸ꜟכ꜡ ⌐╛∫≡╖≡⁸ ─

≥⅔╡⌐ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵕ ╩╛∫≡╖≡⁸ ≢ ╪∞ ─ ⅜ ╕╡╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵖ ≤ ╩ ∂≡⁸₈ ⌐⅔↑╢ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ₉╩ ≢⅝

╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

    

ᵗ ⌐ ∫≡⅛╠⁸ ─ ה ≢ ╪∞↓≤╩ ⌐ ≢⅝∕℮≢∆

⅛  

⌐≢⅝∕℮ №╢ ≢⅝∕℮ №╕╡≢⅝∕℮⌐⌂™ ↄ≢⅝∕℮⌐⌂™ 

    

 

（３）研修参加の動機 

ᵑ ╠─  ᵒ ⅛╠─ ╕√│  ᵓ∕─  

   

    (ᵑ≤ᵒ ╩ )  
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（４）この研修で収穫になったこと 

ủ ─ ⁹ ┼─ ⅝⅛↑⁹ 

ủ ≢─ ⌐ ⇔≡ ╩≈↑╢↓≤≢⁸ ↕⅜ ╦╣╢─≢│⌂™⅛≤

ⅎ≡™╕∆⁹ 

ủꜞ☻◒─ ⅎ ─┼ⱶכ꜠◒⁹ ─ ⁹ 

ủ™∏╣─ ╙ ─№╢╙─≢⇔√⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ─ ה ─ ─꜠ⱪכ꜡⁹ ┼─▪♪Ᵽ▬☻⁹ 

ủ◒꜠כⱶ⌐⌂╢ ⌐ ⇔≡⅔ↄ⁹◒꜠כⱶ⌐ ⇔√ │⁸ ─ ╩╟ↄ

╢⁹∕╣⅜ ⁹ 

ủ◒꜠כⱶ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝√↓≤⁹ ─ ⌐ ⅛⇔

≡ ⅝√™≤ ™╕∆⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ⱪ꜠▬fi◓╩⇔≡╖≡⁸ꜟכ꜡─ ─◒☿╛ ╖╩ ∆╢↓≤⅜

≢⅝⁸ ─ ⅜ ⌐⌂╡╕⇔√⁹ ╩ ⌐ ≢│ ∫≡™╢─

ⱶכ꜠◒⁸⅜∆≢ ⱪ꜠▬fi◓╙⁸ꜟכ꜡─ ⌐ ∆╢←╠™ ⌂↓

≤∞≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ ≤─ ⇔ ⁸ ⌐ ∆╢ ╡ ╖ ⁸ ┼ ⅎ╢ ⁹ 

ủ ₁ ⅎ≡ↄ╢ ⌐ⱶכ꜠◒─╠⅛ ⇔≡⁸≥℮™℮ ≢ ∆═⅝⅛ ⅜

№╡╕⇔√⁹ ╛ ™ ╟╡╙╕∏│ ≢∆⌡⁹ 

ủꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ⱶכ꜠◒⁹ ─ ⁹ 

ủ ─ │ⱶכ꜠◒⁹↕⌂─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™≤ ∫√⁹ 

ủ ─ ─ ≤◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜≤╣√↓≤⁹ 

ủ ⅜ ⅜ⱶכ꜠◒⁹≥↓⌂ √ ≢ⱶכ♅│ ⇔≡™ↄ↓≤⁹ ≤

∆ │⁸∕─ ─ ╩ ⌐⇔⁸╟ↄ ╩  fi◓∆╢⁹▫♦כꜞ⁸⅝

ủ ⅜ ™≈⅛⌂⅛∫√ꜞ☻◒╩™∫┐™ ⅎ≡╙╠™╕⇔√⁹◒꜠כⱶ ≢╙⁸

─↓≤╩ ╦╣╢≤≈╕∫≡⇔╕∫≡⁸╕√↓╣⅛╠ ₁ ⇔⌂™≤™↑

⌂™⌂≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ ₁⌂ ⅜ ≢◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡≥≥↓√╣ ⇔ ≢⅝√↓≤⁹ 

ủ◒꜠כⱶ⌐⌂╡∕℮⌂╙─⌐ ⇔≡─₈ ⅎ₉╩ ╠⌂™╟℮⌐⇔√™≤ ™╕∆⁹ 

ủꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─♦ꜞ◔כ♩⌂ ⅜╟ↄ ⅛∫√⁹ ≈─↓≤ כ꜠◒⌂↕

ⱶ ╩ ↕⌂↓≤≤∑∏⁸│∂╘⅛╠ ≢ ∆╢╟℮⌐⇔√™≤ ™╕⇔√⁹

ꜞ☻◒╩ ⌐ ⅎ⁸▬ⱷכ꜠♩☺כ♬fi◓╩⇔≡™⅝√™⁹ 

ủ ⌂ ⅎ ה ה ≤ ╘≡™ↄ ≢─ ⌐⌂╡╕⇔√⁹↓╣

⅛╠ ─ ─ ⌐ ≤⇔ ╪≢™↑╣┌≤ ™╕∆⁹ 

ủ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ≢⅝√↓≤₉≢∆⁹ ─ ╛⁸ ⌐

╦∑√ │⁸ ┘≤ ⅎ╢ⱳ▬fi♩╩ ≢⅝√ ≢⇔√⁹ ⁸ ┼

╡⁸ ⇔√™≤ ⅎ╕∆⁹☿Ⱶ♫כ─ ⁸ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╩ ∆

╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ─ ⁸ ─ ↕⁹ ⁸ ⅛⇔≡™⅝√™≤ ™╕∆⁹ 
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ủ꜡כⱪ꜠╩ ⇔≡⁸ ≢ ∆╢↓≤─ ⇔↕≤ ⌐ ⌐ ⇔≡⁸ꜞ

☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ⇔≡™ↄ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ─ ™╙╟╠⌂™◒

⅜ⱶכ꜠ ╢↓≤╩ ⌐ ╣≡⁸ ה ≤ ⇔╕∆⁹ 

ủ↓╣╕≢ ⇔≡™√↓≤─ ⁹ ™⅔ ⌂≥─ ╙ ⌐ ╣╢↓

≤⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ─ ⱶכ꜠◒⁸ ⌐ ⅎ≡⅔ↄ↓≤⁹ ≢ ↓╡ כ꜠◒╢

ⱶ ⁸ ↄ ⅛∫√⁹ 

ủ ה ─ ╩ ⌐ ∂√⁹ ∞⅛╠⁸ ∞⅛╠≤™℮↓≤│ ⅜⌂

™⁹⅔ ╛ ⅜⅛╠╗≤ │ ↄ⌂╢↓≤⁹ 

ủ ╕≢─ ─ ≢ ∫≡™√↓≤⅜ ≈ ≈ ┘ ™√↓≤⁹╕√⁸ ⇔™ ⅎ

⅜ ⅜╡╕⇔√⁹ ─ ≢╙ ⌐ ⅎ≡™⅝√™≢∆⁹ 

 

（５）「気になった」、「分かりづらい」、「改善して欲しい」こと等 

ủ ⅜ ⌐ⱴכ♥≢≤⌂◒כⱪ꞉כꜟ◓┌∑ ⇔≡ ≢⅝╢ ⅜╙∫≤№╢

≤ ⅛∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ≢│ ⅜ ╡⌂™╟℮⌐ ∂√─≢⁸╙∫≤ ╩ ╛⇔≡╒⇔™≤ ™

╕⇔√⁹ 

ủ ─ ⌐ ≈☿Ⱶ♫כ╩ ⇔≡ ⅝╕⇔√↓≤╩ ⇔╕∆⁹ ⇔ ⅜

™╟℮⌐ ∂╕⇔√⁹ 

ủ╙∫≤꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓─ ⅜ ⇔⅛∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⅜ ╡⌂⅛∫√⁹ │╕∏ ∆╢↓≤≤ ╦╣≡™╕⇔√⅜⁸ ○Ⱪ◙

≡⇔≥כⱣכ ─ ⅜⅔╠╣√─≢⁸ ☻fi⸗♦≡⇔≥☻כ◔ꜟ♦⸗⌐

≡⇔fiꜛ◦כ꜠♩ ↑╣┌⁸╙∫≤ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝√─≢│⌂™⅛⁹

─ ⁹ 

ủ ⅜ ↄ≡ ⅝⌐ↄ⅛∫√⁹ 

ủ ⌂ ╩╙∫≤ ╡√™⁹ ⅜ ⅛╠⌂ↄ≡ ∫√⁹ 

ủ ⌐ ╦∑≡ ⌂ ╩⇔≡ ⅝╕⇔√⁹ 

ủⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⌐ ⇔≡⁸ │ ⅞√⅜⁸ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩│ ╡

╣√™≤ ℮↓≤⅜ №∫√⁹ 

ủ ⌐ ⌂ ≢⇔√⁹ 

ủ │ ─╟℮⌐⁸ ⅛╠ ╡⇔≡ ⅎ⌂⅜╠ ⇔╕∆⁹ ⇔≡╙╠ⅎ

╢╟℮⌐ ∆╢↓≤⁹ 

ủ ─ ⅜≤≡╙ ⅛∫√≢∆⁹ 

ủ◒꜠כⱶ ─◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡ ⅜ ≢⅝⌂™⁹ 
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（６）今後受講を希望する研修テーマ 

ⱴכ♥   1  2  3  4  5  6  7  

 ─  1  2  4  3  4  1   

 ⁸  1  5  4  2   3   

  ( ╩

╗)  

4  2  1  1  3  4   

 ID  2  3  3  1  3  3   

ה   2  3  1  5  4    

ה  ⁸  4  1  2  3  1  4   

 ∕─        15  

18 )  

 

３．講師・委員所感 

（１）担当講師：西嶋健二氏所感 

ủ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╛ ⌂≥⅜ ⌂╢↓≤⅛╠⁸ ≢⁸

⌂ ─ⱳ▬fi♩╩ ≤↕∑≡ ⌐☼כ♬⁸⅜√⇔╕⅝ ⅎ╠╣

≡™√─⅛⁸ ─ ╙ ╡╕⇔√⁹ 

   ủ ╗ ⌐ ⱶכ꜠◒╢∆ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐≈™≡↔

╩ ╠╣√╙─≤ ∂ ╣╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ▬꜠ⱪꜟכ꜡⁸≡™≈⌐

fi◓─ │ ⌐ ╩⇔≡⅔ↄ≤ ⌂꜡☻⅜⌂ ↄ ╘╠╣╢≤

ⅎ╕∆⁹ 

    ủ │⁸ ≤™℮↓≤≢╙№╡⁸╕∂╘⌂ ╡ ╖╩↕╣≡™╢≤─

╩ ↑╕⇔√⁹ 

    ủ ─ ₁⅜ ≢⁸∕╣∙╣─ ⌐⅔↑╢ ┼─ ╡ ╖⅜

⅝≢№╢≤─ ⅜ ↄ ∂╠╣⁸ │⁸ ⌂ ≢ ╩ ⌐ ╘╢↓

≤⅜ ≢│⌂™⅛≤ ∂╕⇔√⁹ 

ủ∕─ ⁸ ⌐ ≤™℮ ™ ─ ≢│⁸ ─ ⅜№∫√≤ ⅎ╕∆

⅜⁸ ⌂ ⌐⅔™≡⁸ ה ─ ╩ ↑╢≤⁸ ⌂ꜞ☻

◒ ⌂≥ ⌐ ↕∑╢↓≤⅜ ╢─≢│⌂™⅛≤ ⅎ╕∆⁹ 

    

（２）視察委員：岡村慎一委員長・古賀副委員長・吉沢委員・道幸委員・安田委員・

田口委員 所感 

＜岡村委員長＞ 

ủ ─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂⅛∫√⁹ 

ủ◓ꜟכⱪ꞉כꜟ◓⁸≢◒כⱪ ─ ╡ ╡╛ ◦▼▪⁸ ≥─╟℮⌐ ∆╢

⅛╩ ∆╢√╘─ ⅜ ⱶכ꜠◒⁹√∫№≢ ⱪ꜠▬fi◓≢│⁸ꜟכ꜡─

⌐ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⅜ ≢⁸ ⱶכ꜠◒⅜ ╩≢⅝╢╟℮⌐⌂╠⌂↑╣┌

™↑⌂™⁹ ╡ ╡─ⱳ▬fi♩╩ ⇔≡⅔ↄ─⅜ ™⁹ 
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ủ ─ ⌐≈⌂⅜╢▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi◦כ♩╩ ⇔≡│≥℮

⅛⁹ 

ủ◒꜠כⱶ╩ ℮ ⁸ ∆╢ ⁸ ⅜∕╣∙╣─ ╩ √∆√╘⌐⁸

⸗♦ꜟ ╛ ─ ─ ≢ ⅜ ⁹ 

ủ꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓─ ╡ ╡≤ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐∆╢─⅜ ™⁹ 

ủ ─ ⌐╙ ≤ ⱶכ꜠◒⁸╡⅔⅜ ─ ⅜ ⌂╢↓≤⌐╙ ≢⅝

√╠ ⅛∫√⁹ 

＜古賀副委員長＞ 

ủ▪fi◔כ♩ ⅛╠⁸ ─ⱪכꜟ◓─ ⅜ ↓ⅎ╢≤™℮ ⅜№╡⁸ ⅜ ⅛

∫√↓≤⅜ ⱪכꜟ◓⁹╢⅛ ≢ ╩ ⅛™ ⌐◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⁸∑╦ ≢

⅝╢╟℮⌐⇔√ ⅜ ™⁹ 

＜吉沢委員＞ 

ủ◒꜠כⱶ╩ ℮ ─ ╛ ╡ ↄ ⌂≥ ™ ≢№∫√⁹ 

ủ╟ↄⱳ▬fi♩⅜ ↕╣√ ≢№╡⁸ ⌐ ⁸ ─ ╩

↕╣≡⅔╡⁸ ╙ ⁸ ⇔√ ≢№∫√⁹ 

ủ╙℮ ◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⇔ ─ ╛ ─ ⅜ ⇔⅛∫√⁹ 

＜道幸委員＞ 

ủ ≤ ≤─ ─╛╡ ╡│⁸ ─ ╩ ∆╢ ╩ ╖⁸

⅛∫√≤ ℮⁹ 

ủ꜡כꜟⱪ꜠▬fi◓─ ⌐⁸ ╩∆╣┌⁸ ⌐ ↑√ ╙

∞∫√╤℮≤ ∂√⁹ ⌐≤∫≡│⁸₈╕∞ ⌐│ ⌂⅛∫√₉≤™℮

⅜ ∫≡⇔╕∫√─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ ⌐╟╢ ─⌂⅛≢⁸₈ ⌐│ ─ ⌐╟∫≡ ╡ ╖ │ ╦╢₉

≤─ ⅜№∫√⅜⁸╕↕⌐∕─≤⅔╡∞≤ ℮⁹⇔⅛⇔⁸ ⌐≤∫≡│⁸∕

─╟℮⌂↓≤╙ ╘≡₈ ≥℮⇔√╠ ™⅛₉╩ ╡√⅛∫√─≢│⌂™⅛⁹≢

⅝╣┌⁸ ⱪכꜟ◓⌐ ⱶכ꜠◒≢ ─▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi╩ ⅎ≡ ∆╢

─ ⅜№╣┌ ⅛∫√⁹ 

ủ ─ ↕╟╡╙⁸ ⅜ ╩ ∫≡ ⌐ ∆╢ ─ ╡╩ ∆╢

⅜№╢⁹ 

ủ ╩ ╛∆ ⅜№╢ ⌐ ⁹ 

＜安田委員＞ 

ủ ◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡─ ⌐ ╢ ⌐⁸ ⅜ ─ ╩ ∆ ─

⅜ ≢№∫√⁹ 

ủ ╠╣√ ≢│№∫√⅜⁸ ™ ≢№∫√⁹ ≤ ⅜ ⇔≡™√⁹ 

ủ ╩ ╛∆↓≤⌐╟╡⁸ ⌐ⱶכ꜠◒⅜ ∆╢ ╩ ∆ ╩ ╢

↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

＜田口委員＞ 

ủ◒꜠כⱶ ─ ⌐⁸≥℮ ⅎ╣┌ ™─⅛⁸ ™─⅛─ ⅜ ⁹ 
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ủ◒꜠כⱶ╩ ℮↓≤│⁸ ⇔⌂™↓≤≢╙№╡⁸╕√ ≢ ╩ ℮ ─

╩ⱶכ꜠◒⁸≢ ℮ ╩ ⌐ ∂╠╣⌂™ ⅜™√╟℮∞⁹ כ꜠◒│

ⱶ─ ™ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ≢⁸ ─⧵≥ⱶכ꜠◒√∫№⌐ ⌐ ∆╢ ─ ⅜№╢≤

™⁹ 

 

４．正式研修に向けた改善・検討事項等 

（１）内容面について 

ủ ─ ⌐ ℮ ─  

ủ ⌐◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⁸│⌐ ⇔≡⁸ ─⸗♦ꜟ ╛ ─ ⁹ 

 ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╛ ⁸ ─▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi─ ┘ ⁹ 

（２）運営面について 

ủ ─  

ủ ⌐ ∂√ ⌂ ┘ ⁸ ╡ 
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第５章 平成２５年度研修会「教員のキャリアデザインワークショップ」 

 

１．開催概要 

│ ≤⇔≡⁸ ה ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔≡

⇔√⅜⁸∕─ ╩ ╕ⅎ⁸ │⁸ ⌂ ≤⇔≡⁸ ה

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ⇔⁸ ⌐₈ ₉─ꜚ♬♇♩╩ ↕∑≡ ⇔√⁹ 

（１）実施科目及び実施時間 

₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 

 ↓╣⅛╠─ ╩ ℮ ₉  

（２）日時 

 

        .  

        .  

⁸ ה ╖ ╩ ↄ⁹  

（３）会場 

 

（４）受講者 

⅛╠ ≢ ↕╣√  

ה  

ה  

ה ⁸ ≢─  

ה  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸  

（５）講師 

     ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ  

⁸  

（６）視察委員 

      

      

     ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ  

     ⁸ ⁸ ⁸  

（７）昨年度からの主な改訂部分 

ủ ╩ ⅜◒כⱪ꞉כꜟ◓─≡∂ ↕╣╢↓≤╩ ⌐⁸

─ ≢ ⌂▪▬☻Ⱪ꜠▬◐fi◓╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─

╛ ⌐≈™≡⁸ ⌂ ╩⅛↑≡ ה ∆╢╟℮ ה ⇔√⁹ 

ủ ─₈ ₉─ ≤⌂╢╟℮⁸ ⌐₈↓╣⅛╠─ ≤
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⇔≡─№╡ ₉╩ ∆╢ꜚ♬♇♩╩ ↑╢↓≤≤⇔⁸∕─√╘─

≤⇔≡₈ ╩₉♩כ◦ ⇔√⁹ 

ủ ─ ה ╩ ⇔⁸ ה ─ ╩ ╘

╢↓≤╩ ⌐⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤⇔≡⁸ ⌐₈

₉╩ ╡ ╪∞⁹ 

ủ ≤ ⌐₈ꜝ▬ⱨꜝ▬fi♅ꜗ₉♩כ ─ ≤⌂╢ ─◐ꜗꜞ

▪─ ⇔╩ ℮↓≤╩ ≤⇔√⅜⁸∕─√╘─꞉כ◦◒כ♩≤⇔

≡⁸ ─₈☺ꜛⱩ₉♪כ◌ה╩ ⇔√⁹ 

ủ ─₈◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi◦₉♩כ╩ ∆╢ ≢─ ≤⌂╢

─₈ ₉─ꜚ♬♇♩╩ ↕∑╢√╘⁸ √⌐₈◄◗◓ꜝⱶ₉≤₈◐

╩₉כ◌fi▪ה▪ꜞꜗ ╡ ╣⁸ ▬ꜝ₈≥₉כ◌fi▪ה▪ꜞꜗ◐⁸₈⌐

ⱨꜝ▬fi♅ꜗ₉♩כ≤─ ╩ ∆╢↓≤≤⇔√⁹ 

（８）主な研修テーマ及び内容 

ה ⱴכ♥ה     

(1 )  

13:00 

 

 

14:20 

 

 

 

 

15:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:10 

 

 

 

 

 

ủ  

ủ  

 

ủ ה▪ꜞꜗ◐

◐ꜗꜞ▪ 

ủ ה▪ꜞꜗ◐ ◐

ꜗꜞ▪ 

 

ủ◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡ ─

ⅎ 

ủⱪ꜡♥▫▪fiה◐ꜗꜞ

▪ 

ủⱪꜝfi♪הⱤⱪfi☻♃

fi☻כꜞ○☿ה 

ủ◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi

⌐≈™≡ 

ủ ╩ ∂╢≤⅝ 

 

ủ ╩ ╡ ↄ

≤ ─  

ủ ⅛╣≡™╢ ╩

∆╢ 

ủ ╩ ╡ ↄ

 

 

ẽ▪▬☻Ⱪ꜠▬◐fi◓ 

 

ẽ◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡─ ╩

╘╢ 

 

 

 

ẽ◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡─ ╩

╘╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ↓╣⅛╠─ ─№╡ ╩

ⅎ╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ♩כ◦
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18:20 

 

18:30 

 

 

19:00 

 

 

(2 )  

8:40 

 

9:00 

 

9:15 

 

 

10:30 

 

 

 

 

 

13:00 

 

 

14:45 

 

 

16:30 

 

 

 

18:15 

 

─ ≤ ↕╣╢

 

 

ủ ≢─◦▼▪ꜞfi◓ 

 

ủ↓╣╕≢─ ─№╡

 

 

ủ  

 

 

 

ủ  

 

ủ ─ ╡ ╡ 

 

ủ◐ꜗꜞ▪╩ ⇔√↓

≤│  

 

ủ ─◐ꜗꜞ▪─

⇔ 

 

ủꜝ▬ⱨꜝ▬fi♅ꜗכ♩

─  

 

ủ 1 ◄◗◓ꜝ

ⱶ  

 

ủ 2 ◐ꜗꜞ▪

▪fi◌כ  

 

ủ ⌐≢⅝╢↓≤≤╛

╢ ─ ∫↓ 

 

 

ủ◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi◦כ

♩CAN≤WILL 

 

 

 

 

 

ẽ↓╣╕≢─ ─№╡ ╩

ⅎ╢ 

 

ẽ ⁸ ─ ╩ ╘╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẽ☺ꜛⱩכ◌ה♪╩ ⇔≡⁸

─◐ꜗꜞ▪─ ⇔╩

℮ 

 

 

 

ẽ▪☿☻ⱷfi♩◄◗◓ꜝⱶ╩

⇔≡ ╖≤ ╖╩ ∆╢ 

 

ẽ │כ◌fi▪ה▪ꜞꜗ◐─

⅛  

 

ẽCAN≤WILL╩ ⅎ╢ 

 

 

 

ẽCAN≤WILL╩ ⅝ ╗ 

 

 

 

 

 

☺ꜛⱩה

 ♪כ◌

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇔

⁸

⁸

 

 

 

╡ ╡

 

◐ ꜗ ꜞ

fi▪ה▪

 כ◌

╡ ╡

 

⇔

⁸

⁸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⁸
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19:00 

 

ủ ─ ╡ ╡≤╕

≤╘ 

 

 

 

 

 

(3 )  

8:40 

 

8:50 

 

9:00 

 

 

10:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:00 

 

 

 

14:10 

 

 

 

 

15:00 

 

 

16:00 

 

 

 

ủ ─ ╡ ╡ 

 

ủ ─ ╣⌐≈™≡ 

 

ủ ≤

 

 

ủ  

 

 

 

 

 

ủ  

 

 

ủ◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi╩

ⅎ╢ 

 

 

ủ  

 

 

 

 

ủ ™─  

 

 

ủ  

ủ▪fi◔כ♩  

 

ẽ◓ꜟכⱪ ≢ ∆╢ 

 

ẽ ─ ╣⌐≈™≡  

 

ẽ ♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi 

ẽ ≢ ⅎ╢≤│≥℮

™℮↓≤  

ẽ₈↓╣╕≢₉≤₈↓╣⅛╠₉

♩כ♁♪כ◌╩ ⌐╟∫≡

⅝ ⱪכꜟ◓⁸⇔ ≢ ⅎ╢ 

ẽ◒꜡☻◓ꜟכⱪ▬fi♃ⱦꜙכ

≢ ∆╢ 

 

ẽ↓╣⅛╠ ↓╡ ╢↓≤⌐

∆╢№╠╝╢  

 

ẽ↓↓╕≢─ ≢▪►♩ⱪ♇

♩⇔√ ╩╙≤⌐⇔≡⁸

─ⱦ☺ꜛfi╩ ⅎ╢ 

 

ẽ◓ꜟכⱪ ≢ ∆╢ 

ẽⱷfiⱣכ ⌐ⱨ▫כ♪Ᵽ♇

◒⇔ ™⁸Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪♇ⱪ

∆╢ 

 

ẽ ⌐ ┘ ∫√ⱷfiⱣכ⌐◄

╩ꜟכ ╢ 

 

ẽ ─╕≤╘ 

 

 

 

 

 

 

╡ ╡

 

 

 

 

 

⁸

 

 

 

 

⁸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⁸

+ ⁸
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２．受講者アンケート結果（一部抜粋） 

（１）プログラム全体の評価 

ᵑ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

17  8    

ᵒ ꜠ⱬꜟ 

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

15  10    

ᵓ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

23  1  1   

ᵔ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

9  13  3   

ᵕ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

11  13  1   

ᵖ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

9  11  5   

ᵗ  

≤≡╙   №╕╡ ≢⌂™ ↄ ≢⌂™ 

13  11  1   

β∕─ ⁸ ꜠ⱬꜟה ה ה ⌐ ∆╢  

ủ ⅜ ™≤ ⅎ╕∆⁹ 

ủ │ ™ ⌐⌂╢─⅛⌂≤ ™╕⇔√⅜⁸ ≢◖Ⱶꜙ♬◔כ

◦ꜛfi╩ ╢ ╙ ↄ⁸ ⌐⁸╙∫≤ ⇔ ™√™⁸ ⇔√⅛∫√ ⁹ ⌐⁸

№∫≤™℮ ─ ≢⇔√⁹ 

ủ ≢ ╩ ∫√ ≢ ɖ─ ⅜№╣┌╙∫≤ ≢∆⁹ 

ủ√╕√╕∞∫√≤ ™╕∆⅜⁸ ⌐ │─╢™≡⇔♩כ♃☻⅜ ⅝≈™≢∆⁹ 

ủ │⁸◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡№╢ ⇔√ ≢ ⇔√ ⅜⁸ ─↓≤

⅜ ↄ ⅛∫√ ≢ ↑╢≤ ∂╕⇔√⁹ ─ ⅜ ∆⅞╢─≢│⁹ 

ủ ⅜ ∞∫√─≢⁸╙℮ ⇔ ™ or ╖

⌐ ⇔≡ ↑╢≤ ™≢∆⁹ 

ủ ה ה ╟╡│ ה ה ⅜╟⅛∫√≢∆⁹ 

ủ ⅜≤≡╙ ™ ∞∫√─≢ ה ─ ⌐⇔╪≥⅛∫√≤

™╕⇔√⁹ ─ ╩ ⌐ ↑≡╙╟™─≢│≤ ∂╕⇔√⁹ 
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ủ │ ≢№╢⅜ ╩╙∫≤◖fiⱤ◒♩⌐ ⌂™≢⇔╞℮⅛

⁸♩כ♃☻ ⅜⁸ ⅛╠ √ ≤⇔≡│ ⌐╙ ⌐

╙ ∞≤ ™╕∆⁹ 

ủ ≢╙ ™─≢∆⅜ ╟╡ ↄ╠™⅜№╡⅜√™≢∆⁹ 

ủ ⌐⌂╡╕⇔√⁹ ⅛╠►꜡◖⁸ ⌐╙↓℮ ⅎ╟℮⌂≥ ⅝⅜ ↄ

№╡╕⇔√⁹ │ ─ ╙ ⇔≡╙ ™─⅛⌂≤ ™╕⇔√⁹ ─↓─

│ ⅜№╡╕∆─≢⁸ ─ ─ ⌐╙╟╡╕∆⅜⁸ ⅜╟™

≤ ∂╕⇔√⁹ 

ủ │ ≤™℮ ⌐∙∫≤⇔≡™╕⇔√⅜⁸ ⌐ ⇔≡╖≡⁸

─ ⅜ ↄ≡┘∫ↄ╡⇔╕⇔√⁹ 

ủ ╣┌⁸╙℮ ↄ ╩ ⇔≡ ↑╢≤⁸ ⌐│№╡⅜√™≢∆⁹

⌐ ╩ ⇔≡ↄ∞↕╢─│∆┌╠⇔™≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ │ ™≤ ∂╕∆⁹ ⌐ │ ⅜ ∆╢√╘⁸ ╙⇔ↄ│ 

╩ ⌐⇔≡ ↑╢≤ ⅛╡╕∆⁹ 

 

（２）単元ごとの評価 

֘ ֙ 

ᵑ₈◐ꜗꜞ▪₉≤™℮ │⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

11  14    

ᵒ₈◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi₉⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛   

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

13  12    

ᵓ₈ ─ ≤ ₉⌐≈™≡⁸ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

18  7    

֘ ֙ 

ᵔ₈◐ꜗꜞ▪─ ⇔₉≢↓╣╕≢─ ─ ╡ ╡⅜≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

16  9    

ᵕ₈ꜝ▬ⱨꜝ▬fi♅ꜗ₉♩כ≢∕─ ₁─ ∟─ ╣╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕⇔

√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

15  10    

ᵖ₈ ◄◗◓ꜝⱶ ₉≢ ─ ╖≤ ╖╩ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

11  4    
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ᵗ₈ כ◌fi▪ה▪ꜞꜗ◐ ₉≢ ─ ≤⌂∫≡™╢▪fi◌כ╩

≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

19  6    

ᵘ₈ꜝ▬ⱨꜝ▬fi♅ꜗה▪ꜞꜗ◐₈≥₉♩כ▪fi◌₉כ─ ╩ ≢⅝╕⇔√

⅛   

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

18  7    

֘ ֙ 

ᵙ₈ ≤ ₉⌐≈™≡ ה ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

24  1    

ᵚ₈ ה ₉⌐≈™≡ ≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

16  8  1   

ᵛ№⌂√│ ≢ ⌂₈◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi₉╩ ╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⅛  

⌐≢⅝√ №╢ ≢⅝√ №╕╡≢⅝⌂⅛∫√ ↄ≢⅝⌂⅛∫√ 

10  9  6   

ᵜ ⅛╠№⌂√│ ⌐ ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝∕℮≢∆⅛  

⌐≢⅝∕℮ №╢ ≢⅝∕℮ №╕╡≢⅝∕℮⌐⌂™ ↄ≢⅝∕℮⌐⌂™ 

11  13  1   

 

（３）研修参加の動機 

ᵑ ╠─  ᵒ ⅛╠─ ╕√│  ᵓ∕─  

2  25   

    (ᵑ≤ᵒ ╩ 2 )  

 

（４）この研修で収穫になったこと 

ủ◐ꜗꜞ▪╩ ⅛⇔√ ╩⇔≡™↓℮≤ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ ─◐ꜗꜞ▪≤│ ⅛╩ ⅎ╠╣√ ⁹ 

ủ ╩ ≈╘ ∆ ™♅ꜗfi☻≢⇔√⁹ ≢ ╩⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™─⅛ ⇔≢

│№╡╕∆⅜⁸ ⅎ≡⅝√ ⌐ ™╕∆⁹ 

ủ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi⌐≈™≡ ⌐ ╪≢™√ ⌐⁸ ╕≢─ ⅜≢

⅝√─≢⁸ ⅜ ╕≢ ⌐ ⇔∕℮≢∆⁹ 

ủ ─ ↕≤ ⇔↕⁹ ⌐ ╩ ⅛∑╢ ╩ ↑╢─≢│⌂ↄ≡⁸

╩ ↄ ─ ≈↑ ╩ ⅎ╢ ╩ ↑╢ ⅜№╢≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ↓╣╕≢ ≤ ⅎ≡⅝√ ─◐ꜗꜞ▪─ ≤ ─ⱪכꜟ◓ ≤─ ⁹ 
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ủ ⅜ ⅜∫√⁹ ∂ ≢ ≤™℮ ≢│№╡╕∆⅜⁸ ⅜

⌂∫≡⁸ ₁⌂ ⅜ ↑≡ ⅛∫√≢∆⁹ ─↓≤╩ ≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ↓╣╕≢─ ╩ ╡ ╢↓≤⅜≢⅝≡ ⅛∫√⁹ ─ ─ ─╛╡

╩ ⇔ ⅎ⌂™≤ ≤ ⅎ⌂™≤ ⅝╕⇔√⁹ 

ủ ╘╠╣≡™╢ ה ⌐≈™≡ ≢⅝√⁹ 

ủ ─ ╩ ↕∑╢√╘⌐│⁸ ⅜ ╩ ∟ ↑╢ ⅜№╢ ⱪכꜟ◓

─ ≢ √ ⁹ ◐ꜗꜞ▪≤│ ⅛⁹ ─ ╖≤ ╖╩ ╣√↓≤⁹

╩ ╣√↓≤⁹ 

ủ ╩ ≈╘⁸ ╖≤ ╖╩ ⌐ ≢⅝√↓≤⁹ ™⁹ ─ ₁≤

⅜≢⅝√↓≤⁹ 

ủ ⅜≢⅝⁸ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi⌐≈™≡ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝√↓≤│

≢∆⁹ 

ủ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi⅜ ⅛╡⁸↓╣⅛╠─ ⌐ ⅛⇔√™≢∆⁹ ─ⱷfi

Ᵽכ≤ ─כⱪⱷfiⱣכꜟ◓⁹≥↓√⅝≢ ≤╙ ⅎ√↓≤⁹ 

ủ ⅜≢⅝√↓≤≤ √⌂ ⌐ ⅎ√↓≤⁹ 

ủ ∂ ⌂ ─ ⅜ ↕╣≡™√─≢⁸ ₁⌂↓≤⌐ ≢⅝╕⇔√⁹ 

ủ ─ ≤ ╩ ≢⅝√⁹∕─ ≢↓╣⅛╠╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 

ủ ─ ⅜≤╣√↓≤⁹ ⅜≢⅝√↓≤⁹ ─ ⅛╠ ╩╙╠

ⅎ√↓≤⁹ ╩ ≤℮≤ ⅎ√↓≤⁹ 

ủ ⌐╙╛╠∑≡™╢₈╛╢ ─ ∫↓₉─ ≢ ≈ ⅜ ↄ ═≡ ⅛∫

≢ⱪכꜟ◓─◒כⱪ꞉כꜟ◓⁹∆≢√ ₁≤⅔ ™─ ╖╙ ∑≡ ⅛∫√≢∆⁹

≥─ ≢╙ ⅎ≡™╢ │ ⌂─∞≤ ™⁸ ⅜ ⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

ủ ╩ ∟⁸∕─ ∟╩ ⅎ≡™ↄ↓≤⁹ 

ủ ╠─ ⅎ └≤≈≢⁸ ─ │╙∟╤╪ ⌐╙ ™ ⅜ ⅎ╠╣╢↓≤

╩ ╘≡ ∂√⁹╕√⁸◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡ ≤⇔⅛ ⅛∫≡™⌂⅛∫√↓≤⌐

ↄ↓≤⅜≢⅝√⇔⁸↓╣⅛╠│ ה ╩ ⇔≡⁸ ⅎ╢ ⇔≡

⇔≡™⅝√™≤ ∫√⁹ ≤⇔≡ ⌐ ↕╣╢↓≤⌐ ⇔⁸

╩ ∫≡ ⌐ ╡ ╗╟℮⌐⇔√™⁹ 

ủ◐ꜗꜞ▪ה▪fi◌כ╩ √↓≤⁹ 

ủ ─ ╩ ╡ ╢ ™ ≤⌂∫√⁹╕√⁸ ─ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi╩

╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ─ ™ ╛ ™ ╩ ╘≡ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ╩

∫≡⁸ ╩⇔≡™ↄ ─ ↕╩ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 

ủ↓╣╕≢≤↓╣⅛╠─ ─№╡╟℮╩ ⅎ╠╣√↓≤⁹ 

ủ ⅜ ╕╢ ⇔╩⇔≡ ⅝╕⇔√⁹╕∞╕∞ ─╡│ ™─≢∆⅜ ╡╕∆⁹

⅔≢ⱪכꜟ◓ ™≢⅝√ ₁│ ≢∆⁹№╡⅜≤℮↔↨™╕∆⁹ 

ủ ╩∆╢ ≢⁸ ה ─ ╩ ╘╢↓≤⁹∕⇔≡⁸∕─↓≤╩│∫⅝

╡ ⅎ╢ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒─ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ─ ─√╘⌐

─◐ꜗꜞ▪─ ⅜ ≢№╢≤ ∂╕⇔√⁹ 
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（５）「気になった」、「分かりづらい」、「改善して欲しい」こと等 

ủ ↓─╟℮⌂ ╩ ↑≡⁸ ⌐≈™≡╙ ⌐⌂╡╕⇔√⁹№╡⅜≤℮↔↨

™╕⇔√⁹ 

ủ ╙ ↕╪ ⌐⇔√╠™⅛⅜⅛⌂≤ ™╕⇔√⁹ ⌐⁸ ⅜ ╕╢⅛⌂≤

™╕⇔√⁹ 

ủ↓╣⅛╠─ ╩≥℮⇔╟℮⅛≤ ╖╕⇔√⁹ 

ủ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi⌐≈™≡⁸╙℮ ⇔⅔ ╩ ⅛∑≡ ↑╢≤⌂⅔ ⅛

∫√≤ ™╕∆⁹ 

ủ ⌐◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi ⌐ ⇔√─≢⁸╙℮ ⇔ⱥfi♩ה ⅜╒⇔⅛∫

√⁹ 

ủ │₈ ₉╟╡₈ ₉⅜ ⅛∫√≢∆⁹ 

ủ ⅛╡╛∆™ ≢⇔√⁹ №╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ 

ủ ™ ⌂─≢ ≢ ⅜⇔╓╡⌐ↄ⅛∫√⅛≤ ™╕∆⅜⁸ ⅜

⌐╦√∫≡ ⅎ≡⅝≡™╢ ─ ≤⇔≡│ ⌂™≤ ™╕⇔√⁹ 

ủ ─ ⁸ ⁸ ╩ ╢√╘─ ⅛⌂⅔ ™№╡⅜≤℮↔↨™╕

⇔√⁹ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

ủ ⅛╡╛∆⅛∫√≢∆⁹ 

ủ ─ ─ ≤ ╩ ∆╢ ⅜⌂⅛⌂⅛⌂™─≢⁸ ⌐╙℮

╩ⱶכ♅ ⇔ ∆≤⁸╟╡ ↄ─ ⅜ ⅎ╢≤ ™╕⇔√⁹ ∞↑≢

⌂ↄ⁸ ─ ₁⌐╙ ⇔≡ ⅝√™⁹ 

 

（６）今後受講を希望する研修テーマ 

ⱴכ♥   1  2  3  4  5  6  7  

 ╩

╗  

6   5  4  2  7   

 ⁸  2  5  3  5  6  3   

 ID  2  3  5  8  3  3   

ה   9  4  3  1  5  2   

ה  ⁸  4  7  7   1  5   

  1  5  1  6  7  4   

 ∕─        5  

 

３．講師・委員所感 

（１）担当講師（研修１日目）：岡村委員長所感 

ủ ─ ⅜ ⅞╢ ╩ ⇔⁸ ─ ⅜ ≢│⌂™⅛⁹ 

ủ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⌐ ⇔≡⁸ ─ ≤ ⌐ ╩ ╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ╩ⱶꜝ◓◗◄≡⇔≥ꜟכ♠─ ⇔√⅜⁸∕─ ╛◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛ

fi≤─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ⅎ╠╣⌂⅛∫√ ⅜ ≤⇔≡ ∫√⁹ 
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（２）担当講師（研修２・３日目）：道幸委員所感 

＜棚卸し作業において（研修２日目）＞ 

ủ ⌐≢⅝╢ ╡ ⇔√♃☻◒꜠ⱬꜟ╕≢Ⱪ꜠כ◒♄►fi∆╢╟℮⌐

ⅎ╢↓≤ќ ≢ ⅎ√╙──⁸∕╣╕≢ ⅝⌂ ⌐♩כ◦≢╡ ⅝ ╪≢™√

─≢⁸↓─ ⌐ ↄ ∟─ ╣╩ ⅝ ╗ ≢▬ⱷכ☺≢⅝⌂ↄ⌂∫≡⇔╕℮⁹ 

＜自己理解の項目に入る段階（研修２日目）＞ 

ủ ≢ ─ ⌂ⱳ▬fi♩⌂≥╩ ⅎ√⅜⁸∕╣╩⇔≡⇔╕∫√↓≤

≢ ⌐ ≢⅝⌂ↄ⌂∫≡⇔╕℮⁹№ↄ╕≢╙ ≤ ⅝ ℮ ⌂─≢⁸↓

─╟℮⌂ⱳ▬fi♩│ ╣⌂™⁹ 

ủ₈ ╖₉╩ ∆╢≤↓╤≢⁸ ⅝ ─ ─ ╩ ╣√⅜⁸∕↓╕≢≢

╘≡⅔ↄ═⅝⁹ ╛ ⌂≥─ ╩⇔≡⇔╕∫√─≢⁸ ⌂ ╩ ⇔≡

⇔╕℮↓≤⌐⌂∫√⁹ 

＜キャリア・アンカーのアセスメント使用時において（研修３日目）＞ 

ủ ─ ─▪fi◌⁸⅜─╙╢™≡∫⌂⌐כ ≢ ↕╣╢↓≤⌐╟╡Ⱪ꜠

≡⇔╕℮↓≤⅜№╢⅛╙⇔╣⌂™⁹↓─ ≢─ ╩ ⌐∆═⅝⁹ ≢

ⅎ╢↓≤⌐⌂∫√⁹ 

＜当事者意識のセッション（研修３日目）＞ 

ủ ⁸ ─ ⌐ ∫≡⅛╠ ₁─ ⌐╟∫≡ ╣⅜∟⌐⌂∫≡⇔╕℮⁹

─ ∟ ≢⁸ ─ ⅝ │ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╪∞≤™℮↓≤╩

⌐ ⌐ ⅎ╢↓≤⁹ 

＜キャリアビジョン作成（研修３日目）＞ 

ủ ⌐ ⅛∫√⅛╙⇔╣⌂™⁹ ה╖ ה╖ ⌐≈™≡│ ⌐ ⅝ ╗

╩ ↑≡™√⅜⁸╛│╡◑ꜞ◑ꜞ∞∫√⅛╙⇔╣⌂™⁹ ⁸ ⅛ ╩ ↑

√⅜⁸∕╣╠─ ─ √∟│№╢ ▬ⱷ⁸⅝≢╙☺כ ⅝ ╗↓≤⅜≢⅝≡

™√ ⁹⇔⅛⇔⁸ ─ │≤™℮≤ ⅝ ╘╢↓≤⌐ ⇔↕╩ ∂≡™√─╙▪

fi◔כ♩ ⅛╠╙℮⅛⅜ⅎ╢⁹ │⁸ ╩ ⇔√ ─ ╩ ╡√

╩ ∆╢↓≤╙ ⅎ≡™√⅜⁸╛│╡ ⌐ ⅜⌂™≤ ⇔√√╘ │

∑∏⁹ כⱪⱷfiⱣכꜟ◓∂ ─♄▬♫Ⱶ◒☻⌐╟∫≡⁸↓─ ╩ ⇔

√ ⅜◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi╩▬ⱷ⁹™⌂╣⇔╙⅛√⅝≢☺כ≢⅝╢↓≤⌂╠№≤

⇔™≤↓╤≢№∫√⁹ 

＜総括＞ 

ủ ≤⇔≡│⁸╛│╡ │ ™≤ ∂√ ╙⁸∕℮≢⌂™ ╙™╠∫

─◓כ꜡▪▬♄⁸⅜√∫╚⇔ ╩ ↄ ↑╢↓≤⅜≢⅝√─≢⁸∕╣⌂╡⌐

↕╣≡™≡ │ ∂╠╣⌂⅛∫√⁹ ≤⇔≡⁸ ─ ≤ ═≡⁸

≢ ≢⅝√↓≤│≤≡╙ ⅛∫√≤ ℮⁹№≤│⁸ ╖ ⁸

≤ ≢ ─ ₁─ ╩ ≢⅝╢ ⅜™╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ 
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（３）視察委員：古賀副委員長・吉沢委員・平野委員・田口委員所感 

＜古賀副委員長＞ 

ủ ⌐ ╩ ⇔√↓≤⌐╟╡⁸ ⅛╠─ ⅜ ↄ⌂∫√↓≤

╩ ∂√⁹ 

ủ ╙ ∆═⅝⁹ 

ủ ≤ ⌐ ⇔≡⁸ ╩ ╘╢═⅝⁹ 

＜吉沢委員＞ 

ủ ─ ╘ ќ ꞉כ◒ќ◒ꜟכⱪ꞉כ◒ќ ќ ╡ ╡ ⅜ ⌐

≤∫≡ ⅛╡╛∆™╙─∞∫√≤ ∂╢⁹ 

ủ ⅜ ∆╢ ≤⇔≡╙⁸ ─ ╩ ⌐ ↑≡╙╠™√™≤ ⌐ ⇔√

╩ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸∕─ ╡─ ⅜ ╠╣√≤ ∂√⁹ 

＜平野委員＞ 

ủ ⌐ ═ ╩ ⌐≤╣√↓≤≢⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⅜ ⌐ ∟ ╦∑─ ↕╣≡⁸╟╡ ⇔ ™ ≤⌂

∫≡™╢⁹ 

₃ ⅜ ⌐ ⌐ ╙ →⅛↑≡⅔╡⁸ ⁸ ─ ⅜ ╩

╟╡ ╘≡╝ↄ ╛∕─ ⅜ ╠╣√⁹ 

ủ╗⇔╤ fi≤⇔≡≤╠ⅎ⁸▬ꜝ♩כ♃☻╩─╙─⧵ ─ ⅜ ⌐

≥─╟℮⌐ ⇔⁸╕√⁸∕╣⅜ ↕╣≡™╢⅛╩ ≢⅝╢≤ ™≤ ℮⁹ 

＜田口委員＞ 

ủ ⌐₈↓╣⅛╠─ ─№╡ ₉⌐≈™≡ ⅎ╢ ╩ ⅎ√↓≤⌐╟╡⁸

⅜ ⌐◒♇Ᵽ♪כ▫ⱨ─╠⅛כⱪⱷfiⱣכꜟ◓≥ ≠⅝⁸ ⌐

╩ ∆╢╟℮ ∑√╟℮∞⁹ 

ủ ▪fi◔כ♩─ ⅛╠⁸ ─ ≢№∫√ ─ ⅜ ↕

╣⁸ ─ ─ ╙ ⇔√≤ ∂√⁹ 
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第６章 科目別シラバス概要（平成２５年度改訂版） 

 

【シラバス（１）】 

１．科目名 

₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ 

２．キャリアパス 

ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ ⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ⁸ ♩כⱳ꜠⁸◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸ ⌐╟╢ 

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

 ≤⇔≡⁸ ╛◒ꜝ☻ ╩ ∆╢ ≢⁸ ⌐ ╩

╘⁸ ≤⇔≡ ℮ ─ ╛ ─ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ℮

⌐ ╗⅛⁸№╢™│ ≤⇔≡─ ╩ ∆⅛ ─ ╠─◐ꜗꜞ▪

Ɽ☻（※注 3）⌐≈™≡⁸ ⌂ ╩ ™⁸ ⌐ ≠ↄ▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi

♬fi◓╩ ℮⁹╕√⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩≥℮ ⇔≡

™ↄ⅛╩ ⌐ ╡ ╗╟℮⌐∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ≢│ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ ⇔√⅜⁸

⌐⁸ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ ⇔⁸₈ᵘ ה ₐ◒כⱪ꞉כꜟ◓ה

₉e─ꜚ♬♇♩╩ ↕∑√⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ ─ ה  ╠╩ ╡ ↄ ─ ≤ ╩ ╘⁸↓

╣⅛╠─ ⌐│ ⅜ ⌂─⅛╩ ∆╢⁹ 

ה ─ ╖╛ ⁸ ≢ ╖╛ ╩ ⇔⁸ √

∆═⅝ ⅛╠─ ≤ ─

╩ ⌐∆╢⁹ 

ה ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi╩ ∆╢√╘─ ⌂▪

◒◦ꜛfiⱪꜝfi╩ ≡⁸◖Ⱶ♇♩∆╢⁹ 

ה ─◓ꜝfi♪ꜟכꜟ╩ ∆╢⁹ ⅜ ⌐

∟ ↄ ┘⁸ ⌐ ╘╢√╘⌐⁸ 

(1) ╠∏⌐⁸ ⌐⁹ 

(2)⅔ ™ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩ ⌐⁹ 

│≢◒כⱪ꞉כꜟ◓(3) ⌐⁹ 

(4) ⌐╟∫≡│⁸↓─ ╡≢⁹( ) 
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  ⱴכ♥

ᵒ   

ᵓ  ◒כⱪ꞉כꜟ◓≥

₈◐ꜗꜞ▪≤│₉ 

─≡™≈⌐▪ꜞꜗ◐ה ╩ ╘╢⁹ 

ủ ה ◐ꜗꜞ▪ 

ủ ה▪ꜞꜗ◐ ◐ꜗꜞ▪ 

ᵔ  ◒כⱪ꞉כꜟ◓≥

₈◐ꜗꜞ▪⌐≈™≡ ─

ⅎ₉ 

ủⱪ꜡♥▫▪fiה◐ꜗꜞ▪ 

ủⱪꜝfi♪הⱤⱪfi☻♃fi☻כꜞ○☿ה 

ủ◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi ⌐≈™≡ 

ủ ╩ ∂╢≤⅝ 

ᵕ ◒כⱪ꞉כꜟ◓≥

₈↓╣⅛╠─ ─№

╡ ╩ ⅎ╢₉ 

ủ ╩ ╡ ↄ ≤ ─  

ủ ⅛╣≡™╢ ╩ ∆╢ 

ủ ╩ ╡ ↄ ─ ≤ ↕╣╢

 

ᵖ ─ ╡ ♩כ◦╡

 

↓╣╕≢─ ─№╡ ╩ ⅎ╢⁹ 

ᵗ ─ ╡ ה ╡ │⁸ ♩כ◦√⇔ ≢ⱪכꜟ◓╩

╡ ╢⁹ 

ᵘ ה ⱪ꞉כꜟ◓ה

 ◒כ

₈ ₉ 

─♩כꜗ♅ⱨꜝ▬fi▬ꜝה ה ⅛╠◐ꜗꜞ▪─

⇔╩ ℮⁹ 

╩כ◌fi▪ה▪ꜞꜗ◐ה ≈↑╢⁹ 

ה ⌐│≥╪⌂ⱦ☺Ⱡ☻☻◐ꜟ⅜ ⌐≈™≡™╢─⅛ 

fiꜛ◦כ◔♬ꜙⱶ⌐╟╡◖Ⱶꜝ◓◗◄ה ─ ╛

╩ ∆╢⁹ 

ᵙ ╡ ╡ ─ ⅛╠ ≠™√↓≤╩ ∆╢⁹ 

ᵚ ≤  

 ₈ ₉ 

ה ≤⇔≡ ╩╙≈↓≤─ ╩

ה ∆╢⁹ 

≢▬꜠ⱪꜟכ꜡ה ∆╢⁹ 

ᵛ Must₈ה  ╩ ╘╠╣≡™╢─⅛ ₉( ה ─

)⌐≈™≡⁸₈↓╣╕≢₉≤₈↓╣⅛╠₉╩ ⌐

♪כ◌ ≢ ⌐╕≤╘╢⁹ 

כꜙⱪ▬fi♃ⱦכꜟ◓☻꜡◒ה ≢ ∆╢⁹ 

ᵜ◐ꜗꜞ▪ ♩כ◦ ה  ≤ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ─ ─◐ꜗꜞ

▪ⱦ☺ꜛfi≤ ⌂▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi╩ ⅎ⁸◦כ

♩╩ ∆╢⁹ 

ה ꞉כꜟ◓≥◒כⱪ꞉כ◒≢ ╘╢⁹ 

ⱪכꜟ◓ה ≢ ⇔⁸ ─ⱷfiⱣכ⅛╠▪♪Ᵽ▬☻╩

╙╠℮⁹ 
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  ⱴכ♥

ᵝ ≤ ≥ⱦ☺ꜛfi▪ꜞꜗ◐ה  ⌂ ╩ ⌐╕≤

╘╢⁹ ꞉כ◒≢ ℮⁹ 

ⱪכꜟ◓ה ≢ ∆╢⁹ 

ᵞ╕≤╘ ה ─ ⁸ ≢ⱪכꜟ◓ ╛ ⅝╩ ═⁸

≢ ⇔≡ ∆╢⁹ 

８．本科目の修了基準 

◐ꜗꜞ▪ ╩♩כ◦ ⇔⁸ ─◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi╩ ⌐ ≢⅝≡™╢⁹

⌐⁸∕─ⱦ☺ꜛfi ⌐ ↑≡⁸ ⌂▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi⅜ ↑≡™╢ ╩╙

∫≡ ≤∆╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

כ♃כⱳ◘ה▪ꜞꜗ◐ ╩כ♫כ꜠♩ ⌐ ╩  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

│⁸╕∏│ ≤⇔≡ ⌐ ≤⇔≡ ↑≡ ↄ╙─≢№╢⁹

╩ ⌂ ≤⇔≡ ≡╢ ≢⁸ ╠⅜ ⌂◐ꜗꜞ▪ ─№╢

≤⇔≡─ №╢ ⅝ ╩∆╢√╘⌐ ⌂ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹ 

３．テキスト（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

４．参考図書（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 
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【シラバス（２）】 

１．科目名 

₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

２．キャリアパス 

ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ ⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ⁸ ♩כ◦⁸◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸  

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

 ₈ ─ ה ₉╩ ╘╢↓≤╩ ≤∆╢⁹

⌐≤∫≡─ ≤│ ⅛╩ ╡⁸ ─ ─√╘─

╛ ─ ╩ ⅝ ∆√╘─ ⌂ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂╢↓≤╩

∆⁹ 

⌐│⁸ 

ה ⌐⅔↑╢⁸ ≤⇔≡─ ♩ⱴⱠ☺ⱷfiה  

ה ─√╘─ ─ ╩ ⅝ ∆√╘─ fi♅כ◖

◓（※注 5） ⁸ⱷfi♃ꜞfi◓（※注 6）  

∕╣∙╣─ ⌐≈™≡ ╩≈↑╢↓≤╩ ∆⁹ 

 ≤⇔≡⁸ ╙⇔ↄ│ ⌐⅔™≡₈ ─ ה ₉

⌂≥≢ ⇔√ ╩  ⁹∆╕╡№⅜♩כ◦╢∆

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ ⌐ ╘╠╣≡™╢╙

─╩ ∆╢ 

Ẽ ⁸  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸

ủ  

ủ ⌐≤∫≡─ ≤│ ⅛ 

 │≥ⱪ♇◦כ♄כꜞה

ה ≤⇔≡─ⱴⱠ☺ⱷfi♩≤│ 

ה ╘≡─ ⌐ ⅛∑╢≤│ 

ᵒ ☻◐ꜟ≤│ Ẽ ⁸  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸

ủ ≢│⌂ↄ  

ủ₈♥▫כ♅fi◓הⱷfi♃ꜞfi◓כ◖ה♅fi◓₉ 

ủ₈ⱷfi♃כ≤ⱷfi♥▫₉כ 

ủ₈☻◐ꜟ≤◖fiⱧ♥fi☻₉ 

ᵓ ה ─√

꜡fi◓─▪ⱪ♅כ◖─╘

Ẽ ⁸  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸

ủ◖כ♅fi◓≤│ 
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  ⱴכ♥

◓fi♅כ◖₈ה ♅כ ₉ 

₈ה  fi◓₉♅כ◖

ủ◖כ♅fi◓⌐⅔↑╢ ⅎ 

₈ ⌐ ∆╢ⱪꜝ☻☻♩꜡כ◒≤ⱴ▬♫☻☻♩꜡כ

◒₉ 

₈ ה ─ ╩ ≈↑╢₉ 

₈ ה ─ ╩ ╘╢₉ 

ủ◖כ♅fi◓☻◐ꜟ 

─◓fi♅כ◖₈ה ₉ 

 ₉ꜟ◐☻ה▪◖─◓fi♅כ◖₈ה

ủ ─  

₈ה ─√╘─ GROW⸗♦ꜟ₉ 

─╘√─◒♇Ᵽ♪כ▫₈ⱨה START ⸗♦ꜟ₉ 

ᵔⱷfi♃ꜞfi◓─▪ⱪ꜡כ

♅ 

Ẽ ⁸  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸

ủⱷfi♃ꜞfi◓≤│ 

◓₈ⱷfi♃ꜞfiה ₉ 

₈ה ─ ⁸ ₉ 

₈ה ₉ 

ủ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi☻◐ꜟ 

₈ה ₉ 

₈ה ⁸ ₉ 

ủ  

₈ה ₉ 

₈ה ₉ 

ᵕ  Ẽ ⁸  ╢╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸

ₒ ╪∞ ה ╩ ∆╢ₓ 

☻כ◔ ה  

☻כ◔ ה  

ה♩כ◦◒♇▼♅  ה  ♩כ◦

ᵖ╕≤╘  

８．本科目の修了基準 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡
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∆╢⁹ 

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

│⁸ ⌐ ⌂ ─ ≤ ≤⇔≡─ ─

╩ ╢⁹╕√⁸ ─ ╩ ╢↓≤╩ ≤⇔⁸ ─ ─√╘

─ ╛ ─ ╩ ⅝ ∆√╘─ ◓fi♅כ◖ ⁸ⱷfi♃ꜞfi◓

─ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡ ⌂ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ╩ ╢⁹ 

３．テキスト（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

４．参考図書（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 
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【シラバス（３）】 

１．科目名 

₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉ 

２．キャリアパス 

ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ⁸ ♩כⱳ꜠⁸◒כ꞉כꜟ◓⁸ ⌐╟╢ 

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

 │⁸∕─╒≤╪≥⅜ │ ≢№╡⁸ √╢ │⁸

⌐╟╢≤↓╤⅜ ™⁹╕√ ⅜ ─ ─ ╩ ↑≡

⁸╕√ ⌐╟╡⁸ ─ │ ↄ⁸╕√⁸ ─

ה │ ⌂⅔ ⇔≈≈№╢⁹∕─ ≢ ╩♃כ♦ ≈╕≢╙⌂

ↄ⁸2018 ⌂╢ 18 ⅜ ∆╢≤™℮ ⇔™ ⅜№╢⁹↓─

≢⁸ ⅜™⅛⌐ ⌐ ∆╢─⅛⅜⁸ ⅝ↄ ╦╣≡™╢⁹ ⌐◖fi

ⱪꜝ▬▪fi☻╛ ─ ─ ⁸ ─ ⁸

─ ⁸ ⌐≈™≡─ ⅛╠─ⱥ▪ꜞfi◓ ≤∕─ ⁸

─ ⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⌐≈™≡ ╩ ╘⁸

≤⇔≡┤↕╦⇔™ ≤ ╩ ⌐ ↑ ╩ ╘╢↓≤─

⅜ ┌╣≡ ⇔™⁹ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ╩ ≢⅝⁸

╣√₈ ₉⅜ ⌐≈ↄ╟℮⌐⌂╢∞╤℮⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ ⌐ √∫≡─

⌂↓≤ ה  

Ẽ ─ ⌐≈™≡⁸ ┘ ⌐╟∫≡ ∆

╢⁹ 

(1) ≤ ⌐≈™≡ 

 ≡™≈⌐◓fi▫♥◔כⱦ☻─ⱴכ◘(2)

(3) （※注 7）─ ⁸SWOT （※注 8）⁸

ה ☿fi♃כ

⌐╟╢₈ ♅▼♇◒ꜞ☻♩₉（※注 9）─

⌐╟╢⁸ ⁸  

(4) ─ ≤  

ᵒ ⌐ ╢ ⁸

≤ ⁸

◖fiⱪꜝ▬▪fi☻⌐≈™

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ⁸ ⁸ ⁸

─  
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  ⱴכ♥

≡ (2) ⌐⅔↑╢ ●▬♪ꜝ▬fi

─  

(3) ≤│ 

ᵓ ─ IR（※注 10）⁸

╖╩ ⅛⇔√ №╢

╩☻ⱦכ◘ ∆╢

⌐│ 

Ẽ ⌐╟╢ 

ה ⌐ ∂√ ─☻כⱬ♃כ♦⌂ ≤∕─  

 │≥♩ⱷfi♩ⱴⱠ☺ⱷfiꜟכ꜡fi◄ה

ה ─ ≤∕─  

ᵔ ─ ─ ≤

─ ╩ ⅎ╢ 

Ẽ ≤ ⌐╟╢ 

ה ≤⇔≡⁸ ⌂ ╡ ╖─ ╩

⇔⁸ ≢ ∆╢⁹ 

ᵕ ─ ╩ ⅎ╢ Ẽ ─◒כⱪ꞉כꜟ◓≥ ⌐╟╢ 

ה ╩ ∆╢√╘─ ה ─  

ה ╩ ╘╢√╘⌐ ╠⅜≢⅝╢↓≤╩ ™⌐

╩ꜟכ◄⁸ ╢⁹ 

８．本科目の修了基準 

╩ ≡ ⇔√ ≢⁸ ⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓ה ⌐ ⇔⁸ ─ ╩

⇔√ ⌐≈™≡ ╩ ⇔√╙─≤∆╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

⌐ ╦╢╙─⅜ ≢  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

─ ╩ ∂⁸ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡─ ↄ─ ⌐

∆╢ ⁸⌂╠┘⌐ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⁸ ╩ ╘╢↓≤╩

≤∆╢⁹╕√⁸ ┼─ ╩ⱪ♇◦כ♄כꜞ⁸ ╢ ≢╙ ≤⌂╢↓≤≢

№╤℮⁹ 

３．テキスト（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

４．参考図書（例） 

ה ₐ ⱴⱠכ☺ⱷfi♩─ ≤ ₑ  2003  

ה ₐ21 ─ ≤ ₑ  2005  

ה ₐ ─√╘─ ₑ  2008  

ה ה ₐ ─ⱴⱠ☺ⱷfi♩ₑ  2008  

ה ₐ ₑ⅞╞℮∑™ 2009  

 

 



-  78 -  
 

【シラバス（４）】 

１．科目名 

₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ (▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi ₉ 

２．キャリアパス 

ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ⁸ ⁸ ─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi 

５．履修時間 

 ⌐╦√╡  

ה ─ ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfiה  

６．研修の概要と目標 

 ╟╡ ⌐ ⅛╡╛∆ↄ ⌐ ═╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢ ≤

⇔≡▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi（※注 4、以下「ID」と略す）⅜№╢⁹↓─ ID

≤│ ⅛╩ ┘⁸↓╣╩ ™≡◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ה ≢⅝╢╟℮⌐⌂

╢─⅜ ─ ≢№╢⁹ 

 ≤⇔≡♥◐☻♩─ ⅜ ≢№╡⁸ ⌐≡ ♥☻♩╩ ∆╢⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑID IDה │≥ ─ ⁸E-learning ≤─ ╦╡ 

ה ID ╩ ™≡ ⅎ╢─⅛ ≤⇔≡─  

ה ─ ─ ה ⌐≈™≡♦▫☻◌♇◦ꜛfi 

IDה ─ ( ≢─ ⁸ ≢─ ) 

ה ◦☻♥ⱶ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⁸◦ꜝⱣ☻⁸ ─

ה (PDS⸗♦ꜟ/ADDIE ⸗♦ꜟ) 

ה ─ ─ ─ ≈⌐☻Ᵽꜝ◦הⱶꜝꜙ◐ꜞ◌ה

™≡♦▫☻◌♇◦ꜛfi∆╢⁹ 

ᵒ ⌐≈™≡ (1) ≤ ─ ™╩ ╡ ≤│ ⅛ ⌐∆╢⁹ 

(2) ─ 3≈─ⱳ▬fi♩≢№╢₈ /

/ ₉╩ ╡⁸ ⌐∕─ⱳ▬fi♩─ ╕

╣√ ╩ ⁸ ⅜ ⅎ╢╟℮⌐⌂╢⁹ 

(3) ─ ™ ה ™ ⅛╠ ─√╘─ⱳ▬

fi♩⅜ ╕╣≡™╢⅛╩ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢⁹ 

ₒ ₓ ─  

ᵓ ─ ≤  (1) ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ┘⁸ ╠─ ℮ ⅜

╩ ≤∆╢─⅛╩ ⌐∆╢⁹ 

ה  ⁸ ⁸ ⁸  
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  ⱴכ♥

(2)ID ⌐⅔↑╢♥☻♩─ ↑╩ ╡⁸≥↓⌐ ╡

↑┌ ≤⌂╢─⅛╩ ≢ ⌐≢⅝╢╟℮⌐∆

╢⁹ 

(3)ID ⌐⅔↑╢ ─ ≈≤⇔≡⁸♥☻♩≤∕

─ ╩ ╡⁸ ⌐ 3 ─♥☻♩╩ ╖ ≡╠╣

╢╟℮⌐∆╢⁹ 

ה  / /  

ₒ ₓ ─ ≤  

ᵔ ─  (1) ─ ╩ ╘╢⁹ 

(2) ─ ⌐╟╢ ─Ⱪ꜠▬◒♄►fiה ╩

ⅎ╢╟℮⌐∆╢⁹ 

(3) ⌐╟╢ ─ ⇔╩ ™⁸ADDIE ⸗♦

PDCAהꜟ ⸗♦ꜟ⌐╟╡ ╩ ≢⅝╢↓≤╩

∆╢⁹ 

ₒ ₓ ─ ∆╢ ─ ─  

ᵕ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻

─  

(1)◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻─  

(2) ⅛╠ ╩ ™⁸ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤

⌐╟╡◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⅜ ≢⅝╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

(3) ⇔√ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡◌

ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢⁹ 

ᵖ ≤  ₒ ₓ ─ ⁸ ⅛╠◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻

─  

ₒ ₓ ⇔√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻─  

≥◒♇Ᵽ♪כ▫ⱨה  

ה ⌐╟╡ ⇔√ ⌐☻Ᵽꜝ◦הⱶꜝꜙ◐ꜞ◌ה

≈™≡♦▫☻◌♇◦ꜛfi∆╢⁹ 

ᵗ ╡ ╡≤ ─  ₒ ₓ ─ ⁸ ⁸ ╩ ╕ⅎ≡⁸

─ ╡ ╡╩ ℮⁹ 

(1)ID ╩ ⌐≥─╟℮⌐ ⇔≡™ↄ⅛  ─

⌐ ↑≡(≢⅝╣┌ ☻▫♦≢ⱪכꜟ◓(─

◌♇◦ꜛfi∆╢⁹ 

(2) ─ ⅛╣√ ⌐ ∂≡⁸ ה ה ה

ה☻ꜝ◒ ─ ─ ₁⌂ ≢⁸ ⅛

╠ ≢⅝╢ ╩ ╠─₈ ₉≤⇔≡

⅝ ∆⁹ 

(3) ≢ⱪכꜟ◓ ↕╣√ ה ╩ ≢

∆╢⁹ 
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８．本科目の修了基準 

 ♥☻♩ 20 ─ 8 ⁸ID ⌐ ≠ↄ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻⅜

≢⅝╢↓≤⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

ID ⌐ ⇔√  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

╕≢ ⌐ ∫≡™√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻─ ╖ ≡⅜ ID ─ ╩ ™╢

≤ ⌐ ╛ ⌐ ⅛╡╛∆™╙─⌐⌂╢⁹∕─ │≥↓┼ ⅛∫≡™╢─

⅛ ⌐√≥╡ ™√⅛╩≥℮╛∫≡ ╢─⅛ ⅜ ⌂◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ

☻╩ ≢⅝╢⁹◒○ꜞ♥▫─ ™ №╢ ⁸ ─ ┼─ ↑≤⇔≡⁸

│ ∆╢↓≤⅜ ↄ ╕╣╢⁹ 

３．テキスト（例） 

ה ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ  2002  

４．参考図書（例） 

ה ₐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟₑ  2011  

ה . .●♬▼╒⅛ₐ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟ♦◙▬fi─ ₑ  2007  

ה ₐ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟ♦◙▬fi ─√╘─ꜟכꜟⱩ♇◒ₑ     

 2004  
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【シラバス（５）】 

１．科目名 

₈ ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉ 

２．キャリアパス 

ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ⁸ ⁸꜠ⱳכ♩ ⌐╟╢ 

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi│⁸₈ ⌐∆╢₉₈ ⌐∆╢₉₈☻ⱶכ☼⌐ ┌∑╢₉≤™

℮ ⅜ ∆≤⅔╡⁸ ╛ ╩ ∆╢ ≤⇔≡▪ⱷꜞ◌⅛╠ ↕

╣√⁹ ⌐ ╛꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌂≥─◓ꜟכⱪ ⌐ ∆╢ ≢№╡⁸

⇔ ™╩ ∆╢⁸ⱷfiⱣכ─ ╩ ∆╢⁸ ╩ ╗⌂≥─ ⅜

≢⅝╢⁹∕─ │ ⌐ ╢⅜⁸ ─ ╙ ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

│⁸ ┼─ ╩ ⇔⁸ⱨ□כ☻♩☻♥♇ⱪ≤⇔≡ ≤⇔≡─

≠↑⁸☿◌fi♪☻♥♇ⱪ≤⇔≡ ☻◐ꜟ─ ╩ ∆⁹ 

ᵑⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡⁸ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi╩ ∆

╢ ⁸∕─ ה ╩ ≢⅝╢↓≤ 

ᵒⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ⌐ ⌂ ╩♪ⱴ▬fiהꜟ◐☻ה ≢⅝╢↓≤ 

ᵓ ᵑᵒ─ ⁸ ≢ √ ╩ꜟ◐☻ה ⇔≡⁸ ─ ≢ ╡ ╣

╩ ╢↓≤ 

╩ ≤⇔≡ ∆╢⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ▪▬☻Ⱪ꜠▬◒ (1)ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ  

(2) ◓ꜝfi♪ꜟכꜟ─  

(3) ◒▬☼  

)◒כⱪ꞉כꜟ◓ה . ꞉כ◒ .  .ꜞⱨ꜠

◒◦ꜛfiה◦▼▪ꜞfi◓) 

ᵒ ₈ ⁸⌂−⁸

≢ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi

⅜ ↕╣╢╟℮⌐⌂∫

√─⅛₉ 

(1) ─ ⁸ ─  

(2)ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ≤ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi─  

(3)ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ─  

ה ≢№╢↓≤ 

ה ─  

ה ─  
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  ⱴכ♥

ה ≤™℮↓≤ 

 ≥↓╢№⌐╙≥ה

(4)ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi─ 3 ≈─☻♃▬ꜟ≤ 9 ≈─

 

כꜗ♅◒꜠ה  

   . ↄ . ╢ . ⅎ╢ 

ⱪ♇ꜛ◦◒כ꞉ה  

   . ⇔ ℮ . ∆╢ . ∆╢ 

ⱨ꜠◒◦ꜛfiꜞה  

   . ⅛∟ ℮ . ∆╢ . ╘ ℮ 

ᵓ ₈ ≤ⱨ□◦

 fi₉ꜛ◦כ♥ꜞ

(1) ─☻♥♇ⱪ 

(2) ─ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi 

ᵔ ₈ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛ

fi⅜ ∆╢╙─₉ 

ה ≠⅝ 

ה ⅛∟ ™ 

ה ∆╢↓≤ 

ה ∆╢↓≤ 

ה ∆╢↓≤ 

ה ∆╢↓≤ 

ᵕ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ה  ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ⌐╟╢꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ 

≡∫╟⌐fiꜛ◦כ♥ꜞ◦□ⱨה ↕╣╢ ⇔ ™╩

 

 

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ♥כⱴ─  

₈ ◘ⱳכ♩─ ≤ ₉ 

 ◒כ꞉ ה

ⱪכꜟ◓ ה ◦▼▪ꜞfi◓ 

 ╘≥╕─ ה

─ ה  

  ה

ᵖ ₈꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ

⌐ ┬₉ 

(1) ╩ ∆╢₈ ₉ ▪◒♥▫ⱦ♥▫ ─ ₁ 

 כꜙfi♃ⱦ▬ה

 ⱪ♦▫☻◌♇◦ꜛfiכꜟ◓ה

 ♩כⱬ▫♦ה

 ▬꜠ⱪꜟכ꜡ה

 ◓Ⱶfiכ♩☻הⱩ꜠▬fiה

(2)꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─⌡╠™≤▪◒♥▫ⱦ♥▫─  

(3)  כ♃ⱪ◄fi◌►fiכꜟ◓
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  ⱴכ♥

ᵗ꜡כꜟⱪ꜠▬₈ⱨ□◦ꜞ

fiꜛ◦כ♥ ₉ 

(1)꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

(2)꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ─  

(3)꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─  

(4)꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─◒꜡כ☺fi◓≤ ⱨ◊꜡כ 

 

─ⱴכ♥▬꜠ⱪꜟכ꜡  

₈ ◘ⱳכ♩─ ≤ ₉꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ 

ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ─  

ꜟכꜟ♪fiꜝ◓ ה  

  ה

  ה

 ◓fi☺כ꜡◒ ה

ᵘ ₈ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛ

fi╩ ∆╢₉ 

(1)ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ─ⱴ▬fi♪ 

(2) ╩♦◙▬fi∆╢Ν◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ┼─  

ה ┼─▪ⱪ꜡כ♅ 

ה ⱪ♇ꜛ◦◒כ꞉ה ─♦◙▬fi 

 ♩ⱪ꜡☿☻ⱴⱠ☺ⱷfiה

(3)ⱨ□◦ꜞ♥כ♠─כ♃כꜟ№╣↓╣ 

８．本科目の修了基準 

ᵑⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡⁸ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi╩ ∆

╢ ⁸∕─ ה ╩ ≢⅝╢⁹ 

ᵒⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ⌐ ⌂ ╩♪ⱴ▬fiהꜟ◐☻ה ≢⅝╢⁹ 

ᵓⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi ╩ ╡ ╣√ ╩ ╣╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ─ ⌐ ⇔≡™╢  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi│ ⅜☻◒ⱪ♄▬♫Ⱶכꜟ◓≥ ↕╣╢√╘⁸ ╩

∆╢ ⌐꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⱷfiⱣכ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹∕─

⌐ ─ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi╩⸗♦ꜟ⌐⁸ ─ ╩▬ⱷכ☺⇔≡ ⅝√™⁹

│⁸ ⌐ ∆╢ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi─ ≤⇔≡ ≢№╢⁹⇔√⅜∫

≡⁸ ≤⇔≡ ⱴ☻♃כ∆═⅝☻◐ꜟ▪♇ⱪ ≢№╢⁹ 

３．テキスト（例） 

○ꜞ☺♫ꜟ꜠☺ꜙⱷ 

４．参考図書（例） 

ה ╒⅛ₐⱨ□◦ꜞ♥כ꜠♩הכ♃כ♬fi◓ₑ♫◌♬◦ꜘ  2011  
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ה ₐ ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi ─▪▬♥ⱶ ─☻♥♇ⱪₑ  

2012  

ה ₐⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi ₑ  2003  

ה ₐⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi ₑ  2004  

ה ╒⅛ₐ ה ╩ ∆╢ ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כₑ

 2010  
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【シラバス（６）】 

１．科目名 

ה☻ꜝ◒₈ ₉ 

２．キャリアパス 

ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ ⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

３．必修・選択区分 

 

４．研修形態 

 ⁸ ♩כⱳ꜠⁸◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸ ⌐╟╢ 

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

≢│⁸↓╣╕≢─ ⁸◒ꜝ☻ ─ ╩ ╡ ╡⁸ ─ ╖

≤ ╖╩ ⇔⁸ ─ ≤⇔≡ ╩ ≢⅝╢ ⌐⌂╢↓≤╩ ≤

∆╢⁹ 

 ∕─√╘⌐ ⌐ ∆╢₈ ₉₈ ₉─ ╩ ⇔⇔≡⁸ ┼─

⌂ ↑─ ╛⁸ ∆╢ ─ ╩ ┬⁹ 

 ⌐│⁸ ה ה ─ ≢⁸◒ꜝ☻ ╩ ⌐

℮√╘─ ─ ≈≤⇔≡₈ ▪☿☻ⱷfi♩（※注 11）₉≤™℮╙─⅜ ↕╣

≡™╢⁹ │⁸ ⅜₈ᵑ ₁─ ₉₈ᵒ ─ ₉₈ᵓ ≤

≤─ ₉╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∂√ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐⁸∕─

≤⌂╢↓≤╩ ⇔√╙─≢№╢⁹ 

 ⁸↓─ ─ ⅜ ↕╣⁸ ⌐ ─ ≢◒ꜝ☻ ─

⌐ ↕╣⁸ ─₈ ₉╛₈ ₉╩ ∆╢ ≢

╩ →≡™╢ ╙№╢⁹ ≢│⁸ ─ ╛ ⁸∕⇔≡

╩ ┘⁸ ⌐ ∆╢ ₁─ ╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸ ≢─

─ ╩ ⇔⁸╟╡ ה☻ꜝ◒⌂ ⅜ ⅎ╢╟℮⌐⌂╢↓≤╩⌡╠™

≤∆╢⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ ≤⇔≡─ ╡ ╡ (1)◒ꜝ☻ ה ≤─ ⌐≈™≡ 

(2) ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ה ⌐≈

™≡ 

(3) ⌐≈™≡ 

ᵒ ◌►fi☿ꜞfi◓  

◌►fi☿ꜞfi◓╩ ∫

√◒ꜝ☻  

 

ה ⌐ ⅛∑╢◌►fi☿ꜞfi◓─ ╩ ┘⁸

─ ⌐≈⌂→╢ ╩ ∆╢⁹ 
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  ⱴכ♥

ᵓ ►◌ⱪ◄fiכꜟ◓

fi♃כ 

ה │≥כ♃ⱪ◄fi◌►fiכꜟ◓ ≤ ⌐

╟╢ ┬  

☻ꜝ◒ה ⌐≥℮◄fi◌►fi♃כ╩ ╖ ╘┌╟™

⅛  

ה ─ ╣≤ ⌐≈™≡ 

ᵔ◓ꜟכⱪ▪ⱪ꜡כ♅╩

⅛⇔√◒ꜝ☻  

─  

☻ꜝ◒ה ╩ ℮ ≢─▪☿☻ⱷfi♩≢№╢ ─

 

ה ╩♃כ♦─ ⇔√◒ꜝ☻ ⁸ ─ ⁸

─≢ⱪכꜟ◓ ⌐≈™≡ 

ᵕ♁כ꜠♩ꜟ◐☻ꜟꜗ◦כ

♬fi◓─ ≤  

ה ꜟכꜟ─≢ ╡⌐ ꜟ◐☻ꜟꜗ◦כ♁╢№≢

─ ⌐≈™≡ 

ᵖ ≢ ℮◐ꜗꜞ▪ 

◌►fi☿ꜞfi◓ 

ה ⌐╙ ∂╢◐ꜗꜞ▪ ⁸◐ꜗꜞ▪ ╩

⌐⁸ ─ꜝ▬ⱨ☻◐ꜟ╩ ↕∑╢√╘─▪ⱪ꜡

 ≡™≈⌐♅כ

ᵗ ◌►fi☿ꜞfi◓╩ 

∫√  

☻ꜝ◒ה ╩ ℮ ≢ ≤⌂╢ ⌐≈™≡ 

╩ꜟ◐☻◓fi☿ꜞfi►◌ה ™√ ─ ⌐≈™

≡ 

ᵘ ≤◌►fi☿ 

ꜞfi◓ 

ה ⅝≡⇔╕∫√ ┼─ ⌐ ⅛∆◌►fi☿ꜞ

fi◓  

ה ⌂ ⌐╙ ∆╢◌►fi☿ꜞfi◓ ▪ⱪ

 ≡™≈⌐♅כ꜡

ᵙ ─ ≤ ה  ≢ ╪∞↓≤╩⁸ ⌐ ∫≡⅛╠≥℮

⇔⁸ ∆╢⅛ ⌐≈™≡♦▫☻◌♇◦ꜛfi∆╢ 

ה ₁─ ╩ ⅎ╢ 

８．本科目の修了基準 

 ─ ♥☻♩⌐≡ ∆╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

⌐ ∆╢ ≤ ⌐ ⇔√  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 

─ ╩ ∂⁸ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡─ ⁸

╩ ╘╢↓≤╩ ≤∆╢⁹╕√⁸ ┼─ ♇◦כ♄כꜞ⁸

ⱪ╩ ╢ ≢╙ ≤⌂╢↓≤≤ ╦╣╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⁸ │⁸ⱷfi♥♫fi☻ ⅜ ╘╠╣╢₈ ה☻ꜝ◒⌂

─№╡ ₉≤⁸ ⅜ ╘╠╣╢₈ ₉≤™℮ ≈─ ╡╟⌐ⱴכ♥─

∆╢↓≤╩ ⇔≡™√⅜⁸ ⌐ ⇔√ ⁸ ה☻ꜝ◒₈│



-  87 -  
 

₉⌐ ∆╢ ⌐ ⇔⁸₈ ₉⌐ ∆╢ │⁸ ─

₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉─⌂⅛≢ ╡ ℮↓≤≤⇔

√⁹ 

３．テキスト（例） 

○ꜞ☺♫ꜟ꜠☺ꜙⱷ 

４．参考図書（例） 

ה ₐ ─ ─√╘─ hyper- QU●▬♪ₑ  2011  
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【シラバス（７）】 

１．科目名 

₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

２．キャリアパス 

ⱴⱠ☺ⱷfi♩  

３．必修・選択区分 

  

４．研修形態 

 ┘  

５．履修時間 

  

６．研修の概要と目標 

 ≤⇔≡⁸ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐ ╦╢↓≤│⁸ ─ ⌂ ─

╖⌂╠∏⁸ ₁─ ─ ≢ ⌐ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╢ ≢ ↄ ↕╣≡

ⱶכ꜠◒⁸√╕⁹╢™ ⌐│⁸ ה ⅜№╡⁸∕╣╩ ╕ⅎ≡ ∆╣┌ ⇔

™╙─≢│⌂™ ∕─ ≢╙ ╙ ⌂─│₈ כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ה ─

╩ ⇔≡┤╢╕℮₉↓≤≢№╢ ⁹ 

 ─ ─ⱶכ꜠◒⁸│ ╩ ⇔⁸ ─ ⌂ כ꜠◒╠⅛

ⱶ ─ ╛ ╩ ╢ ≢⁸ ─ⱶכ꜠◒╢↑⅔⌐ ⌐ ╩

╘⁸ ≤⇔≡┤↕╦⇔™ ┘ ╩ ⌐ ↑╢↓≤╩ ≤

∆╢⁹ 

 ╕√⁸ ⱶכ꜠◒╢╟⌐ ⌐≈™≡╙ ┬↓≤⌐╟╡⁸ ─

╛ ⌂≥⁸ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐≈™≡─ ╩ ╘╢↓≤╙

≤∆╢⁹ 

７．研修テーマ及び研修項目 

  ⱴכ♥

ᵑ ╘╠╣╢₈

₉≤│ 

Ẽ◓ꜟכⱪ꞉כ◒⌐╟╢ 

(1) ⅜ ╠√∫∞כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻

⌐╕∏ ╩⇔≡╒⇔™⅛  

(2) ⅜ ⌐כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ⇔≡

⇔≡╒⇔ↄ⌂™↓≤│ ⅛ 

ᵒꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─

 

(1)ꜞ☻◒─ ≤∕─ ╩ ╢ 

(2)ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─  

(3)ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐ ╦╢ ⌂ ≤⇔≡⁸

₈ ₉ ┘₈ ה ─ ₉─ ⌐≈

™≡ ╡ →╢ 

ᵓ ⱱ◒כ♥☻ה

─כ♄ꜟ ╩ ⅎ

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ─כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ≤│ ⅛  
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  ⱴכ♥

╢ (2) ─ⱳ▬fi♩ 

ᵔ◘כⱦ☻─☻♃כ♩ꜝ▬

fi≤│ 

Ẽ ⌐╟╢ 

(1)₈ ₉ ─   

(2) ™₈ ₉╩ ∆╢  

ᵕ ─ ⌂ ⅛╠

│≥ⱶכ꜠◒╢╖ ⁸

⁸ ⁸

 

(1) ─ⱶכ꜠◒─ ⁸  

─ⱶכ꜠◒(2)  

ⱶכ꜠◒(3) ⅜ ⌐≢⅝⌂™ ה ↄ≢⅝√

 

ᵖ◒꜠כⱶ ─  Ẽ ⌐≈™≡ 

(1)₈ ╩ ⇔≡™╢₉≤™℮ ╩ ∟ ∆╢ 

(2) ⌂ ≢⅔ ┘⇔⁸ ─ ╩ ⇔≡ ╩

╟ↄ ↄ 

ה ─כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻ ╩ ⌐◐ꜗ♇♅∆╢

 

(3) ⅜ ⌐⌂∫≡™╢⅛₈ ╩ ₉∆╢ 

ה ⌐⌂╠⌂™ ╩ ╢   

(4) ה ╩ ∆╢ 

ה ─ ∟⌐⌂∫≡ ∆  

ה ─   

ה ╩ ⇔√ ─ ╖ ≡ 

ᵗ◒꜠כⱶ ≢ ∆═

⅝  

Ẽ ⌐╟╢ 

(1) ⁸ ⌐ ∆╢  

(2) ⌐ ∆╢↓≤⅜   

(3) ⌂≥ ╡╙   

ⱶכ꜠◒(4) ─ⱳ▬fi♩  

(5) ╩ ↕╣√  

ᵘ כ꜠◒⌐⅛™≡⇔≥

ⱶ⌐ ∆╢⅛ 

Ẽ  ╢╟⌐ⱪ♦▫☻◌♇◦ꜛfiכꜟ◓┘

(1) ─  

(2)  

８．本科目の修了基準 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

 

◆今後、本科目の教案を作成する上での検討事項の概要 

１．想定される担当講師 

⌐⅔↑╢ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩⁸◒꜠כⱶ ⌐ ⇔√  

２．中堅教員研修における本科目の位置付けや受講後の効果等 
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─ ╩ ∂⁸ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡ ⁸⌂╠┘⌐

╩ ╘╢↓≤╩ ≤∆╢⁹╕√⁸ ┼─ ♇◦כ♄כꜞ⁸

ⱪ ╩ ╢ ≢╙ ⌂╙─⌐⌂╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

３．テキスト（例） 

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ⁸ ⌐ ╡╕≤╘╢ ⌐⅔™≡

∆╢⁹ 

４．参考図書（例） 

ה ₐ♀꜡⅛╠ ⅎ≡ ◒꜠כⱶ ₑ⅛╪⅝  2012  

ה ₐ↓╣≢ ↄ⌂™! ─◒꜠כⱶ ₑ  2012  

ה ╒⅛ₐ ⅜ ⅎ╢ ה  √∫ ⱶכ꜠◒ה

─ ₑ  2012  

ה ₐ◒꜠כⱶ ─ ≤  ⅔ ≤─ │ ∏№╢ₑ ◖Ⱶꜙ

fi☼ 2012ꜛ◦כ◔♬  
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＜巻末資料：用語解説＞ 

 

※注 1: キャリアプラン（p. 3） 

◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi≤│⁸₈ ─ ⌐⅔™≡⁸ ™ ™ ⌐ ≥℮№╡√™⅛

≥℮™℮ ⅝⅛√╩⇔√™⅛ ₉≤™℮ ∕╣╩₈◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi₉≤ ℮ ╩ ™ ™≡⁸

─⌂╡√™ ™√╡№ה ╩ ⇔≡™ↄ√╘⌐ ≡╢ ─↓≤≢№╢⁹ 

⌂⅔⁸◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi⌐│⁸ ─◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi≤ ─◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi⅜№╢≤ ⅎ╠╣

╢⁹ ─◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi│⁸₈ ⱪꜝfi ≥╪⌂ ╩ ⅝√™⅛ ₉≤ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹

₈ ╩ ╘√ ₉≢№╡⁸ ↄ↓≤≤ ↄ ∆╢ ה ה ה ה ה

⅔ה ⌂≥ ─ ⌐╦√╢ ╩ ╗⁹ 

⁸ ─◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi│⁸₈ ⌐ ∆╢ⱪꜝfi₉≢№╡⁸ ⅎ┌₈ ↓╪⌂ ⅜⇔

√™₉₈ủ ≢│↓╪⌂ ╩⇔≡™√™₉≤™℮╟℮⌂ⱪꜝfi≢№╢⁹ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥ ₁⌂ⱳ▬fi♩⅜№╢⁹ 

◐ꜗꜞ▪╩ⱪꜝfi♬fi◓∆╢≤│⁸↓℮™∫√ ─ ─ ╩ ה ∆╢≤™℮↓≤

≢№╢⁹ 

 

※注 2: アクションプラン（p. 3） 

▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi≤│⁸ ⌐│⁸₈ ╛ ─√╘─ ⌂ ₉─↓≤≢№╢⁹ 

◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi⌐ ≠ↄ▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi≤ ℮ │⁸₈ ⅜≥─╟℮⌂ ⅝ ה ⅝ ╩

⇔√™⅛ ₉≤™℮ ─ ≤ ╩ ≡⁸∕─ ─√╘⌐ ⌂₈ ⌂ ₉─

╩ ∆⁹ 

◐ꜗꜞ▪ⱪꜝfi╩ ∆╢√╘⌐⁸ ꜠ⱬꜟ─ ⌐│⁸ ⅎ┌⁸2₩3 ─ ≢

⇔√₈ ⱪꜝfi₉ ≥─╟℮⌂ ≢ ╩ ∆╢─⅛≤™℮ ╩ ╕⅛⌐ ⇔√╙─

≤⁸ ﬞ ─₈ ⱪꜝfi₉ ⅛╠ ╩ ↑╢─⅛╩⁸ ꜠ⱬꜟ≢ ╠⅛⌐⇔√

╙─ ─ 2 ╩ ∆╢─⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

※注 3: キャリアパス（p. 3、70） 

⅜ ─ ╩ ╖⁸☻◐ꜟ╩ ⅝⌂⅜╠⁸ ╠─ ה ╩ ╘≡™ↄ√╘─

╩ ≡⁸ ה ╩ ╘≡⁸ ⅜ ⌐ ∆═⅝ ꜟכ◗ ⌐ ∆╢╕≢─

╩ ⇔√⸗♦ꜟ⁸ ⌂Ɽ♃כfi─↓≤⁹ 

◐ꜗꜞ▪Ɽ☻│⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ∆╢╙─≢№╢≤ ⌐⁸ ה

─ ⌂≥⅜ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⌂ ╩ ⅎ╢√╘

─ ≤⇔≡ ↕╣╢╙─≢╙№╢⁹ 

ה ⅜◐ꜗꜞ▪Ɽ☻╩ ∆↓≤≢⁸ │ ⌐≥─╟℮⌂☻◐ꜟ╩ ⌐

↑⁸ ╩ ╘≡™ↄ═⅝⅛╩ ≢⅝╢≤≤╙⌐⁸ ─ ∆═⅝ ╩ ≢ ∆╢

≤╙⌂╡⁸ ─ ⁸⸗♅ⱬכ◦ꜛfi ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ∟╖⌂⌐⁸◐ꜗꜞ▪Ɽ☻│⁸₈Career Path₉≢№╡⁸ ∆╢≤₈◐ꜗꜞ▪─ ₉≤⌂╢⁹ 
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※注 4: インストラクショナル・デザイン( ID) （p. 23、78） 

 ╙ ⅛≈ ⌂ ╩ ה ∆╢√╘─ ─↓≤⁹ ─ ⌂≥⌐⅔™≡⁸

─ ╩ ∫√╕╕≢ ™ ⅜ ∂╢↓≤╩ ⇔≡⁸ ⌂ ╩ ≡╢↓

≤⁹ID─ │⁸ ⅛ↄ ╠╣√ ה ─ ≢№╢₈▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛfi₉╩ ≠ↄ╢

(♦◙▬fi∆╢)≤™℮↓≤≢№╡⁸e ◓fi♬כꜝ ה ─ ⌐╙ ™╠╣╢↓≤╙№╢

≢№╢⁹ │ ─ ─ ≤⇔≡ ↕╣√╙─≢№∫√⅜⁸∕─ ⁸

╛ ⁸◦☻♥ⱶ ⌂≥ ≢ ⅜ ╖⁸ ≢│ 1980 ⅛╠

⌐ ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

 

※注 5: コーチング（p.34、73） 

♅כ◖ ⅜⁸◒ꜝ▬▪fi♩ ≤◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ╦∆↓≤⌐╟∫≡⁸

◒ꜝ▬▪fi♩⅜ ╩ꜟכ◗™√⇔ ⌐⇔⁸∕─ ⌐ ↑≡ ⌂Γ Δ≤Γ☻◐ꜟΔ

╩ ∟⁸ ⌐ ─ ≢ ™ ⅜ ⅜╢╟℮ ⌐◘ⱳכ♩⇔≡™ↄ ─◖

Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiⱪ꜡☿☻╩ ∆╢⁹ 

 

※注 6: メンタリング（p.34、73） 

 ╛◖Ⱶꜙ♬♥▫⌐⅔™≡ ⌐ ╦╣╢Γ♩כ♃ꜟ⌂ ─ ╖Δ╩ ∆⁹ ─ ⱴ

▬fi♪ ─ ╩ ⇔√ ╩ ∟⁸ ─ ⌐⅔™≡ ⁸☻◐ꜟ⁸ ⁸ ⌂

≥─ ⌂ ⱷfi♃כ ⅜⁸ ∞∕℮≢⌂™ ⱷfi♥▫ ⌐ ⇔≡ ≤ ─ ⌐⅔™

≡⁸ ⌐ ┘⌂⅜╠ ה ⇔⌂⅜╠ ⇔≡ ℮ ╩ ∆╢⁹ 

 

※注 7: 外部環境（p. 76） 

ה ⅜ ╩ ╘╢ ≢⁸ ─ ה⇔ ╛ ⇔™ ─ ╩

≤⇔≡ ℮ ─ ─℮∟⁸ ─╖⌂╠∏⁸ ⌐ ╩ ╓∆ ⁸

⁸ ⌂≥™╤™╤⌂ ה ─ ─↓≤⁹ ⁸ ≤│⁸ ה

─ ≢ ⌐ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥─ ─↓≤⁹ 

 

※注 8:SWOT分析（p. 76） 

╩ ∆╢ ─ ─ ≈≢⁸ ─ ≤ ╩ ╡ ↄ ╩ ⇔ↄ

∆╢↓≤⅜ ≢№╢↓≤╩ ╕ⅎ⁸ ─Strength( ╖)⁸Weakness( ╖)⁸Opportunity(

)⁸Threat( ) ─ ⌂ ╩ ℮↓≤⁹ 

 

※注 9: 自己診断チェックリスト（p. 76） 

⁸ ≤⁸∕╣╠─ ⅜ ∆╢ ⁸ ─ ╩ ℮√╘─

♅▼♇◒ꜞ☻♩⁹ ╢╟⌐♃כ♦ ⌂♅▼♇◒╩ ℮ ₈ ⌐ ∆╢♅▼♇◒ꜞ☻

♩₉≤ ─ ╩ ⌐ ∆╢₈ ⌐ ∆╢♅▼♇◒ꜞ☻♩₉─ 2 ⌐╟

╡ ↕╣≡™╢⁹ ה ₈ ☿fi♃₉ כ─ⱱ

☺כⱶⱭכ http://www.shigaku.go.jp/s_center_checklist23.htm ╩ ─↓≤⁹ 

http://www.shigaku.go.jp/s_center_checklist23.htm
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※注 10:IR （p. 77） 

Institutional  Research⁹ ┘ ⌐⅔™≡ ⁸ ⁸ ╩

∆╢ ╩ ∆╢√╘⌐ ╦╣╢ ⁹ ⌐ ⇔≡™╢↕╕↨╕⌂ ╩ ⇔≡

ה ⇔⁸ ≤⇔≡ ⇔⁸ ה ⁸ ⁸ ⌂≥─ ⌐ ╩

≡╢ ≢№╢⁹ ה ₐ ה ─

24 ₑNPO  ╟╡   

 

※注 11:Q- Uアセスメント（p. 85） 

 Questionnai re- Utilities ─ ⁹ ─ ⌐╟╢ ⁹

⅛╠ₐ ⇔™ ╩ ╢√╘─▪fi◔כ♩ Q- Ue ≤™℮ ↕╣√ ♥☻♩≤

⇔≡ ↕╣≡™╢⁹ ה ─ ⌐⅔↑╢ ╩ ╢√╘─▪fi◔⁸₈╡№≢♩כ

─ ₉₈ ─ ₉╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⅛⇔╛∆™ ≤⇔≡

↕╣√⁹ │⁸ ( ה )⁸ ⁸ ⅜№╡⁸™∂╘╛

⁸ ─ ⁸∕⇔≡╟╡╟™ ─√╘⌐ ≢ ↕╣≡™╢⁹ 

↓─Q- U─ ⅜a ─ ─√╘─ hyper- QU●▬♪ ≤◐ꜗꜞ▪◘

ⱳכ♩⌐ ⅛∆Γ ▪fi◔כ♩Δ ₑ≤⇔≡ 23 ⌐ ╟╡ ↕╣√⁹QU

▪☿☻ⱷfi♩─ ╩ ─◒ꜝ☻ ⌐ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ⅛

╠ ↕╣╢₈ ⌂ ⌂ ה ₉≤₈ ה ₉╩ ∆╢↓≤

⇔√╙─≢№╢⁹ 
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＜巻末資料：研究過程の概要（委員会及び分科会議事概要）＞ 

【第１回委員会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  7 ₈ ─ ₉ 

  

  ─ ┘ ─  

    ᵑ ─ ⁸  

    ᵒ ┘ ─  ꜟכꜙ☺◔☻

    ᵓ  

  ┘ ─ ⌐≈™≡ 

    ᵑ ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ 

    ᵒ з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉ 

    ᵓ и₈ ₉ ┘₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉ 

  ∕─  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸  

 

─ ┘ ─  

ᵑ ─ ⁸  

   ╟╡⁸ ₈ ─ ⁸ ⌐≈™≡₉─ ⁹ 

 ᵒ ┘ ─  ꜟכꜙ☺◔☻

   ╟╡⁸ ₈  ┘ ─ ꜟכꜙ☺◔☻ ₉ 

  ─ ⁹ ─ ה ─ │ ─≤⅔╡⌐ ⇔√⁹ 

   

◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖        ה   

       ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ה   

   

 ᵓ  

   ─ ─≤⅔╡⌐ ⇔√⁹   │ ─ ה  

 

1 教員のキャリアデザインワークショップ 道幸委員 

岡村委員長 

2 新任指導力 

（組織コーチング、メンタリング） 

吉沢委員 

田口委員 
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3 学校経営マネジメント 

（外部環境理解を含む） 

安田委員 

岡村委員長 

4 体系的カリキュラム・シラバス作成 

（インストラクショナル・デザイン） 

古賀副委員長 

岩村委員 

5 教育・指導力向上 

（ファシリテーションスキル） 

古賀副委員長 

平野委員 

6 クラス・学科運営、創設力 吉沢委員 

岩村委員 

7 リスクマネジメント 

（クレーム対応） 

安田委員 

平野委員 

┘ ─ ⌐≈™≡ 

 ᵑ ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ 

   ╟╡⁸ ⌐ ╦╣√ ─ ╩ ⁹ ≢─ │ ─≤

⅔╡⁹ 

  ủ │ ⅜ ⇔⁸ ה │ ⅜ ⇔⁸◘Ⱪ≤⇔≡

⅜ ∆╢⁹ 

  ủ ─ ≤⇔≡₈ ↓╣⅛╠─ ╩ ℮ ₉╩ ™╢⁹ 

  ủ ┼─ ≤⇔≡⁸₈ⱦ☺Ⱡ☻ ╩₉♪כ◌הⱩꜛ☺₉⁸₈♩כ◦◒♇▼♅ ™╢⁹ 

  ủ ╩ ⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤⌐ ™⁸◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢⁹ ⌐₈◐ꜗ

╩ⱷfi♩₉☻☿▪הз ☿ꜟⱨכ◌fi▪ה▪ꜞ ∆╢⁹ 

  ủ♃▬ⱶ♥כⱩꜟ⌐ ⇔≡⁸ ה │ ⅜ ≢ ⌐ ╩ ╢↓≤≤∆╢⅜⁸

╖│ ⌐ ╘⌂™⁹ ─ ╩ ⌐ ↑≡⁸

─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤∆╢⁹ 

  ủ ⅜ ≤ ─ ╩ ℮⁹ │ ≤ ╦∑≡ ∆╢╟℮ ∆╢⁹ 

  ủ ⌐│⁸ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ↑╛ ─ ⁸ ⌐ ⇔≡

∆╢⁹ 

ᵒ з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉ 

  ╟╡⁸ ⌐ ╦╣√ ─ ╩ ⁹ ≢─ │ ─≤

⅔╡⁹ 

  ủ▬fi☻♩ꜝ◒◦ꜛ♫ꜟה♦◙▬fi⌐≈™≡⁸₈ ₉─

⌐≈™≡ ╩ ℮⁹ │₈ ─╖₉╕√│₈ ₉─≥∟╠⅛

╩ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢⁹ 

 ủ │₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉≤ ⌐ ∆╢⁹ 

ᵓ и₈ ₉ ┘₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉ 

   ≢─ │ ─≤⅔╡⁹ 
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  ₈ ₉ 

  ủ ⌐ ╩ ℮⁹ ─ │ ⌐ ⁹ 

  ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉ 

  ủ ⌐ ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≤►♅♄ ☿fi♃╩ ∆╢⁹ 

∕─  

 ủ₈◒ꜝ☻ה ⁸ ₉⌐ ⇔≡⁸₈◒ꜝ☻ ה ₉≤₈ ₉─ ─

╩ ∆╢⁹ 

ủ ⌐ ≤∆╢ ⌐ ⇔≡⁸ ╩ ╕ⅎ≡⁸◦ꜝⱣ☻╩ ה ↕

∑╢↓≤≤⁸ ─ ⌐ ∂≡ ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⁹ 

 ủ ⌐╟╢ ─ ╩ ⌐ ℮⁹ 

 ủ╕√⁸₈ ⅜ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ₐ ₑ☻כⱬ♃כ♦

╩ ⇔⁸ ─ ה ╩ ╢═⅝⁹₉≤─ ⅜ ═╠╣√⁹ 

 

【第２回分科会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  ₈ ─ ₉ 

  

  ─ ⁸  

    ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

    ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

  ∕─  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

 

─ ⁸  

ה ⌐≈™≡ ⇔√ │ ─≤⅔╡⁹ 

 ủ ─℮∟ ⁸

ה ⁸╙⇔ↄ│ ─℮∟

│ ≢⁸₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉─ ≢№╢ ꜞ☻

◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≤ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 ủ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉─ │ ─ ≢

⁹ 

╕√⁸ ⌐≈™≡⁸ ⅛╠│ ═╠╣√ │ ─≤⅔╡⁹ 

 ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉  
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 ủ ╩ ⌐ ↑≡ ╩ ∆╢↓≤╩ ⌐⁸ ╩ ↕∑╢ ⅜№╢⁹ 

₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉  

 ủ ─ ⌐ ╩ ╦∑√ ╩⁸ ≤ ⌐ ⇔≡╙╠℮ ⅜№╢⁹ 

 ủ ≤™℮ ∟ ╩ ⌐⇔⁸ ╠─ ╛ ╩ ↕∑╢↓≤╩ ≤⇔√

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐∆╢⁹ 

ủ ╛ ⱢכⱩ ⌐ ⅜ ∆╢↓≤╩ ⌐ ∆╢√╘⌐ ≤⇔≡ ∂╢═⅝

╛⁸ ⌂ ─ ⌐≈™≡─ ⌂ ╩ ≤⇔≡ ╡ ╘⌂™⅛⁹

 

 

【第２回委員会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  ₈ ─ ₉ 

  

ה    ─   

     ᵑ з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉ ה  

     ᵒ ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ ה ה  

   ─   

     ᵑ и₈ ₉ ┘₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉ ה  

  ─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

  ─ ⌐≈™≡ 

  ∕─  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸  

 

ה  ─  

ᵑ з₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉ ה  

ה ⌐ ⇔√ з⌐≈™≡⁸ ⁸ ▪fi◔כ♩ ╩ ╕

ⅎ⁸ ⅜ ╩ ═√ ⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻ ╡╕≤╘┼─ ⌐≈™≡ ╩

∫√⁹ ╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ  

ⱪכꜟ◓ה ↑⌐ ⇔≡⁸ │ ─ ╩ ⇔⁸ │ ∆╢═⅝⁹◓ꜟ

╩ⱪכ ⌐ ∆╢↓≤≢ ⅜ ⅜╢⁹ 

ה │ ⌐⇔⁸ ⅝ ╘╢ ⌐∆═⅝⁹ 
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ה ─ ╡ ╡╩⇔√ ≢⁸▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi ⌐ ∫≡⅛╠ ID╩≥℮ ⇔√™⅛

─ ╕≢ ╡ ╘╢≤ ∆╢∞╤℮⁹ 

ה ⌐ ⇔≡™╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≢№╢≤ ∂√⁹ ⅜ ╩ ℮ ≢⁸ ─ ⌐

⇔√╡⁸╕√│ ⌐∞↑ ⇔√╡∆╢ ⁸ ⌐ ™ ↑╢↓≤⌐╟╡⁸ ⇔

╛∆ↄ⌂╢∞╤℮⁹ 

ה ⌐ ↑⁸ ╩ ℮ ⅜№╢⁹╕√⁸ ♥◐☻♩ ─ ╩ ℮ ⅜№╢⁹ 

ủ  

ה │⁸ ⌂ ⌐ ⅎ≡⁸ ─♥◐☻♩ ╛ ⌐╟╢

⌐ ≡╢ ⅜ ╘╠╣╢⅜⁸∕╣╠╩ ╘≡₈ ₉─ ╩ ⇔≡╙ ™─

≢│⌂™⅛⁹ 

ה ─ ╩ ↑╢√╘⌐⁸ ─ ╩ ╘⁸ ─ ╩ ╘╢═⅝⁹ 

ה ≤⇔≡ ∆╢ │ ─ⱨ◊כⱴ♇♩╩ ∆═⅝⁹ 

ה │ ─ ≤ ⌐╟╢○ꜞ☺♫ꜟ♥◐☻♩╩ ╖ ╦∑≡ ⇔√⅜⁸ │ ID─

─ ╙ ⌂⅜╠ ↑─ √⌂♥◐☻♩⅜ ≢⅝╢≤ ™⁹ 

ủ  

IDה ─◄♇☿fi☻│ ≢⅝╢⅜⁸ ⌐ ⇔╛∆™ ≤∕℮≢⌂™╙─⅜№╢─

≢│⌂™⅛⁹ 

╘∂⅛╠№│ⱪכꜟ◓ה ╘≡⅔ↄ═⅝⁹ ─ ≤⇔≡╙ ∂ ⅜ ™⁹ 

ה ⁸ ∆╢ ─ ⅜ ↕╣╢≤⁸ │ ╡╛∆ↄ⌂╢─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ  

ה ∆╢ ⱪכꜟ◓⌐≥↔ ≥™∆╛⇔╙◒כⱪ꞉כꜟ◓╡╟⁸≥╢∆╩↑ ⅎ╢⁹

ⅎ┌ ─ ╩ ╡№→╢≤⁸ ⇔╛∆™ ≤∕℮≢⌂™ ╩ ↑╢↓

≤⌐╟╡⁸∕╣∙╣─ ─ ⅜ ⌐⌂╡⁸ ╙ ⁸ ∆╢≤ ╦╣

╢⁹ 

ה │♥◐☻♩⌐ ⅛╣≡™╢ ╩∕─╕╕ ⅎ╢∞↑≢│ ≢⁸ ⅜ⱳ▬fi♩⌂─

⅛╩ ╠─ ≢ ∆═⅝⁹∕╣⌐╟╡ ─ ⅜╟╡ ╣╢⁹ 

ủ  

ה ▪fi◔כ♩─ ⅛╠ ─ ┬╡⅜℮⅛⅜ⅎ√⁹ 

ה ⅜ ─ ⌐ ╡ ╗√╘─ ╩ ∆╢↓≤│ ≢№╢⁹ 

ủ  

ה ▪fi◔כ♩─ ⅛╠⁸ ⌐ ┬↓≤≢⁸ ─ ⅜ ⅜╢≤ ∂√⁹ 

ủ  

IDה │ ╩ ⌐⇔≡◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻╩ ╢ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐│ ⌂

ⅎ ≢№╢≤ ∂√⁹ 
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ⱪכꜟ◓ה ↑│ ∂ ─ ⅜ ⌐ ≢⅝√ ⅜⁸ ⌂ ⅜ ╢∞╤

℮⁹ 

 

ᵒ ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉ ה ה  

⌐ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⁸ ▪fi◔כ♩ ╩ ╕ⅎ⁸

⅜ ╩ ═√ ⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻ ╡╕≤╘┼─ ⌐≈™≡ ╩ ∫√⁹

╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ  

ה ─ ⅜ ⅞╢ ╩ ⇔⁸ ─ ⅜ ≢│⌂™⅛⁹ 

⌐ⱶꜝꜙ◐ꜞ◌ה ⇔≡⁸ ─ ≤ ⌐ ╩ ╢ ⅜№╢⁹ 

ה ╩ⱶꜝ◓◗◄≡⇔≥ꜟכ♠─ ⇔√⅜⁸∕─ ╛◐ꜗꜞ▪ⱦ☺ꜛfi≤─

⌐≈™≡⁸ ⌐ ⅎ╠╣⌂⅛∫√ ⅜ ≤⇔≡ ∫√⁹ 

ủ  

ה ⌐ ╩ ⇔√↓≤⌐╟╡⁸ ⅛╠─ ⅜ ↄ⌂∫√↓≤╩ ∂√⁹ 

ה ╙ ∆═⅝⁹ 

ה ≤ ⌐ ⇔≡⁸ ╩ ╘╢═⅝⁹ 

ủ  

ה ⌐₈↓╣⅛╠─ ─№╡ ₉⌐≈™≡ ⅎ╢ ╩ ⅎ√↓≤⌐╟╡⁸ ⅜

⌐◒♇Ᵽ♪כ▫ⱨ─╠⅛כⱪⱷfiⱣכꜟ◓≥ ≠⅝⁸ ⌐ ╩ ∆╢╟℮

∑√╟℮∞⁹ 

ה ▪fi◔כ♩─ ⅛╠⁸ ─ ≢№∫√ ─ ⅜ ↕╣⁸

─ ─ ╙ ⇔√≤ ∂√⁹ 

ủ  

ה ─ ╘ ќ ꞉כ◒ќ◒ꜟכⱪ꞉כ◒ќ ќ ╡ ╡ ⅜ ⌐≤∫≡

⅛╡╛∆™╙─∞∫√≤ ∂╢⁹ 

ה ⅜ ∆╢ ≤⇔≡╙⁸ ─ ╩ ⌐ ↑≡╙╠™√™≤ ⌐ ⇔√ ╩

⌐ ⇔≡⅔╡⁸∕─ ╡─ ⅜ ╠╣√≤ ∂√⁹ 

ủ  

ה ⌐ ═ ╩ ⌐≤╣√↓≤≢⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⅜ ⌐ ∟ ╦∑─ ↕╣≡⁸╟╡ ⇔ ™ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

ה ⅜ ⌐ ⌐ ╙ →⅛↑≡⅔╡⁸ ⁸ ─ ⅜ ╩╟╡ ╘

≡╝ↄ ╛∕─ ⅜ ╠╣√⁹ 

╤⇔╗ה fi≤⇔≡≤╠ⅎ⁸▬ꜝ♩כ♃☻╩─╙─⧵ ─ ⅜ ⌐≥─╟℮

⌐ ⇔⁸╕√⁸∕╣⅜ ↕╣≡™╢⅛╩ ≢⅝╢≤ ™≤ ℮⁹ 
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 ─  

╟╡⁸ -ᵑᵒ─ ⁹ ⅛╠ ⌐⅔™≡ ─ ╩ ℮

↓≤≤⌂∫√⁹ 

 

─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

─ ⌐≈™≡ 

  ╟╡⁸ ─ ⁹ ╟╡ ↕╣√ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ₈ ─◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₉─♩꜠כ♫כ☼●▬♪⌐ ⇔≡⁸ ╩

∫√ ≢ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ủ₈ ₉⌐ ⇔≡⁸ ─ ה ה ╩ ≤⇔≡ ↄ ∫≡™╢ ⌐

∆╢ ה ⌐≈™≡⁸ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

 

╕√⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ↕╣√ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ╩ ╗ ₉─ │⁸ ⅜ ∆╢⁹ 

ủ₈ ה ⱨ□◦ꜞ♥כ◦ꜛfi☻◐ꜟ ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ⅜

∆╢ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ⌐ ∆╢ ╩ ─ ⁸ ╩ ℮⁹ 

ủ₈◒ꜝ☻ה ⁸ ₉⌐ ה☻ꜝ◒⁸₈≡⇔ ₉≤₈ ₉╩ ↑╢⁹ 

ủ ⌐ ⇔≡⁸ ⅛╠ ╩ ╘≡™ↄ⁹ 

 

【第３回分科会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  ₈ ─ ₉ 

  

  ─ ⁸  

    ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

    ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

 

   ₈ ₉ ⁸ ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉ ⁸ 

⁸ ⁸ ⁸  

 

 ⌐ ∆╢ и⌐≈™≡⁸ ╟╡ ⌐ ≠⅝ ╩

∫√ ⁸ ∕╣∙╣─ ╟╡ ⌐≈™≡ ╩ ™⁸ ⌐≈™≡─ ╩ ∫

√⁹ 
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ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

ה ╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ  

ה ┼─ ╩ ╘╢√╘─ ≤⇔≡⁸ ─ ≢ ─ ╩♦▫☻◌♇◦ꜛfi

⇔≡│≥℮⅛⁹ 

─fi◓₉♅כ◖₈ה ≤™℮ ℮≤⁸ ╠⅛─♥◒♬♇◒─ ⌐ ╡⅜∟≢№╢⅜⁸₈

─ ₉╛₈ ─ ₉≤™∫√ ⌂ ╩ ⅎ≡⁸∕─√╘─ ─ ≈≤⇔

╩≥↓℮™≥╢№⅜fi◓₉♅כ◖₈≡ ⇔≡╙╠℮↓≤⅜ ⁹ 

ה ∆╢ ⅜ ↕╣╢ ─ ╩ ╡⁸ ⌐ ∂√ ╩≤╢↓≤⅜ ≢⁸╕√⁸

─ ╩╟ↄ ╢↓≤⅜ ⁹ 

ủ  

ה ─ ⌐│ ⅜№╡⁸ ╛ ⅎ ╩ ─ ⌐ ∫≡ ∆╢↓≤⅜ ⁹

│∕─ ╩╟ↄ ╡ ╣≡™╢⁹ 

ה ₁⌂ ╩ ≤ ⌐ ⇔⁸ ─♃▬ⱪ⌐ ╦∑≡ ™ ↑╠╣╢╟℮⌐⇔≡╙╠

™√™⁹ 

ủ  

ה ─ ╙ ≢⁸ ─ ⌐ ∫√ ─ ≤ ─ ⅜ ⁹╕

√⁸ ≤ ∫≡╙⁸ ≤ ⅜№╡⁸ ─ ≢№∫≡╙ ╩ ⁸ ⇔≡

™╢≤ ™ ╗≤⁸ ╩ ≥↓╢№⅜☻כ◔╢ ╙ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ủ  

ה ⅜ ℮ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ╙ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi◓⁸◌►fi☿ꜞfi♅כ◖fi◓⁸♅כ▫♥ה ─∕╣∙╣─ ─ ╩

⇔⁸ ⌐ ∫√ ─ ╩ ™ ∆ ⅜№╢⁹ 

 

ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

─ ≤∕╣⌐ ∆╢ ─ │ ─≤⅔╡⁹ ủ ⅛╠─ ⁸Ẽ ─

 

ủ  

≢ꜟכⱷה ╩ⱶכ꜠◒⌐ ⅜☻כ◔℮ ╠╣⁸ ⌐ ∫√↓≤⅜№╢⁹ 

Ẽ  

ⱶכ꜠◒─≢ꜟכⱷה │ ⅎ⁸ ∫≡ ╩ ↄ ⅜⁸╟╡ ╩ ∑╢≤ ℮⁹ 

ủ  

ה ⱶכ꜠◒─≢ ─⧵⅜╢╟⌐☻כ◔⁸│≢ ≢ ⌐ ⌐ ╡ ⅜⌂™↓≤╙

≢│⌂™⅛⁹ 
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Ẽ  

ה ⱶ⌐│⁸כ꜠◒╢╟⌐ ─♫fiⱣכ♦▫☻ⱪ꜠▬⌐ ∆╢ ─ ⅜ ⁹╕√⁸

╩ ╢ ≢│⁸ ─ ╩ ↄ↓≤⅜ ⁹↓─╟℮⌂ ⌂↓≤╙

─ ⌐ ╡ ╖√™⁹ 

ủ  

ה ╠⅛⌐ ─ ⅜ │⌐ⱶכ꜠◒√∫⌂≥ ≢⅝╢⅜⁸ ⌐ⱶכ꜠◒⌂ ∆

╢ ↑ ╛ ⁸ ⅞ ╩ ⇔≡╒⇔™⁹ 

ה ╩ ≤⇔≡™╢─∞⅛╠⁸ ─ ╩ ↄ⇔⁸ ─ ─ ╩ ↄ ╡

╣⁸ ⌂ ╩ ∆═⅝⁹ ℮╢ ╡⁸╟╡ ⌐ ⇔√ ╩☻כ◔⁸

╡№→√ ≤⇔√™⁹ 

ủ  

ה ⅜ ≥ꜟכ◗╩ ─┼ⱶכ꜠◒╡╟⌐⅛╢™≡╘ ─ │ ╦∫≡ↄ╢│∏⁹ 

─ⱶכ꜠◒ה ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ∆╢─⅛⁸ ⇔≡⇔╕℮─⅛⅜ ⅛╣╢↓

≤╩ ╕ⅎ╣┌⁸ ∞⅛╠↓∕ ╛ ∆╢↓≤⌂ↄ⁸◒꜠כⱶ ─ ╩

∆╢↓≤│ ≢№╢⁹ 

Ẽ  

ה ≤™℮ ™ ─ ≢ ─ ╩№→╢√╘⌐⁸ ╩╙≤⌐

╩◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡ ™√™⁹╕√⁸ ⱶכ꜠◒⌐╘ ─ ╙ ∆╢ ⅜№╡⁸

─ ╙ ™√™⁹∕⇔≡⁸ ╡ ╩ ≤⇔√™⁹ 

ủ  

ⱶכ꜠◒ה ⌐│ ⅜ ≤⌂╢⁹↓─ ╩ ⇔≡⁸∕─ ╙ ⇔≡

⅝√™⁹ 

Ẽ  

ה ╛ ⌐∕─ ⇔≡ ╩ ™ ─ⱶכ꜠◒⁸⅜╢№≢⅝═∆ ╩ ↑√

⅜ ⇔√ ╩ⱴ▬♫☻ ⅜ⱶכ꜠◒⁸≥╢∆ ↕╣╢ ⇔⌐ↄↄ⌂╢ ⁹ ╩

↑╢ │⁸ ↑ ╣≡ ╩ ↄ ⅜№╡⁸ ⇔─ ™ ╡⅜ ≤⌂╢⁹ 

ủ  

ה ─ꜞ☻◒ ╩ ⁸│≢☻כ◔√⇔ ⅜ꜞ☻◒ ╩ ∫≡™⌂™ ⁸◒꜠

≥ⱶכ ⁹╢№⅜☻כ◔™⌂⅝≢ ≢ ↄ ⌐ꜞ☻◒ ⁸ ╩ ∫≡

╗ ╩ ⇔≡ ⅝√™⁹ 

Ẽ  

ה ╢⌂⌐ⱶכ꜠◒⌂ ⌐│ ─ ⱶ⅜№╡⁸כ꜠◒⌂ ─ⱥꜘ♇≤⇔√Ⱶ☻

⅜№╢ ₐⱢ▬fiꜞ♇ⱥ─ ₑ⁹◒꜠כⱶ⅜ ⇔╛∆™ ╛ ≤⌂╢Ɫ◙כ♪⌐

ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 
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ủ  

ⱶ⌐│⁸כ꜠◒ה ╩⇔≡⅔ↄ═⅝◔⁸≥☻כ ╩⅛↑≡ ⌂ ⌐ √╢═⅝

⁸╡№⅜☻כ◔ │ ─ ⌐ ™⅜№╢─≢│⌂™⅛⁹ 

Ẽ  

╙≡⇔⌐╣∏™ה ─ ⅜ ─ⱶכ꜠◒⁹₈ ☻♃fi☻₉╙ ⌐ ╘≡™╢⁹ⱬ♥ꜝ

fi⌐╙ Ⱶ☻⅜ ─ⱶכ꜠◒⁹₈╢№⅜☻כ◔╢↓ ☻♃fi☻₉╩ ╢ ⅜ ⁹

─ ╩ ∫√ ╩◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⁸≢ ™√™⁹ 

ủ  

⌐☻ⱶ╩♅ꜗfiכ꜠◒ה ⅎ╢≤™℮ ⌐≈™≡⁸ ⌐⅔™≡╙ ⇔√ ⅜♅ꜗfi☻

≢№╡⁸ ┬↓≤─≢⅝╢ ⌂ ≤⌂╢⁹ 

─ⱶכ꜠◒ה ╩ ↄ ╘⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⁹ 

Ẽ  

ⱶכ꜠◒ה ╩ ╘⁸∕╣⌐ ╩◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⅝≠ ╩ⱶכ꜠◒⁸™ ℮ ⅜≥─╟℮

⌂ ⌐ ⇔√╡ ╩ ≈⅛ ⁸ ⌐ ⅝╩ √∑√™⁹ 

 

∕╣∙╣─ ה ⌐≈™≡ ⇔√ │ ─≤⅔╡⁹ 

ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 

Ⱪꜟ│⁸כ♥ה   ꜟכ◒☻╩ ה ╩ ⱪכꜟ◓─ ≢ ∆╢⁹   

ה   ⌐ⱪכꜟ◓ ─ ⅛╠─ │ ↑⁸ ⱪכꜟ◓⅜ ↑╩ ℮⁹ 

ה   ⅜ ™√╘ⱴ▬◒─ ╩ ℮⁹ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 

ה ⅜ ╩♃כ♦⌐≢╕ ┼ ╡⁸ ⅜ ∆╢⁹▪fi◔כ♩

─√╘⁸ ╙♃כ♦─ ╘⌐ ┼ ╢⁹ 

⌐fiכꜞ◒☻ה ∆╢ │⁸ ⅜ ∆╢⁹ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 

ה ≤◘▬fiⱭfi ה ≤◒ꜞ♇ⱪ╩ ⅜ ∆╢⁹ ⌐ ⇔≡⁸

⅜ ⌐ⱪכꜟ◓ ∏≈─ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ⱱ꞉

▬♩Ⱳכ♪ │ⱱ꞉▬♩Ⱳכ♪⅜⌂↑╣┌ ─ ╩ ℮⁹ 

ה ⅜ ╩♪כ◌╢∆ ⅜ ∆╢⁹ 

Ừ∕─  

ה ⌐ ╩ ℮⁹ 

ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 
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ה ─ │⁸₈ ₉╩ ╩ⱪ꜠▬fi◓₉ꜟכ꜡⁸₈ ⁸₈ ₉╩

≤∆╢⁹ 

─ⱶכ꜠◒│⌐ⱪ꜠▬fi◓₉ꜟכ꜡₈ה ⅜ ≢№╡⁸ ≤ ⅜ →√ ╩

╩ⱪ꜠▬fi◓₉ꜟכ꜡₈⌐ ℮⁹ 

ⱶכ꜠◒ה │ ꜠☺ꜙⱷ⌐ │≢◒כⱪ꞉כꜟ◓⁸⅜╢∑ ⅜ⱪכꜟ◓─≡ ∂

ⱶכ꜠◒ ╩ ╡ ℮⁹ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 

Ⱪꜟ│⁸כ♥ה ꜟכ◒☻╩ ⁸ ╩ ⱪכꜟ◓─ ≢ ⱪכꜟ◓⁹╢∆

↑│ ⅜ ℮⁹ 

Ừ ⌐ ⇔≡ 

ה ⅜ ─ ⌐ ╦╢ ╛ ╛ ⁸ ≤⇔≡ ∫≡⅔ↄ═⅝

╩ ∑√ ─ ╩ ℮↓≤≤⌂∫√⁹ 

ה ⅜ ╩♃כ♦⌐≢╕ ┼ ╡⁸ ⅜ ─ⱶכ꜠◒⁹╢∆

│⁸ ⅜ ╩♃כ♦⌐ ┼ ╢⁹╕√⁸₈ ₉₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷ

fi♩₉ ⱶכ꜠◒╙ ╩ →⁸ ┼ ╢⁹ 

⌐fiכꜞ◒☻╩ⱷꜙ☺꜠ה   ∆╢⁹ 

 

【第３回委員会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  ₈ ─ ₉ 

  

   и─  

    ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ ה  

    ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉  

  ─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

  ─ ⌐≈™≡ 

  ∕─  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸  

 

 и─  

ᵑ₈ ◓fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi♅כ◖ ₉ ה  

ה ⌐ ⇔√ и⌐≈™≡⁸ ⁸ ▪fi◔כ♩
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╩ ╕ⅎ⁸ ⅜ ╩ ═√ ⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ┘◦ꜝⱣ☻ ╡╕≤╘┼─ ⌐≈™≡

╩ ∫√⁹ ╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ  

ה ─ ≢ ╡ →╠╣√ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ⅎ ⱪ♇◦כ♄כꜞ╛ │⁸ ⅜

─ ≤∆╢ ≢│⌂⅛∫√⅜⁸ ─ ⁸₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╛₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉⌐ ∆

╢ ⅝╛ ╩ ∆ ⅜™√↓≤⅜ ⅛∫√⁹ ─ ⌐₈ⱴⱠ☺ⱷfi

∞╕⅜ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ₈╛₉♩ ⇔≡™⌂™↓≤─ ╣≤ ⅎ╢⅛╙⇔╣⌂™⁹

─ √⌂ ≤⇔≡ ⅎ╢═⅝⅛≥℮⅛ ⅜ ⁹ 

ה ╩ ∆╢ ≢│⁸₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉₈◖כ♅fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉

╩│∂╘≤⇔≡⁸ ₁⌂ ╦╡ ⅜№╢↓≤╩ ⇔⁸ ╛ ⌐ ∂≡ ™ ↑╠╣╢

╟℮⌐⇔√™⁹ 

ה ⅜ ─ ꜟ◐☻fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉⌐≈™≡│⁸♅כ◖₈√™≡⇔≥ ⌐

⇔√ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⇔≡ ⇔√™⁹ 

─fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖₈ה ╩ ⌐ ╖ ╘╢ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ủ  

♩כ◔fi▪ה ─₈ ─ ₉─ ⅜⁸₈ ⅛╠─ ╕√│ ₉⅜

≢⁸ ⅛╠ ™√ ≤ ─ ⅜ ⇔≡™╢ ⌐ ╩

∫√─≢│⌂™⅛⁹ ⅜ ⇔≡™╢↓≤╩⁸╟╡ ↄ─ ⅜ ⁸ ה

⇔⁸ ─ ⌐ ⅝ ⅎ≡ ↑ ╘≡╙╠ⅎ√╠ ⅛∫√≤ ℮⁹ 

♩כ◔fi▪ה ≢₈≤≡╙ ₉╟╡╙₈ ₉≤ ⇔≡™╢ ─ ⅜ ™↓≤╩

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

│ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ה ⌂ ⅎ ≢№╡⁸₈ ₉─ ⌐ ╘

╢═⅝⅛⁸ │ √⌂ ≤⇔≡ ≡∆╢═⅝⅛ ⅜ ⁹ ≢ ╡ ╘√

─₈ ₉⅜⁸ ⌐ ≤↕╣≡™╢ ≤⇔≡ ⅜⌂™⅛≥℮⅛

⌐ ∟ ╢ ⅜№╢⁹ 

₈ה ₉─ ⌐ ╩ ╡ ╣╢ ⅜№╢⁹ 

ה ≢  ⁹⅝═∆☻◌כ◊fi◓₉⌐ⱨ♅כ◖₈│⌐╘√╢∆

ủ  

ה ─ ≢ │ ⌂ ─┼ⱴכ♥─↓↑∞╣⧵⁹╢™≡∫⌂≥ ⅜ ⅝

⅛∫√─≢│⌂™⅛⁹ 

ה ─ ≢│ ─ ⇔™ ╙ √⅜⁸╗⇔╤ ╙ ⌂ ≤⇔≡ ↑≤╘⁸

─ ─ ╩ ╢⅝∫⅛↑≤⌂╣┌≤ ⅎ√™⁹ 

₈ה ₉⌐│⁸ ⅛╠ ⱬ♥ꜝfi╕≢ ╕╣≡™╢⁹ ╙ ╙ ™ ╩

≤∆╢ ≢⁸ ℮≤╩ꜟכ◗─ ⇔⁸≥℮ ∆╢⅛╩ ∆ ⅜№╢⁹ 
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ה ⌐≤∫≡─₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉╩⁸ ⅜ ≤⇔≡≥─꜠ⱬ

ꜟ≢ ↑≤╘⁸ ─ ╩≥℮ ꜟכ◗⁸⅛∆√ ╙ ╘ ╘≡ ╡ →≡╝ↄ ⅜

№╢⁹ 

ה ⌐│⁸ ╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ╩ ↓↕∑⌂™≤™↑⌂™⁹ 

ủ  

ה ─ ─ ⅜⁸ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╩ ≤⇔√ ⌐ ◓fi♅כ◖⁸╣╠≡

╩ ╡ ∫√─│ ─ │◓fi♅כ◖⁹√∫∞ ∞↑≢│ ⌐ ⅛⌂™⁹ ⅜

⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢√╘⌐│ ⅜ ⁹ 

ה ≢ ╡ │ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ₈√╣╠→ fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖⁸₈⅜╢№≢

─ ⌐ ⅝╩ ↄ═⅝⁹ 

ⱪ₉₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉│⁸♇◦כ♄כꜞ₈ה ─≥─ ╩ ┬ ⌐╙ ≤⌂╢

⌂ ⅎ ◦◒כⱪ₉≤₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉╩₈◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi꞉♇◦כ♄כꜞ⁹₈╢№≢

ꜛ♇ⱪ₉≤ ⁸ ⌐∆╢─│≥℮⅛⁹ 

ủ  

─ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ה │ ┬↓≤⅜ ꜞ♃fi◓₉₈ⱷfi♅כ◖⁸₈⅜√∫⅛

fi◓₉⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™√ ⅜♅♇Ⱶ☻ⱴ─≥☼כ♬─ ↓∫√─≢│⌂™⅛⁹

≤⇔≡⁸ ≤─ ∟ ╦∑─ ⅜ ⇔≡™√ ⅜ ≢№╢⁹ ╩

ⅎ≡™⅝√™⁹╕√⁸ ⌐ ⅜ ⁹ 

ה ─ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ╙ ⁹ ⌂ ⌐╙ │№╢⅜⁸ √

⌂ ⅜ ⇔≡™√⁹ ╩ ™⁸ ⌐ ⅝╩ √∑╢↓≤⅜ ⁹ 

ủ  

ה ⅜ⱴכ♥℮ ∆⅞√─≢│⌂™⅛⁹ ⌐ ─ ≤ ⌐ ╦╣√ ≤─

╩fi◓₉♅כ◖₈≡⇔≥ ╡ ℮ ╩ ╘≡ ⅜ ↄ⌂∫≡⇔╕∫√⁹ ≤

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ╘≡ ⌐≈™≡ ∟ ╦∑╩ ⌐∆═⅝≢№∫√⁹ 

ה ⌐│⁸ ⌂☻◐ꜟ╩ ⌐ ↑√⅛∫√ ≤⁸ ⌐╦√╢ ╩ √⅛

∫√ ─ ≈─ ⅜№╡⁸ ⌂☻◐ꜟ╩ ⌐ ↑√⅛∫√ ⌐│ ╡⌂⅛∫√─≢│

⌂™⅛⁹ 

ה ⅜ ™─│ ⌐⌂╢⅜⁸ ╩ ╘ ╗∞↑≢│ ⌐₈ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫

√─⅛₉⅜ ⅎ⌂™⁹₈ ⅛╢₉≤₈≢⅝╢₉│ ⱪכꜟ◓│⌐╢⌂⌐℮╟₉╢⅝≢⁸₈╡⌂

꞉כ◒⅜ ⁹ 

ủ  

ה ⌐│ ≢⅝⌂⅛∫√⅜⁸ ▪fi◔כ♩ ╩ √ ≤⇔≡⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐

∆╢ │⁸ │ ≢№╢╟℮⌂ ╩ ↑╢⁹ ₁─ ╩ ╕ⅎ⁸

⌐fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖₈ ⅝╩ ↄ╟℮⌐∆╢ ╩ ⌐ ⇔≡™ↄ ⅜№
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╢⁹ 

 

╩ ╕ⅎ⁸ ─≤⅔╡ ⇔√⁹ 

 ẽ₈ ─fi◓₉₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖₈│≢₉ ⌐ ╩ ↄ⁹ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

ה │ ⇔≡™ↄ⁹ 

 ẽ ⅜ ≤⌂╡⁸ ≤ ─ ⁸ √⌐ ╩ ℮⁹ 

 ẽ₈ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪ₉⌐≈™≡⁸ ≢≥─╟℮⌐ ℮⅛ ⇔

≡™ↄ⁹ 

 

ᵒ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉  

╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ủ  

ה ─ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂⅛∫√⁹ 

ⱪכꜟ◓⁸≢◒כⱪ꞉כꜟ◓ה ─ ╡ ╡╛ ◦▼▪⁸ ≥─╟℮⌐ ∆╢⅛╩

∆╢√╘─ ⅜ ⱶכ꜠◒⁹√∫№≢ ⱪ꜠▬fi◓≢│⁸ꜟכ꜡─ ⌐ⱨ▫כ♪Ᵽ♇

◒⅜ ≢⁸ ⱶכ꜠◒⅜ ╩≢⅝╢╟℮⌐⌂╠⌂↑╣┌™↑⌂™⁹ 

╩ⱶכ꜠◒ה ℮ ⁸ ∆╢ ⁸ ⅜∕╣∙╣─ ╩ √∆√╘⌐⁸⸗♦ꜟ

╛ ─ ─ ≢ ⅜ ⁹ 

─◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡ה ╡ ╡≤ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐∆╢─⅜ ™⁹ 

ה ─ ⌐╙ ≤ ⱶכ꜠◒⁸╡⅔⅜ ─ ⅜ ⌂╢↓≤⌐╙ ≢⅝√╠ ⅛

∫√⁹ 

ủ  

♩כ◔fi▪ה ⅛╠⁸ ─ⱪכꜟ◓─ ⅜ ↓ⅎ╢≤™℮ ⅜№╡⁸ ⅜ ⅛∫√↓≤

⅜ ⱪכꜟ◓⁹╢⅛ ≢ ╩ ⅛™ ⌐◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡⁸∑╦ ≢⅝╢╟℮⌐⇔√

⅜ ™⁹ 

ủ  

│ⱶכ꜠◒ה ⅜ ↄ─ ╩ ⅎ≡™╢ ≢№╡⁸ ⱴ≢│⌂ↄכ♥√⇔ ⌐∕

ↄ⇔√ ⌐∆╢↓≤⅜ ╢⅛⅜ ≢№╢⁹ ⌐ ╩ ≤⇔√ ⌂

╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝√ ⅜ ⅛∫√─≢│⌂™⅛⁹ 

ⱪכꜟ◓⁸≡™⅔⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓ה ─ ≢⁸ ─ⱶכ꜠◒≢ ⌐ ╣≡™╢

ⱶכ꜠◒⁸⅜ ╩ ↑╢ ⌐⌂╢ ⁸ ╩⇔≡ ╩ ꜠ⱪꜟכ꜡⌂℮╟╢⅝≢

▬fi◓╙≢⅝╢─≢│⌂™⅛⁹ 

ủ  

ה ─ ↕╟╡╙⁸ ⅜ ╩ ∫≡ ⌐ ∆╢ ─ ╡╩ ∆╢ ⅜№
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╢⁹ 

ה ╩ ╛∆ ⅜№╢⁹ 

ủ  

ה ◓ⱪ꜠▬fiꜟכ꜡─ ⌐ ╢ ⌐⁸ ⅜ ─ ╩ ∆ ─ ⅜

≢№∫√⁹ 

ה ╠╣√ ≢│№∫√⅜⁸ ™ ≢№∫√⁹ ≤ ⅜ ⇔≡™√⁹ 

ה ╩ ╛∆↓≤⌐╟╡⁸ ⌐ⱶכ꜠◒⅜ ∆╢ ╩ ∆ ╩ ╢↓≤⅜≢

⅝╢⁹ 

ủ  

ⱶכ꜠◒ה ─ ⌐⁸≥℮ ⅎ╣┌ ™─⅛⁸ ™─⅛─ ⅜ ⁹ 

╩ⱶכ꜠◒ה ℮↓≤│⁸ ⇔⌂™↓≤≢╙№╡⁸╕√ ≢ ╩ ℮ ─ ≢⁸◒꜠

╩ⱶכ ℮ ╩ ⌐ ∂╠╣⌂™ ⅜™√╟℮∞⁹ ─ⱶכ꜠◒│ ™ ╩

∆╢ ⅜№╢⁹ 

ה ≢⁸ ─⧵≥ⱶכ꜠◒√∫№⌐ ⌐ ∆╢ ─ ⅜№╢≤ ™⁹ 

 

╩ ╕ⅎ⁸ ─≤⅔╡ ⇔√⁹ 

 ẽ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ⱶכ꜠◒ ₉─ ╩ ≤∆╢⁹ 

 ẽ◓ꜟכⱪ꞉כ◒─ ⁸ ⌐⸗♦ꜟ ╛ ─ ╩ ↑╢⁹ 

 

─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

─ ⌐ ⇔≡⁸₈ ◦ꜝⱣ☻ ₉─ ╩⁸ ─ ⅜ ™⁸

╕≢⌐ ┼ⱷכꜟ≢ ∫≡ ↄ↓≤≤⌂∫√⁹ 

 

─ ⌐≈™≡ 

╟╡⁸ ─ ⁹ ╟╡ ↕╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉⌐≈™≡  

ủ  

ה ⌐⅔™≡╙⁸ ≤─ ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹ ⌐╙ ↕∑

√™⁹ 

ủ  

₈ה ₉│ⱴכ◔♥▫fi◓ ⅜ ⌐⌂╢ ⁹₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ⌐ ╘

╢─│≥℮⅛⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ה ╩ ╡ ╣╢═⅝⁹ 

ה☻ꜝ◒₈ ⁸ ₉⌐≈™≡  

ủ  
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ה ∆╢ ─ ≢⁸₈◒ꜝ☻ ₉≢│⁸ ⇔™ ╩ ∆↓≤⅜ ⁹╕√⁸

─№╢ ╛⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⅜ ™ ┼─ ╙ ⌐ ╡ ╣√™⁹ 

☻ꜝ◒ה ⌐⅔™≡│⁸ ╩ ╡ ╣⁸ ┼─ⱴⱠ☺ⱷfi♩ה ╩

≢ ⇔ ℮↓≤⅜ fiꜛ◦כ꜠ꜞ≥ꜟכꜟ⁸₈√╕⁹ ─ ₉─ ⅜

≢╙ ≤⌂╢⁹ 

☻ꜝ◒₈ה ₉≢₈ - ₉╩ ╡ ╣⁸ ⌐╟∫≡◒ꜝ☻ ─ ╩ ∆╢≤™℮

⌐⇔≡│≥℮⅛⁹ ╩ꜟכꜟ─ ™╢↓≤⌐╟╡⁸◒ꜝ☻ ⅜ ╩ ≡╢

↓≤╛⁸ ─ ⇔ ™⌐╟╢ ─ ⁸ ─ ⅜ ⌐⌂╢⁹ ⌐

⇔≡™ↄ↓≤≢⁸₈◒ꜝ☻ה ₉╩ ↄ⇔≡™ↄ↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ה☻ꜝ◒₈ה ₉╩ ⌐∆╢─│≥℮⅛⁹ 

ủ  

☻ꜝ◒₈ה ₉≢│⁸ ─ ⅜ ⌂ ┼─ ╩ ╡ ╣╢═⅝∞⅜⁸ ─╖⌐⌂

╢ ⅜ ≢№╢⁹ 

₈ה - ₉╩ ╡ ╣√ ⌐⅔™≡⁸ ⅜₈◒ꜝ☻ ₉⁸ ⅜₈ ₉≢│₈

₉─ ⅜ ∆╢⁹ 

ủ  

₈ה ₉│⁸ ─ ╩ ╡⁸ ⇔™ ╩ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝╢ ⁹

╙₈ ₉─ ╩ ≈↓≤│ ⁹ 

ה │ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ≤⇔≡◒ꜝ☻╩╕≤╘╢↓≤⅜ ≢⌂™↓≤

⅜№╢√╘⁸₈◒ꜝ☻ ₉─ⱡ►Ɫ►╩ ╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹ 

₈ה ₉≢│⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ╡ ╣╢═⅝⁹ 

ủ  

☻ꜝ◒ה ≢│⁸₈╒╘ ─◦ꜗ꞉₉כ╩ ╡ ╣╢≤⁸ ⅜ ∫√╠ ↑ ℮

⅜ ≢⅝╢⁹ 

₈ה ╙⌐fi◓₉╛₈ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖₈│₉ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ủ  

₈ה ₉≢│⁸ ⌐⅔™≡ ⇔√ ╙№╢≤⁸▬ⱷכ☺⅜╦⅝╛∆™─≢│⌂™

⅛⁹ 

☻ꜝ◒₈ה ₉≢⁸ ─ ⁸ ≤─ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

╩ ╕ⅎ⁸ ─≤⅔╡ ⇔√⁹ 

ẽ │⁸ ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉≤₈ ה ₉╩ ⌐

≢ ה☻ꜝ◒⁸₈™ ₉│ ⌐ ℮⁹╕√⁸ ⌐₈ ₉─ ╩

∆╢⁹ 
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ẽ₈◒ꜝ☻ה ⁸ ₉⌐ ה☻ꜝ◒⁸₈≡⇔ ₉≤₈ ₉╩ ↑⁸₈ ₉

│₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ⌐ ╘╢⁹ 

ẽ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉│⁸ ─ ≤⇔⁸ │ ⇔≡™

ↄ⁹ 

ẽ₈◒ꜝ☻ה ₉⌐ ⇔≡⁸ ─ ≤⇔⁸₈ ₉─ ⅎ ╩ ⇔√

╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

∕─  

ủ ─ │ ⌐ ℮↓≤≤⌂∫√⁹ 

 

【第４回委員会】 

     

   ▪ꜟ◌♦▫▪ ﬞ  ₈ ─ ₉ 

  

  ─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

  ─ ⌐≈™≡ 

  ∕─  

 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

⁸ ⁸  

 

─ ╡╕≤╘⌐≈™≡ 

 ─ ╡╕≤╘⌐ ↑≡⁸ ─ ╩ ∫√⁹ ⅛╠─ ⌐ ≠⅝⁸

⅜ ⇔⁸∕─ ⁸ ⌐ ╩ ∆╢↓≤≤⌂∫√⁹⌂⅔⁸ ⌂ ⁸ ⅛╠─

│ ─≤⅔╡⁹ 

 ủ , ₈│∂╘⌐₉⌐ ⇔≡⁸ ╩ ↄ∆╢√╘⌐⁸₈ ⌐≈™≡ ≤

⇔≡ ⇔╕⇔√⁹ ╟╡ ↕╣√ ─ ╟╡⁸ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐ ⇔≡⁸

₉₈ ─ ─ ╩ ╢↓≤│ ⌂ ≢№╡╕∆⁹

≤⇔╕⇔≡│⁸ ₉≤∆╢⁹ 

 ủ , ₈ . ⅎ ≤ ₉⌐ ⇔≡⁸ 

⌐ⱪꜝfi₉₈▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi₉₈◐ꜗꜞ▪Ɽ☻₉▪ꜞꜗ◐₈ה   ╩ ↑╢⁹ 

ה   ⅜ ≢№╢↓≤╩ ∆√╘⌐⁸ᵔ₈ ─№╢ ₉╩₈

⅜ ≤∆╢ ₉≤∆╢⁹ 

₈ה   ₉─ ╩ ∆╢√╘⌐₈ ₉≤∆╢⁹ 
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₈ה   ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─⌡╠™₉─ ╩ ⌐∆╢↓≤╛⁸ ⅜ ⌐╦√╡

╩ ╘╠╣╢╟℮⌐∆╢↓≤⁸╕√⁸ ─ ⌐ ∂√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤⌂╢╟℮

⇔╩ ∫≡™ↄ↓≤ ─ √⌂ ╩ ⅎ⁸₈ᵑ ה ₉₈ᵒ

─⸗♅ⱬכ◦ꜛfi─ ≤ ▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi ₉₈ᵓ ≠⅝ ≤

₉₈ᵔ ₉₈ᵕ ⅜ ≤∆╢ ₉₈ᵖ

₉₈ᵗ ╩ ╗ ─ ⌐╦√╢ ─ ₉≤∆╢⁹ 

 ủ , ₈ ─ ₉⌐ ⇔≡⁸ 

₈ה   ⅜ ∆╢ ₉⌐≈™≡⁸ ⌂ ╩ ∆⁹ 

 ủ , ₈ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉⌐ ⇔≡⁸ 

ה   ╩ ↄ∆╢√╘⌐⁸₈ ה ╩ ∫√ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─℮∟⁸a

◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₑ│⁸ ⌐≤∫≡╟╡ ⅛╡╛∆ↄ ₐ▬fi☻♩

⌐fiₑ▬◙♦הꜟ♫ꜛ◦◒ꜝ ∆╢ ≢№╢⁹ │↓─ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ─

╩ ™⁸ ₉≤∆╢⁹ 

ה   ⌐≈™≡⁸♥☻♩⅜ 20 ≢№╢↓≤╩ ∆╢⁹╕√⁸₈TIPS₉╩₈ⱥ

fi♩₉≤ ∆╢⁹ 

─fi₉▬◙♦הꜟ♫ꜛ◦◒ꜝ♩☻fi▬₈ה   ╩₈ID₉⌐ ∆╢⁹ 

ה   ╟╡⁸₈ ≢╙ ID╩ ╡ ╣⁸ ≢─ ≤⌂╢ ⅝⅜ ╠╣╢⁹

ID╩ ™≡⁸◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╛ ╩ ⇔√ ⁸ ╩ ╡ ╣╢ ╙ ⅎ

╢↓≤⌐⌂╡⁸ ╙ ╙ ─ ⅜ ⌐⌂╢⅜⁸ ⅜ ≢⅝╢⁹₉

≤─ ⅜ ═╠╣√⁹ 

 ủ , ₈ ₉⌐ ⇔≡⁸ 

ה ▪fi◔כ♩ ─℮∟⁸ ⌐ ∆╢ ≠⅛™≤⇔≡ ≤ ↕╣╢

│ ⇔⌂™↓≤≤∆╢⁹ 

⁸⅔⌂ה ╟╡⁸ ─ ─ │⁸₈ ╩ ╡╕≤╘╢ ≢ ⌂ ≤⌂

╢ ▪fi◔כ♩─ │⁸ ⌐ ה ↕∑≡╙╠℮ ⅜№╢₉ ╩ ╘

⇔≡⅔ↄ═⅝≤─ ⅜ ═╠╣√⁹ 

ה   ─ ╩ ⅎ╢⁹ 

ה   ─ ╩₈ ─ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ╙ ⁹ ⌂ ⌐

╙ │№╢⅜⁸ √⌂ ⅜ ⇔≡™√⁹ ╩ ™⁸ ⌐ ⅝╩ √∑╢↓

≤⅜ ⁹₉≤∆╢⁹ 

 ủ , ₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉⌐ ⇔≡⁸ 

ה   ▪fi◔כ♩ ─℮∟⁸ ╕√│ ⌐ ╦╢╙─≢│⌂™≤ ↕╣

╢ │ ⇔⌂™↓≤≤∆╢⁹ 

 ủ . ₈◦ꜝⱣ☻₉⌐ ⇔≡⁸ 
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₈ה   ₉⌐≈™≡⁸₈ ╩fi◓⁸ⱷfi♃ꜞfi◓₉♅כ◖ ℮ ⅜⁸№ↄ╕≢╙

⌐⅔™≡─╙─⁸ ⌐₈ ה ─√╘₉≢№╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

₈ה   ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה◦ꜝⱣ☻ ₉⌐≈™≡⁸ ≢│ ─╖─☻כ◖

╙ ≤⇔√⅜⁸ ⌂ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ╙☻כ◖ ≤⇔⁸ ─ ≤∆╢⁹

╕√⁸ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ≤∆╢⁹ 

₈ה   ה ₉⌐≈™≡⁸ ⅜ ≢ ─ ─ ╩◦ꜝⱣ☻⌐

↕∑╢⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡ │ ╦⌂™⁹ 

─♩ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉⌐≈™≡⁸₈ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi◒☻ꜞ₈ה   ₉─ ≢₈ ₉ ┘

₈ ה ─ ₉⌐≈™≡ ╡ →╢⁹ 

 ủ , ₈ ₉⌐≈™≡⁸₈►♅♄ ☿fi♃₉≤

⌐∆╢⁹ 

─ ⌐≈™≡ 

╟╡ Ɑכ☺─ ⁹ ┼─ ⌐≈™≡ ⇔√⁹

│ ─≤⅔╡⁹ 

 ủ ₈ ₉⌐ ⇔≡⁸ │ ⁸ │ ≤⇔⁸

│ᵑ ⁸ᵒ ⁸ᵓ ⁹ 

 ủ ₈ ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉₈ ה ₉⌐ ⇔≡⁸ │

≤⇔⁸ │ ─ ─ ⁸╙⇔ↄ│ ≤∆╢⁹ 

 ủ ה☻ꜝ◒₈ ₉⌐ ⇔≡⁸ ╩ ╩ ≤⇔⁸ ─ │

⌐≡ ∆╢⁹ 

∕─  

 ⌐⁸ ⌐ ⇔≡ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡ ╩ ∫√⁹ ⅛╠ ═╠

╣√ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

 ủ ─ ⅜⁸₈ ₉─ ⌐⅔↑╢₈ ─ ┘ ⌐

∆╢ ╩ ה ∆╢√╘─ ₉─ ≤ ∆╢╙─≢№╢↓≤╩

┘ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌂ ⅜ ↕╣╢╟℮ ⅝⅛↑╢═⅝⁹ 

 ủⱳ▬fi♩⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡⁸ ┘ ⌐≤∫≡─ⱷꜞ♇♩╩ ⇔≡╙

╠ⅎ╢╟℮⌂ ─ ⁸ ↑ ╡⅜ ≢№╢⁹ 

 ủ↓╣╕≢─ ┘ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╛ ה ─

╩ⱥ▪ꜞfi◓∆╢ ⅜№╢⁹ 

 │ ─≤⅔╡⁹ 

 ủ ┼ ▪fi◔כ♩ ╩ ™⁸ ╩ ─ ≤∆╢⁹ 

  ₆▪fi◔כ♩─ ₇ŋ ⇔√↓≤⅜≥℮ ⅝≡™╢⅛ ᵒ ─ ∆╢ ╩

↑√⅛ ᵓ ⌐≈™≡ ⅛╠│ ⅛ ╩╙╠∫≡™╢⅛  
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